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例 言 
１ 本書は，岩手県盛岡市永井第 25 地割地内に所在する，文化財保護法に基づく周知の埋蔵文化財包蔵地「荒屋遺跡」

における，有限会社タイキによる宅地造成工事に伴い盛岡市教育委員会が協定に基づき実施した発掘調査の報告書で

ある。 

２ 試掘調査として令和元年(2019)年 10 月 30・31 日に届出面積 4,117 ㎡を対象に第４次調査を実施した。その結果遺

構遺物を確認した約 2,700 ㎡の本発掘調査を，有限会社タイキと盛岡市教育委員会が締結した協定書に基づき，第５

次調査として令和２年(2020)４月 23 日から同年８月 26 日に実施した。第４・５次調査の野外調査，整理作業，報告

書刊行等にかかる費用は，有限会社タイキが支出した。 

３ 第４次調査（試掘調査）は，盛岡市教育委員会歴史文化課埋蔵文化財担当遺跡の学び館の文化財主査 津嶋知弘・

同 今野公顕が担当した。第５次調査（本調査）は，同今野公顕・文化財調査員 佐々木あゆみが担当した。また，本

書の執筆編集は，同今野公顕・佐々木あゆみが，遺跡の学び館埋蔵文化財担当職員と協議の上，担当した。 

４ 遺構平面位置は，平面直角座標Ⅹ系を用いた調査座標で表示した。遺構等の高さは，標高値をそのまま使用した。 

調査座標原点 X-38,800ｍ，Y+27,300ｍ（世界測地系第Ⅹ系）＝ RX±0，RY±0 (調査座標値) 

５ 土層断面図は，堆積の仕方を重視し，線の太さを使い分けた。層相観察には「新版標準土色帖」（農林水産省農林

水産技術会議事務局監修）を使用した。 

６ 本書で用いる遺構種別ごとの略号は，次のとおりとした。 

 ・竪穴建物跡（カマドあり）：ＲＡ ・竪穴建物跡（カマド無し）：ＲＥ ・土坑：ＲＤ ・溝跡：ＲＧ 

７ 本書で用いる遺構平面図の線種は，次のとおりとした。 

 

 

 

８ 竪穴建物跡の遺物取上時の平面位置は，遺構長軸短軸方向に設定した埋土断面観察ベルトによって，北東部はＮＥ，

南西部はＳＷというように，四分割の位置で表した。床面直上出土のものは番号を付して平面位置を記録した。 

９ カマド方向は，カマド本体焚き口の中心と煙道先端煙出し部の中心を結んだ線の方向の傾きとした。 

10 古代の土器は，土師器・須恵器・あかやき土器に分類した。あかやき土器の名称は，回転台使用成形の酸化炎焼成

土器に使用した。回転台使用成形で内面黒色処理がある酸化炎焼成の坏類は，土師器に分類した。 

11 出土遺物の写真撮影は今野公顕が行った。  

12 空中写真撮影及びオルソデータ作成と遺物実測の一部を株式会社タックエンジニアリングに委託した。出土鉄製品

の保存処理と炭化材の科学分析は，株式会社パレオ･ラボに委託し，その結果を第４章に掲載した。 

13 第１図は国土地理院長の承認を得て同院発行の五万分の一の地形図を複製した盛岡市管内図(承認番号 平 17.東

複第 215 号)を利用した。第３図，第４図は，岩手県の承認を得て岩手県所有の盛岡広域都市計画図(1/2500，1/10000)

を複製したものを使用した(承認番号 平成 29 年８月 21 日岩手県指令都第 8-5 号)。 

14  発掘調査に伴う出土遺物及び諸記録は，盛岡市遺跡の学び館にて保管している。 

15  次の諸氏に発掘調査実施及び本書作成にあたり多大なる御協力を頂いた。記して感謝申し上げる。(敬称略) 

藤川 稔，藤川 則夫，上通町内会，西見前第２ニュータウン自治会， 

西野 修，八戸市立図書館，誉田 慶信，高橋 正，大沼 信忠，盛岡市都南歴史民俗資料館・藤川 理恵 

16  調査成果報告は，現地説明会資料やその他既報告より，本書の内容が優先する。 

区別 線種 

検出 実線  

推定・オーバーハング 破線  

時期差 一点鎖線  
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第１❶ ⤒㐣

㸯 ㄪᰝに⮳る⤒㐣（第１⾲）

（㸯）➨㸲ḟㄪᰝ（ヨ᥀ㄪᰝ）

௧和元年㸶᭶ 23 ᪥，有㝈会社࢟࢖ࢱから盛岡市教育委員会歴史文化ㄢᇙ蔵文化財ᢸ当である盛岡市遺跡

の学ࡧ館に，࿘知のᇙ蔵文化財ໟ蔵地宅地「Ⲩ屋遺跡」内の畑地に࠾ける宅地㐀ᡂィ⏬に係るᇙ蔵文化財の

ྲྀᢅいについて協議があった。市遺跡の学ࡧ館は，㞄᥋地で❿✰ᘓ物跡が᳨出された事౛（第㸱次調査）が

あること，土ჾ∦が⾲面᥇集されること，ᑐ㇟面✚が⣙ 4,000 ੍㉸と広大であることから，☜ㄆのヨ᥀調査

がᚲ要の᪨をᅇ⟅した。これをཷけ，同年㸷᭶ 26 ᪥௜で，有㝈会社࢟࢖ࢱから盛岡市教育委員会に，4,111

੍をᑐ㇟にⓎ᥀ᒆが提出された。

市遺跡の学ࡧ館は，同年 10 ᭶ 30～31 ᪥に࣍ࢡࢵࣂーにてࢳࣥࣞࢺ（ヨ᥀⁁）を᥀る遺ᵓ☜ㄆのヨ᥀調査

をᐇ᪋した。その結ᯝ，ྂ代の❿✰ᘓ物跡，土ᆙ，⁁跡を᳨出し，ዉⰋ᫬代の土ჾ（土師ჾ）∦ 42 Ⅼが出土

した。遺ᵓ遺物を地下保存し宅地㐀ᡂをすることは不可能なため，事ᴗᐇ᪋にはヨ᥀調査で遺ᵓ遺物を☜ㄆ

した⣙ 2,700 ੍をᑐ㇟とした本調査がᚲ要と報告した。

（㸰）➨５ḟㄪᰝ（ᮏㄪᰝ）

第㸲次調査の結ᯝをཷけ，有㝈会社࢟࢖ࢱから盛岡市教育委員会に，௧和元年 12 ᭶㸲᪥௜でⓎ᥀ᒆが提出

された。同年 12 ᭶㸴᪥௜で，岩手県教育委員会から有㝈会社࢟࢖ࢱにᑐし，ᕤ事╔手前にⓎ᥀調査ᐇ᪋がᚲ

要である᪨が通知された。

協議の結ᯝ，有㝈会社࢟࢖ࢱから盛岡市教育委員会にᑐし௧和㸰年㸲᭶ 17 ᪥௜でᇙ蔵文化財ໟ蔵地本Ⓨ

᥀調査ᐇ᪋にかかる協力౫頼があり，同年㸲᭶ 22 ᪥௜で「ᇙ蔵文化財Ⓨ᥀調査に関する協ᐃ書」を⥾結し

た。この協ᐃにᇶ࡙き，開Ⓨ面✚ 4,088 ੍，調査面✚ 2,700 ੍をᑐ㇟とし，有㝈会社࢟࢖ࢱがసᴗ員の㞠⏝

や現場調査，ᩚ理సᴗ，報告書刊行等のㅖ㈝⏝を㈇ᢸし，市教育委員会が遺跡の学ࡧ館ᇙ蔵文化財ᢸ当職員

をὴ㐵し，本調査をᐇ᪋することになった。

㸰 ➨５ḟㄪᰝのⓎ᥀సᴗ࣭ᩚ⌮సᴗの⤒㐣（第１⾲）

（㸯）Ⓨ᥀సᴗの⤒㐣

有㝈会社࢟࢖ࢱと盛岡市教育委員会が⥾結した協ᐃにᇶ࡙き，௧和㸰年㸲᭶ 23 ᪥からⓎ᥀調査‽ഛに╔

手した。同年㸲᭶ 24 ᪥から，有㝈会社࢟࢖ࢱがᵽ下ᘓタᰴᘧ会社に౫頼し，㥔㌴場◁利ᩜき，࢘ࣁࢼࢸࣥࢥ

ー0.45࣍ࢡࢵࣂ，のタ置ࣞ࢖ࢺと௬タࢫ 㸶㹲にて⾲土㝖去సᴗに╔手した。また同年㸳ࣉࣥࢲ࢔リࣕ࢟，ੑ

᭶㸵᪥に，有㝈会社࢟࢖ࢱとⓎ᥀సᴗ員が㞠⏝ዎ⣙を結ࡧ，本᱁的なⓎ᥀調査సᴗに╔手した。

Ⓨ᥀調査༊内から◁ᇕが࿘㎶の住宅࡬㣕ᩓするため，同年㸴᭶ 18 ᪥に調査⠊ᅖほぼ඲面にࣝࣈーシーࢺ

をᩜきワめた。野እసᴗができない㞵ኳ᫬には，市遺跡の学ࡧ館にて出土土ჾのὙ浄సᴗな࡝を行った。

Ⓨ᥀調査୰，࿘㎶住民等が立ち寄った際は，調査≧ἣを᱌内する等のᑐ応をした。また，現場ධཱྀにⓎ᥀

調査のసᴗ内ᐜをᥖ示し，市民がᇙ蔵文化財調査や地域の歴史࡬の理解を深められるようにດめた。

同年㸶᭶１᪥に現地ㄝ明会を開ദした。᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ感ᰁᣑ大㜵Ṇᑐ⟇をとりながらの開ദだった

が，࿘㎶住民や市民な࡝⣙ 100 人が᮶場した。㞄᥋する上通町内会と西見前第㸰ࣗࢽーࣥ࢘ࢱ自治会の協力
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をᚓて，事前に࿘㎶住民にᅇぴᯈにてㄝ明会開ദの࿘知をした。また，岩手᪥報では同年㸵᭶ 29 ᪥௜でㄝ明

会開ദについて，同年㸶᭶㸱᪥௜の盛岡ࢫ࣒࢖ࢱでは開ദの様Ꮚがᥖ載された。ㄝ明会୰には，❿✰ᘓ物跡

のᐇ測సᴗを継続したり，Ⓨ᥀調査で౑う道具をᒎ示したり，調査సᴗの一端も⤂௓した。ኟఇみ期間୰で

もあり，小学⏕のぶᏊが自由研究のᐟ題にするとして࣓ࣔや෗┿をྲྀっていた様Ꮚが༳㇟的だった。

同年㸶᭶㸵᪥に， ᰴᘧ会社࢔ࢽࢪ࢚ࣥࢡࢵࢱリࣥࢢに委クし，㹓㸿㹔マࣝࢱࣉࢥࢳーによる✵୰෗┿᧜ᙳ

を行った。

同年㸶᭶ 25 ᪥に遺ᵓ⢭査や記録సᴗの᏶஢，同 26 ᪥に現場ᶵᮦ᧔཰し，野እⓎ᥀調査సᴗを⤊஢した。

（㸰）ᩚ⌮సᴗの⤒㐣

௧和㸰年㸶᭶ 27 ᪥から，出土遺物のὙ浄，現場図面ཬࡧ出土資料のᩚ理な࡝調査のまとめసᴗに╔手し

た。現場図面（第１原図）をᩚ理し，第㸰原図をసᡂ，それをもとに本書ᥖ載図のసᡂをした。

出土遺物は，野እసᴗ期間୰の㞵ኳ᫬や野እⓎ᥀సᴗ⤊஢後にὙ浄した。その後，᥋ྜや修᚟のసᴗ，出

土地Ⅼཬࡧჾ✀等ࡈとの分別，ྎ帳Ⓩ録を行い，図化できるものはᐇ測図化，෗┿᧜ᙳ等を行った。土ჾᐇ

測の一部は，ᰴᘧ会社࢔ࢽࢪ࢚ࣥࢡࢵࢱリࣥࢢに委クした。

また，出土㕲〇ရの保存ฎ理，出土Ⅳ化ᮦのᶞ✀同ᐃと AMS 年代測ᐃを，௧和㸰年㸷᭶㸰᪥から௧和㸱年

１᭶ 29 ᪥まで，ᰴᘧ会社࢜ࣞࣃ㺃ࣛ࣎にᴗົ委クしᐇ᪋した。本書第㸲❶にその結ᯝをᥖ載した。

㸱 యไ （௧࿴㸰࣭㸱ᖺᗘ）

஦ᴗ୺య 有㝈会社࢟࢖ࢱ 代⾲ྲྀ⥾ᙺ 藤井⩏ᘯ（岩手県盛岡市୰ࣀ橋通一୎目 5-24）

ㄪᰝ୺య 盛岡市教育委員会 教育長  ༓ⴥோ一

教育部長 ㇏岡຾ᩄ（㸰年度）・岡市和ᩄ（㸱年度）

教育次長 大⃝ ᾈ（㸰年度）・川原ၿᘯ（㸱年度）

஦ົᒁ  盛岡市教育委員会事ົᒁ 歴史文化ㄢ

歴史文化ㄢ長 ව 遺跡の学ࡧ館長 ⚟田 （̔͂㸰年度）・๭⯪άᙪ（㸱年度）

ㄪᰝᢸᙜ 盛岡市教育委員会 歴史文化ㄢ ᇙ蔵文化財ᢸ当・遺跡の学ࡧ館

ㄢ長⿵బ ව 館長⿵బ ୕ᾆ志㯞（㸰年度）・大森 ຮ（㸱年度）

文化財๪主ᖿ ᐊ野⚽文（㸰年度），⳥地ᖾ⿱

文化財主査 ὠᔱ知ᘯ，神原㞝一郎（㸱年度），今野公顕，ⰼ井ṇ㤶

文化財主任 ఝ内ၨ㑥（㸰年度）， 主任 ᮡᾆ㞝治

文化財主事 㕥ᮌಇ㍤，今ᯇభኴ（㸱年度），ᮡ山一ᶞ（㸱年度）

文化財調査員 今ᯇభኴ（㸰年度），బ々ᮌあࡺみ，㕥ᮌ㑳⨾（㸰年度），

ఀ藤⪽Ꮚ，὾㇂ భ（㸱年度），ᐊ野⚽文（㸱年度）

学ⱁ調査員 ༓ⴥ㈗Ꮚ，ᵽ下理Ἃ

ᢸᙜ⪅  ・第㸲次調査（௧和元年度・ヨ᥀調査）  ὠᔱ知ᘯ，今野公顕

      ・第㸳次調査（௧和㸰年度・本Ⓨ᥀調査） 今野公顕，బ々ᮌあࡺみ

      ・報告書執筆編集 今野公顕，బ々ᮌあࡺみ
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Ⓨ᥀ㄪᰝ࣭ᩚ⌮సᴗ సᴗဨ

⛅元理恵，ཬ川ள▮Ꮚ，⳥地Ὀ஀，高橋ᘯᏊ，༓ⴥᬛᏊ，⿙田ⱥ治，⿙田(西田)༓ె，ᵽཱྀὈᏊ，

細田ᖾ⨾，村上ᖾᏊ，村上⨾㤶，山田⪷Ꮚ

ጤクᴗົ➼

・⾲土㝖去等ᴗົ委ク㸸ᵽ下ᘓタᰴᘧ会社

  ・✵୰෗┿᧜ᙳཬࢹࢯࣝ࢜ࡧーࢱసᡂᴗົ委ク㸸ᰴᘧ会社࢔ࢽࢪ࢚ࣥࢡࢵࢱリࣥࢢ

  ・出土遺物ᐇ測図化ᴗົ委ク㸸ᰴᘧ会社࢔ࢽࢪ࢚ࣥࢡࢵࢱリࣥࢢ

  ・科学分ᯒཬࡧ保存ฎ理等ᴗົ委ク㸸ᰴᘧ会社࢜ࣞࣃ㺃ࣛ࣎

  ・報告書༳ๅ〇本㸸ᰴᘧ会社㜿部༳ๅ

➨㸯⾲ Ⲩᒇ㑇㊧➨㸲࣭５ḟⓎ᥀ㄪᰝの୺࡞⤒㐣

௧
和
元
年

8 ᭶ 23 ᪥ （有）࢟࢖ࢱから盛岡市教育委員会࡬ᇙ蔵文化財ໟ蔵地に࠾ける開Ⓨィ⏬の事前協議。

9 ᭶ 26 ᪥
（有）࢟࢖ࢱから宅地㐀ᡂにకうⓎ᥀ᒆの提出。

協議の結ᯝ，㔜ᶵ委ク料は事ᴗ主㈇ᢸで，畑のస物཰✭後に，ヨ᥀調査ᐇ᪋とする。

10 ᭶ 30㺃31 ᪥
ᒆ出面✚ 4,117 ੍をᑐ㇟に，ヨ᥀ࢳࣥࣞࢺによるヨ᥀調査（第 4 次調査）ᐇ᪋。

❿✰ᘓ物跡等᳨出，土師ჾ出土。

11 ᭶ 11 ᪥
盛岡市教育委員会から有㝈会社࢟࢖ࢱに，ヨ᥀調査結ᯝ報告。

⣙ 2700 ੍をᑐ㇟に事ᴗ主㈇ᢸによる本調査がᚲ要とする。

11 ᭶ 28 ᪥
（有）࢟࢖ࢱと盛岡市教育委員会歴史文化ㄢᇙ蔵文化財ᢸ当(遺跡の学ࡧ館)とで，本調査に

かかるࣗࢪࢣࢫーࣝや㈝⏝について協議。

12 ᭶ 4 ᪥ （有）࢟࢖ࢱから，宅地㐀ᡂにకうⓎ᥀ᒆが提出される。

12 ᭶ 6 ᪥ 岩手県教育委員会から（有）࡬࢟࢖ࢱ，ᕤ事╔手前にⓎ᥀調査ᐇ᪋がᚲ要の᪨通知。

௧
和
㸰
年

3 ᭶ 12 ᪥
有㝈会社࢟࢖ࢱと市教育委員会歴史文化ㄢᇙ蔵文化財ᢸ当(遺跡の学ࡧ館)とで，調査ࢣࢫ

。ーࣝ等について協議ࣗࢪ

4 ᭶ 17 ᪥ 有㝈会社࢟࢖ࢱから市教育委員会࡬，Ⓨ᥀調査ᐇ᪋の協力౫頼提出。

4 ᭶ 22 ᪥ 有㝈会社࢟࢖ࢱと市教育委員会とで，ᇙ蔵文化財Ⓨ᥀調査に関する協ᐃ書⥾結。

4 ᭶ 23 ᪥ 第㸳次調査，Ⓨ᥀調査‽ഛ。

4 ᭶ 24 ᪥ タ置。㥔㌴場◁利ᩜきᐇ᪋。⾲土㝖去సᴗ（～4ࣞ࢖ࢺ௬タ，ࢫ࢘ࣁࢼࢸࣥࢥ ᭶ 28 ᪥）。

5 ᭶ 7 ᪥ 現場ჾ財ᦙධ。సᴗ員✌ാ開ጞ。遺ᵓ᳨出，⢭査等野እⓎ᥀調査సᴗを開ጞ。

5 ᭶ 12 ᪥ ᇶ‽Ⅼ測㔞，ᮺタ置，ᶆ高ᇶ‽Ⅼ測㔞，඲体図సᡂ等(～5 ᭶ 15 ᪥)。

6 ᭶ 18 ᪥ 現場࿘㎶࡬の◁ᇕᑐ⟇シーᩜࢺタ。

8 ᭶ 1 ᪥ Ⓨ᥀調査現地ㄝ明会開ദ。⣙ 100 名᮶場。

8 ᭶ 7 ᪥ ✵୰෗┿᧜ᙳཬࢹࢯࣝ࢜ࡧーࢱసᡂᴗົ委クによる✵୰෗┿᧜ᙳ。

8 ᭶ 26 ᪥ 野እ調査⤊஢。現場ჾ財᧔཰。

8 ᭶ 27 ᪥ 出土遺物Ὑ浄సᴗ，ᩚ理సᴗ開ጞ。

8 ᭶ 28 ᪥ 。᧔去ࣞ࢖ࢺ௬タ，ࢫ࢘ࣁࢼࢸࣥࢥ

9 ᭶ 2 ᪥ 科学分ᯒཬࡧ保存ฎ理等ᴗົ委クዎ⣙⥾結。

9 ᭶ 18 ᪥ ✵୰෗┿᧜ᙳᴗົ委ク，ᡂᯝရ⣡ရ。

10 ᭶ 9 ᪥ 遺物ᐇ測ᴗົ委クዎ⣙⥾結。

௧
和
㸱
年

1 ᭶ 29 ᪥ 科学分ᯒཬࡧ保存ฎ理等ᴗົ委ク，ᡂᯝရ⣡ရ。

2 ᭶ 28 ᪥ 遺物ᐇ測ᴗົ委クのᡂᯝရ⣡ရ。

9 ᭶ 2 ᪥ Ⓨ᥀調査報告書の༳ๅ〇本ዎ⣙⥾結。

10 ᭶ 15 ᪥ Ⓨ᥀調査報告書⣡ရ。

Ⓨ᥀調査報告書，関係ᶵ関等࡬㏦௜。

ᇙ蔵文化財Ⓨ᥀調査に関する協ᐃ⥾結内ᐜの᏶஢。
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第㸰❶ ఩置と⎔ቃ

㸯 地⌮ⓗ⎔ቃ

（㸯）఩⨨ （第１図）

Ⲩ屋
あ ら や

遺跡は，岩手県盛岡市永井
な が い

第 25 地๭地内，西
に し

見
み る

前
ま え

第 19 地๭地内に所在する。

盛岡市
も り ࠾ か し

は，岩手県の内㝣部୰ኸ北寄りに఩置する県ᗇ所在地である。人ཱྀは 289,353 人（௧和㸱年㸶᭶１

᪥現在・ᖹᡂ 27 年ᅜໃ調査人ཱྀ☜報್にᇶ࡙く推ィ人ཱྀ），面✚は 886.47 ੎である。

盛岡市は，ᮾの北上山地と西のዟ⩚山⬦の間を南࡬ὶれる北上川がసり出す北上┅地の北端に఩置する。

本遺跡は，市域の南部のᪧ都南村域に఩置する。北上川の西岸に広がるᖹ野部に఩置し，北上川は遺跡のᮾ

⣙ 1.8km を南ὶしている。㹈㹐岩手飯岡㥐から南ᮾ⣙ 900㹫，盛岡市都南文化会館の南⣙ 400㹫に఩置する。

遺跡⠊ᅖは，ᮾ西⣙ 190㹫，南北⣙ 120㹫，⥲面✚は⣙ 14,900 ੍と᝿ᐃされ，ᶆ高は⣙ 115.1～115.8㹫ほ

。である࡝

➨㸯ᅗ Ⲩᒇ㑇㊧఩⨨ᅗ（1:100,000）
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第１図 　荒屋遺跡位置図（ 1:100,000 ）
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（㸰）地ᙧ࣭地㉁ （第㸰図）

盛岡市は，ᮾ北地方ኴᖹὒഃの北上山地とዟ⩚山⬦の間を南に㈏ὶする北上川によってᙧᡂされた北上┅

地の北端に఩置する。北上川は岩手県北部の岩手町を水※地とし，宮ᇛ県▼巻市でኴᖹὒにὀࡄまで，多く

のἙ川とྜὶし水㔞をቑしていく。北上川にྜὶする᭱ึの大きなἙ川である㞸
しずく

▼川
い し か わ

と北上山地から西ὶす

る୰ὠ川等が盛岡市域でྜὶし，それ以南にはᖜ広いᖹ野部をᙧᡂする。㞸▼川はዟ⩚山⬦からᮾ進し㞸▼

┅地をᙧᡂするが，㫽Ἡ山と⟽ࣨ森にᣳまれた⧅北のᾆ௜近でᛴ⃭にὶ㊰をせばめられ，その⊃✽部をᢤけ

て北上┅地にධり北上川とྜὶする。⊃✽部以西では多くのᛴὶ小Ἑ川をあわせ㞸▼川水⣔をᙧᡂし，水㔞

を㇏かにして⊃✽部につきあたる。そのໃいで⊃✽部௜近に土◁のỿ下ሁ✚が⏕じ，⊃✽部以ᮾのᖹᆠな地

ᙧとྜわせ，ὶ㊰㌿᥮の原ᅉとなっている。このὶ㊰㌿᥮は現㞸▼川の南岸で行われ，北岸はほとん࡝㞸▼

川のἙ道になっていない。これは北岸に，岩手山を供⤥※とするⅆ山○ὶሁ✚物とⅆ山⅊ᒙをのせるྎ地が

Ⓨ㐩していることによる。

⊃✽部以ᮾの南岸には㞸▼川のᪧἙ道がᗄ➽もㄆめられ，Ἀ✚ẁୣ（◁♟ẁୣ）がⓎ㐩する。Ἀ✚ẁୣは

水ᡂ◁♟ᒙをᇶᗏに，その上に水ᡂシࣝࢺ，⾲土がそう。ᇶ本ᒙはᴫࡡこの㸱ᒙに分けられ，ྛ地Ⅼに大␎

この㸱ᒙがほ察されるものの，◁♟ᒙの上面高は一ᐃせず，ᒙཌやᒙ相も地Ⅼによって␗なり，近᥋地Ⅼで

大きく相㐪することもある。シࣝࢺᒙ内に⭉᳜土(あるいはⅆ山⅊か)を௓在する地Ⅼもあり，長期にわたる

ሁ✚とみられる。このシࣝࢺはᪧἙ道ばかりでなく，ᚤ高地な࡝にもሁ✚している。

㞸▼川のᪧἙ道は連続する大きなものが㸲᮲あり，そのほか細かな⥙≧のものも多くみられる。大きなᪧ

Ἑ道の南岸にはẚ高ᕪの小さいἙ岸ẁୣがᙧᡂされる。南から現Ἑ道にྥかってపくなることから，Ἑ道が

北進したことを示し，⥙≧の細かなᪧἙ道は」㞧なἙ道のኚ遷を示す。Ἀ✚ẁୣは㞸▼川に࿘㎶山地から供

⤥される◁♟やシࣝࢺによってሁ✚され，さらにἙ道のᐃまらない㞸▼川による下้やሁ✚がくり㏉された

とゝえ，常にἙ川のᙳ㡪をཷけた不Ᏻᐃな地ᙧであったとゝえる。

このẁୣ面上には，本遺跡をはじめとした多くのዉⰋ・ᖹᏳ᫬代以㝆の遺跡が分布し，水ᡂシࣝࢺがᖹᏳ

᫬代前༙の❿✰住ᒃをᇙἐさせている౛もある。また，水ᡂシࣝࢺᒙは地Ⅼによってⷧい遺物ໟྵᒙをᙧᡂ

していることもあり，⦖文᫬代の遺物がまれに出土する。⥙目≧に☜ㄆされるᪧἙ道には，水ᡂ◁♟ᒙ上面

に水ᡂሁ✚の㯮Ⰽ土がሁ✚し，その下ᒙに࢖ࣛࢢᒙがᙧᡂされることもある。㞸▼川と北上川のỏ℃のᙳ㡪

をཷけ，水ᡂシࣝࢺᒙの一部に◁ᒙがᙧᡂされている場ྜもある。

（㸱）ᬒほ

本遺跡࿘㎶からは，北のᕥഃに岩手山，ྑഃにጲ神山，北㐲方に୐᫬㞵山
な な し ࡄ れ や ま

，西に⛅田㥖ࣨᓅ，南ᮾに᪩ụᓠ
は や ち ࡡ

山をᮃࡴ。その手前には，ᮾに北上山地，西に飯岡山から南昌山に続く山地が南北に連なる。南方は北上川

西岸にそってᘏࡧるᖹ野が続き，紫波町のᇛ山（高水寺ᇛ跡）な࡝をᮃࡴ。

᫛和 23 年の⡿㌷᧜ᙳの⯟✵෗┿（第１図版）では，田畑が広がり，住宅や寺社がᩓ在する様相がうかが

え，Ụᡞ᫬代以᮶の㎰村地ᖏであったことがうかがえる。ᮾにỤᡞ᫬代以㝆のዟᕞ⾤道であるᅜ道㸲号⥺，

西に㹈㹐ᮾ北本⥺とᮾ北᪂ᖿ⥺が南北にᘏࡧ，ᖿ⥺ἢいの㎰村地ᖏとゝえる。

現在では，本遺跡࿘㎶より南方にはᅡ場ᩚഛがなされた水田が広がるが，北・ᮾ・西方には宅地が広がる。

その宅地の間に畑地がⅬ在するが，それらが年々宅地等࡬と開Ⓨが著しく進んできている地域である。
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➨㸰ᅗ 地ᙧศ㢮と୺࡞㑇㊧のศᕸ第２図　地形分類と主な遺跡の分布

㸮　　 1㸸50�000 　　㸰NP
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（㸲）࿘㎶の㑇㊧（第１・㸰・㸱図）

本遺跡࿘㎶には，ྂ代以㝆の遺跡が多く分布する。

代⾲として，本遺跡から⣙ 5.5km 北西にはᘏᬺ 22（803）年にྂ代ᚊ௧ᨻᗓによって㐀営されたྂ代㝣ዟ

ᅜ᭱北端のᇛᰙ跡のᅜ史跡「志波ᇛ跡
し わ じ ょ う あ と

」（୰ኴ田方ඵ୎地内），南ᮾ⣙ 5.0km には志波ᇛ跡がᗫ⤯され⛣㌿し

た「ᚨ
と く

୹
た ん

ᇛ跡
じょうあと

」（▮ᕵ町西ᚨ田地内）がある。志波ᇛ跡より南ᮾのᖹ野には，大宮北遺跡，小ᖜ
こ は ば

遺跡，野ྂ
の っ こ

㸿

遺跡，飯岡ἑ田遺跡，飯岡ᡯ川遺跡，ྎ
だ い

ኴ郎
た ろ う

遺跡，ྥ୰野館遺跡，細㇂地遺跡，▮
や

盛
も り

遺跡な࡝，盛南地༊遺

跡⩌と࿧んでいるྂ代以㝆の集ⴠ遺跡が立地する。これらは主に，㸵世紀後ⴥから 10 世紀代のྂ代の集ⴠ跡

やቡ቎⩌（飯岡ἑ田遺跡），㸰間㸰間の⥲ᰕᘓ物跡からなる಴ᗜ⩌（飯岡ᡯ川遺跡），᥀立ᰕᘓ物跡や❿✰ᘓ

物跡からなるᣐⅬ的な集ⴠ（ᯘ崎遺跡，大宮北遺跡，小ᖜ遺跡），そして୰世以㝆の㇦᪘ᒃ館（ྎኴ郎遺跡，

ྥ୰野館遺跡，▮盛遺跡），近世から現代に続く㎰村集ⴠ跡である。

本遺跡は，北上川西岸に఩置するྂ代以㝆の集ⴠ遺跡である。本遺跡のほか，西㮵
に し か

Ώ
࡝

遺跡，百目ᮌ
࡝ め き

遺跡，

下永ᯘ遺跡，高
た か

ᷳ
やࡄら

㸿遺跡，菖蒲
あ や め

田
だ

遺跡，上畑
うわばたけ

遺跡な࡝が，北上川にἢって南北に連なる。これらは主に㸶～

㸷世紀を୰ᚰとした集ⴠ遺跡である。㸶世紀代の様相は，一㎶㸳㹫㉸の大ᆺ❿✰ᘓ物跡と㸲㹫以下の୰ᆺ，

㸱㹫⛬度の小ᆺの❿✰ᘓ物跡ᩘᲷからなり，当ヱ期の඾ᆺ的な集ⴠ跡といえる。下永ᯘ遺跡は㸶～㸷世紀の

円ᙧ࿘⁁（ቡ቎）25 ᇶ以上からなる࿘㎶集ⴠの቎域と考えられる。高ᷳ㸿遺跡は本遺跡の北ᮾに఩置し，㸶

世紀後༙から㸷世紀ึ頭を୰ᚰとした❿✰ᘓ物跡 34Ჷな࡝を調査し，土〇⣳㗽㌴ 14Ⅼな࡝が出土している。

菖蒲田遺跡は本遺跡の西に㞄᥋し，ᖹᏳ᫬代のものとされる᥀立ᰕᘓ物跡㸲Ჷが☜ㄆされている。

西方には，㸷世紀前ⴥの飯岡ᯘ崎ϩ遺跡，㸷世紀～10 世紀༙ばの地域ᣐⅬ集ⴠのひとつと考えられる大ᓥ

遺跡，その西ഃྎ地上に立地する㸶世紀後༙～10 世紀前༙の一本ᯇϩ遺跡が立地する。

➨㸱ᅗ Ⲩᒇ㑇㊧と࿘㎶の㑇㊧ศᕸᅗ

荒屋遺跡

大島遺跡

一本松Ⅱ遺跡

高櫓Ａ遺跡

下永林遺跡

上畑遺跡

百目木遺跡

西鹿渡遺跡

盛岡南 IC

北
上
川

飯岡林崎Ⅱ遺跡

見前館遺跡

古館遺跡

国
道
４
号
線

東
北
自
動
車
道

菖蒲田遺跡

三百刈田遺跡

第３図　荒屋遺跡と周辺の遺跡分布図
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㸰 Ṕྐⓗ⎔ቃ

本遺跡⩌の立地するἈ✚ẁୣ上には，⦖文᫬代～ྂቡ᫬代の遺ᵓ遺物のⓎ見はᑡない。遺跡の多くは㸵世

紀୰ⴥ以㝆のྂ代の集ⴠ遺跡を୰ᚰに，୰世のᒃ館跡，近世の集ⴠ跡な࡝である。

⦖文᫬代の遺跡は，盛南地༊遺跡⩌の本宮⇃堂㸿遺跡やྎኴ郎遺跡に࠾いて，ᬌ期の❿✰ᘓ物跡や遺物ໟ

ྵᒙが☜ㄆされている。詳細な᫬期は不明だが，同地༊の飯岡ᡯ川遺跡，細㇂地遺跡な࡝では，㝗し✰がᪧ

Ἑ道ἢいにまとまって☜ㄆされている。ᘺ⏕᫬代の遺ᵓ遺物は，ᘺ⏕᫬代前期㡭の土ჾᇙタ遺ᵓがྎኴ郎遺

跡で☜ㄆされているほか，ᘺ⏕᫬代後期の土ჾ∦や北ᾏ道⣔の続⦖文土ჾ∦がྎኴ郎遺跡や細㇂地遺跡から

わずかに出土している。ྂቡ᫬代の遺ᵓ遺物はほとん࡝出土౛がなく，不明である。

㸵世紀୰ⴥ以㝆の遺ᵓ遺物は，ྎኴ郎遺跡に࠾いて☜ㄆされて࠾り，これ以㝆現代に⮳るまで集ⴠが継続

して立地し，ᖹ野部に࠾ける㎰⪔を主体としたᬽらしが営まれてきた土地といえる。

ዉⰋ᫬代の㸶世紀以㝆，❿✰ᘓ物を主体とした集ⴠ遺跡がቑຍする。この᫬期の集ⴠは，大ᆺ❿✰ᘓ物跡

を୰ᚰに，୰～小ᆺの❿✰ᘓ物跡がᩘᲷずつまとまって分布することが多く，⾑⦕関係を持った一᪘が集ⴠ

をᵓᡂしたと考えられる。

この᫬期，ᚊ௧ᨻᗓはᮾ北地方に住んだ人々を「⼎ዀ（࣑࢚シ）」と࿧んだ。ᨻᗓはᮾ北地方࡬ໃ力をᣑ大

するᨻ⟇をとって࠾り，「ᇛᰙ」と࿧ばれる官⾦をᣐⅬとし，関ᮾ地方な࡝から⛣民（ᰙᡞ）を㏦り㎸ࡴ同化

ᨻ⟇をとっていた。この㐣⛬で，ᨻᗓは⼎ዀと⃭しくதったり，㤫⤥な࡝をと࠾して᠜ᰂし，ᨻᗓ⤌⧊ྲྀ࡬

り㎸んだりしていったことが，文献史料に記録されている。

文献史料によれば，㸶世紀後༙の盛岡࿘㎶は「志波村」と࿧ばれていたと考えられ，出⩚ᅜのᨻᗓ㌷とᡓ

っていたが，後に志波村の⼎ዀはᚊ௧ᨻᗓഃについたことが記録されている。この㡭，ᨻᗓ㌷を◚った⫹ἑ

（岩手県ዟᕞ市௜近）の⼎ዀ࢖ࣝࢸ࢔は，⫹ἑᇛを㐀営したᚁዀ大ᑗ㌷ᆏ上田村㯞࿅に㝆伏した（ᘏᬺ 21

（802）年）。その⩣年，ᘏᬺ 22（803）年，᱕Ṋኳⓚの࿨をཷけたᆏ上田村㯞࿅によって，本遺跡の⣙㸳km

北西に，志波ᇛ（盛岡市下ኴ田方ඵ୎ほか）が㐀営された。

志波ᇛは，ᨻᗓによってᮾ北地方に㐀営された「ᇛᰙ」のひとつである。Ⓨ᥀調査ᡂᯝな࡝から，ྂ代㝣

ዟᅜ᭱北に఩置し᭱大⣭つᶍのᇛᰙであった。ᇛᰙとは，ྂ代のᨻᗓがᮾ北地方に㐀営した㌷事と行ᨻをྖ

る官⾦(行ᨻᗓ)の一✀である。ྂ代᪥本のᚊ௧ไ度にᇶ࡙くᅜ家ᙧᡂは，ኳⓚを୰ᚰとしたᨻᗓが，඲ᅜの

土地や人民を┤᥋⤫治した୰ኸ集権体ไであったが，当ึᮾ北地方北部にはそのໃ力がཬばないᨻᗓ⤫治⠊

ᅖのእに当たり，人々は「⼎ዀ」(࣑࢚シ)と࿧ばれた。ᇛᰙでは，⼎ዀを㓇ᐗがకう൤ᘧでもてなし᠜ᰂす

る「㤫⤥」，⼎ዀのືྥを᥈る「᩺ೃ」，཯ᢠする⼎ዀをṊ力でไᅽする「ᚁウ」な࡝のᶵ能をᢸい，⼎ዀに

ᑐしኳⓚのጾཝを示すᨻᗓのᑐ⼎ዀᨻ⟇と地域支配の㌷事と行ᨻのᣐⅬだった。

志波ᇛは，その北をὶれる㞸▼川の度㔜なるỏ℃⿕ᐖと，᱕Ṋኳⓚのᚨᨻ相ㄽの結ᯝをཷけた行財ᨻᨵ㠉

により，㐀営後⣙ 10 年で文ᐊ⥥㯞࿅によって志波ᇛの南⣙ 10 ੊につᶍやᶵ能を⦰小したᚨ୹ᇛ（岩手県▮

ᕵ町）が㐀営されᶵ能を⛣㌿した。ᚨ୹ᇛは㸷世紀༙ばまでにはᗫ⤯され，岩手県域は⫹ἑᇛ一ᇛによる⤫

治体ไ࡬と，地域社会が෌編されたと考えられている。

ᚨ୹ᇛがᗫ⤯され⫹ἑᇛ一ᇛ体ไとなる㸷世紀༙ばから，ᚊ௧ᨻᗓは┤᥋⤫治から在地⼎ዀໃ力を⏕かし

た間᥋⤫治࡬⛣行したと考えられ，その᫬期以㝆は❿✰ᘓ物を୰ᚰとした集ⴠが，ᖹ野部を୰ᚰにᣑ大する。

❿✰ᘓ物のつᶍはᆒ㉁化し，㔜」するものや࢝マࢻのసり᭰えが多くみられるようになる。ྥ୰野館遺跡で

Ⓨ見された水㎶⚍♭跡や，下永ᯘ遺跡の円ᙧ࿘⁁⩌，㸷世紀以㝆の盛南地༊遺跡⩌の飯岡ἑ田遺跡，飯岡ᡯ
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川遺跡の円ᙧ࿘⁁（ቡୣ቎）⩌とⅆⴿ㦵をᇙ⣡した㦵蔵ჾな࡝，集ⴠだけではないᶵ能も継続して見られる。

また，㸷世紀後ⴥから 10 世紀୰ⴥにかけて，࢝マࢻをఱ度もసりኚえる大ᆺの❿✰ᘓ物を᧦するᣐⅬ的な集

ⴠがⓎ⏕する。飯岡ᡯ川遺跡ではᚤ高地のᩳ面にἢって⥲ᰕの᥀立ᰕᘓ物がᮾ西に୪立し，಴ᗜ⩌が存在し

たと考えられる。大宮北遺跡やᯘ崎遺跡，細㇂地遺跡，大ᓥ遺跡な࡝では，官⾦的な᥀立ᰕᘓ物や಴ᗜがィ

⏬的に配置されたり，▼ᖏ具な࡝ᚊ௧ไ関連遺物や仏教⚍♭的な遺物等が出土したりするな࡝，在地有力者

ᣐⅬがᙧᡂされた。

10 世紀後༙には，岩手県域に࠾いてྂ代ᇛᰙの⤫治⠊ᅖをཷけ継いだ在地有力者の୰から，⫹ἑᇛの⤫治

をᇶ┙としたᏳಸ氏が⾰川以北のዟභ郡をไした。やがて※氏や清原氏との前஑年ྜᡓや後୕年ྜᡓを⤒て，

11～12 世紀にかけては，北ᮾ北はᖹἨ藤原氏に⤫治された。11～12 世紀の本地域の様相ははっきりしない

が，大宮遺跡の大⁁跡からは 12 世紀末～13 世紀ึ頭㡭のかわらけが大㔞にᗫᲠされた≧ἣで出土し，在地

ໃ力ᣐⅬが営まれていた可能性がある。

୰世の 13 世紀後༙には，ྎ ኴ郎遺跡に࠾いて不ᩚ五ゅᙧのᇼをᕠらすᒃ館が営まれ，࿘㎶には土ቼ቎⩌や

宗教᪋タと考えられる遺ᵓが☜ㄆされて࠾り，出土遺物から 15 世紀㡭まで在地領主が存在したと考えられ

る。また，ྥ୰野館遺跡や▮盛遺跡でも，16 世紀を୰ᚰとする᥀立ᰕᘓ物跡やᇼ跡が☜ㄆされ，在地領主の

ᒃ館跡が存在したと考えられる。ᐊ町᫬代からᡓᅜ᫬代は，᪁波氏と南下してくる南部氏の⾪✺が⃭しく，

ྛ地にᇛ館が営まれた。

そのᡓいをไした南部氏は盛岡ᇛを⠏ᇛし，現在の盛岡の町୪みの♏をᩚഛしたとされる。本遺跡のᮾに

はዟᕞ道୰（⾤道）がᩚഛされ，本地域は㎰地に集ⴠがⅬ在する㎰村地ᖏとなる。ྛ遺跡からは᭤屋な࡝の

᥀立ᰕᘓ物跡や井ᡞ跡，盛南地༊遺跡⩌の南仙北遺跡からは道㊰ഃ⁁跡が☜ㄆされている。ᖥ末から近世ึ

頭のྂ⤮図には，その様Ꮚが記されている。

そのᬒほは，᫛和ึ期まで大きくኚわることはなかったことが第㸰次大ᡓ後の⡿㌷による✵୰෗┿からも

うかがえる。この地域の様相が現在のጼにኚᐜするのは，᫛和 30 年代以㝆にᐇ᪋されたᅡ場ᩚഛや，࿘㎶の

宅地開Ⓨ，道㊰ᩚഛ，ᮾ北᪂ᖿ⥺の開通な࡝が進められたことによる（第１図版）。

【参考文献】

盛岡市・盛岡市教育委員会 ྛ年度 『盛南地༊遺跡⩌Ⓨ᥀調査報告書Ϩ～XϪ』 盛岡市遺跡の学ࡧ館

盛岡市遺跡の学ࡧ館 2004 『㝣ዟᅜ᭱前⥺-志波ᇛと北の⼎ዀたち-』 第１ᅇ௻⏬ᒎᒎ示図録

盛岡市遺跡の学ࡧ館 2006 『㯤Ἠ࡬のධཱྀ -ྂ代⼎ዀ㤳長の቎-』 第㸳ᅇ௻⏬ᒎᒎ示図録

盛岡市遺跡の学ࡧ館 2007 『まち࡙くりと考ྂ学-盛南開Ⓨと遺跡Ⓨ᥀調査-』 第㸴ᅇ௻⏬ᒎᒎ示図録

盛岡市遺跡の学ࡧ館 2017 『志波ᇛ前ኪの⼎ዀ社会—9 世紀ึ頭以前の盛南地༊-』 第 15 ᅇ௻⏬ᒎᒎ示図録

盛岡市教育委員会編 2016 『志波ᇛ跡と⼎ዀ（࣑࢚シ）』 盛岡市文化財シリーズ第 43 集

盛岡市教育委員会 2021 『大ᓥ遺跡Ⓨ᥀調査報告書』盛岡市遺跡の学ࡧ館

➨㸯ᅗ∧ 㑇㊧࿘㎶の⯟✵෗┿

2008( 平成 20) 年 国土地理院撮影1948( 昭和 23) 年 米軍撮影

国土地理院
空中写真データ
より作成

第㸯ᅗ∧　㑇跡࿘㎶ࡢ⯟✵෗┿

ከ㈡⚄♫
ከ㈡⚄♫

ぢ๓ᑠᏛᰯ

ぢ๓ᑠᏛᰯ

Ⲩᒇ㑇跡第 5次調査区Ⲩᒇ㑇跡第 5次調査区

ᅜ㐨 4ྕ ᅜ㐨 4ྕ

第１図版　遺跡周辺の航空写真
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㸱 こ࡛ࡲࢀのㄪᰝ（第㸰⾲，第㸲図）

Ⲩ屋遺跡では，本報告をྵめこれまで㸴ᅇのⓎ᥀調査をᐇ᪋して࠾り，遺ᵓや遺物を☜ㄆしたのは，第㸱・

㸲・㸳次の調査である。第㸱次調査は，遺跡の南西部に࠾けるඹ同住宅ᘓ⠏にకう事前調査である。㸶世紀

後༙の❿✰ᘓ物跡㸱Ჷ，⁁跡１᮲，土ᆙ㸳ᇶ，遺物ໟྵᒙを᳨出した。第㸲次調査はヨ᥀調査で，ᑐ㇟地内

の⣙ 2,700 ੍にྂ代の集ⴠ跡が存していることを☜ㄆし，第㸳次調査として本調査をᐇ᪋したものである。

➨㸲ᅗ Ⲩᒇ㑇㊧࣭Ⳮⵦ⏣㑇㊧࣭㧗ᷳ㸿㑇㊧ ඲యᅗ

➨㸰⾲ Ⲩᒇ㑇㊧ㄪᰝᐇ⦼ （年度 㹆㸸ᖹᡂ，㹐㸸௧和）
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第㸱❶ 調査ᡂᯝ

㸯 ㄪᰝの᪉ἲ （第㸳図）

（㸯）➨㸲ḟㄪᰝ

遺跡୰ኸから北ᮾ部に఩置するᒆ出⠊ᅖ඲面 4,117 ੍にᑐし，遺ᵓ密度や遺ᵓ᳨出面までの⾲土のཌさな

を☜ㄆするため，22࡝ ࣨ所のヨ᥀⁁（ࢳࣥࣞࢺ）をタᐃし，ἲ面ࢺࢵࢣࣂ௜࣍ࢡࢵࣂーで⾲土を㝖去し遺ᵓ

᳨出をするヨ᥀調査をᐇ᪋した。

（㸰）➨５ḟㄪᰝ

第㸲次調査のヨ᥀調査結ᯝをཷけ，遺ᵓの存しない⠊ᅖを㝖እした 2,690 ੍を要調査⠊ᅖとした本Ⓨ᥀調

査をᐇ᪋した。現ἣは畑地であった。

ἲ面ࢺࢵࢣࣂ௜࣍ࢡࢵࣂーにて⾲土を㝖去し，ࣥࣞࣙࢪで遺ᵓ᳨出సᴗを行った。遺ᵓ᳨出面のᶆ高は

114.4～114.8㹫ほ࡝で，⦆やかに南西にྥかってഴᩳし，ᮾ部は⾲土┤下にϬᒙ◁♟ᒙが㟢出している地Ⅼ

もあり，遺ᵓ密度がⷧくなり，遺跡のᮾ端部と考えられる。

ᖹ面఩置は，世⏺測地⣔第ϱ⣔に༶した調査ᗙᶆ原Ⅼをタᐃし⾲示した。調査ᗙᶆ原Ⅼは，世⏺測地⣔第

ϱ⣔ X-38,800㹫，Y+27,300㹫を，調査ᗙᶆ原Ⅼ RX±0，RY±0 とした。ᶆ高は近㞄の測㔞ᡂᯝからࣞ࣡ࣝ࣋

ーࢡし，ᶆ高್を౑⏝した。

遺ᵓ内は，土ᒙほ察⏝ࢺࣝ࣋をቃに，方఩をあらわした࢚リ࢔（౛・南ᮾഃ㸻SE ༊）ཬࡧᒙ఩ࡈとに遺物

をྲྀり上げた。特ᚩ的な遺物やᗋ面出土遺物は，␒号を᣺り，出土≧ἣの図化と෗┿᧜ᙳの記録をした上で

ྲྀり上げた。遺ᵓはሁ✚ᒙࡈとにᗏ面まで᥀り下げ，土ᒙほ察⏝ࢺࣝ࣋の図化ཬࡧ෗┿᧜ᙳの後，᏶᥀しᖹ

面図化，෗┿᧜ᙳした。

ྛ遺ᵓ等の調査⤊஢後に，✵୰෗┿᧜ᙳ，調査༊඲体図をᐇ測し，本調査を⤊஢した。

㸰 ᇶᮏᒙᗎ （第㸱⾲）

本遺跡は㞸▼川と北上川のᙳ㡪をᙉくཷけた不Ᏻᐃなప఩Ἀ✚ẁୣ上にあり，水ᡂ◁♟ᒙ（Ϭᒙ）がᇶᗏ

をなす。その上に水ᡂシࣝࢺᒙ（ϫᒙ）が乗り，一部にシࣝࢺ₞⛣ᒙ（Ϫᒙ）が残存し，⾲土（Ϩ・ϩᒙ）

がそれらをそっている。

今次調査༊は，Ἑ川ሁ✚による〓Ⰽシࣝࢺᒙ（ϫᒙ）がཌくሁ✚して࠾り，遺ᵓ᳨出సᴗは⾲土（Ϩ・ϩ

ᒙ）┤下のϫᒙ上面，一部Ϫᒙが残存している地ⅬはϪᒙ上面にて行った。調査༊内のᮾ寄りは，所により

Ϫ・ϫᒙがなく，⾲土┤下にϬᒙがᾋき上がっている地Ⅼもあった。

➨㸱⾲ Ⲩᒇ㑇㊧➨５ḟㄪᰝ ᇶᮏᒙᗎ

Ϩ・ϩᒙ（⾲土） ⭉᳜土や㯮Ⰽ土からなる⾲土。㯮～㯮〓Ⰽを࿊する⪔స土や᧠஘等。

Ϫᒙ（シࣝࢺ₞⛣ᒙ）
Ϩ・ϩᒙの⾲土とϫᒙシࣝࢺᒙの୰間のᒙで，㯮〓Ⰽ～ᬯ〓Ⰽを࿊する。

調査༊内の一部に残存。

ϫᒙ（シࣝࢺᒙ）
水ᡂシࣝࢺᒙで，〓～㯤〓Ⰽを࿊する。ᒙ୰に㯮〓Ⰽ土ᒙが௓在することもある。

地Ⅼによりᒙ相やᒙཌは一ᐃしていない。

Ϭᒙ（◁♟ᒙ） ᇶᗏをなす水ᡂ◁♟ᒙ。◁の⢭⢒，♟の㔞や大きさで，ᩘᒙに細分される。
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㸱 㑇ᵓ࣭㑇≀

（㸯）➨㸲ḟㄪᰝ（第㸲・㸳図）

㞄᥋の第㸱次調査で❿✰ᘓ物跡等が☜ㄆされていたため，同様の様相がண᝿された。ヨ᥀調査の結ᯝ，ᒆ

出⠊ᅖの北～ᮾ寄りには遺ᵓが存しなかった。一部は現地⾲面から⣙ 80cm の深さまでኳ地㏉し（深⪔し）が

されていた。それ以እからは，❿✰ᘓ物跡，土ᆙ，⁁跡な࡝を᳨出し，ዉⰋ᫬代の土師ჾが出土した。ᒆ出

⠊ᅖのうち遺ᵓ遺物が☜ㄆされた 2,700 ੍を，要本調査⠊ᅖとした。

（㸰）➨５ḟㄪᰝ（第㸳～45 図・第㸲～㸷⾲・第㸶～24 図版）

第㸳次調査༊は遺跡の୰ኸから北ᮾ部に఩置し，㸲次調査結ᯝをཷけ，宅地開Ⓨにకう本調査としてᐇ᪋

した。᝿ᐃされる遺跡⥲面✚の⣙ 27㸣を༨める。調査の結ᯝ，ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代の❿✰ᘓ物跡 12 Ჷ（RA04～

13，RE01・02），ዉⰋ᫬代以㝆の土ᆙ 11 ᇶ（RD06～16），ྂ代以㝆の⁁跡㸰᮲（RG03・04）を᳨出し，当ヱ期

の土師ჾを୰ᚰにࢼࢸࣥࢥ 20 ⟽分の遺物が出土した。

ձ ❿✰ᘓ≀㊧（RA࣭RE）

RA04 ❿✰ᘓ≀㊧（第㸴・30 図，第㸲～㸷⾲，第 11・20 図版）

఩ ⨨ RX-160，RY+330  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ  

つᶍ➼ ᮾ西 3.2㹫，南北 3.0㹫，᳨出面からの深さ 0.15～0.18㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ N32ºW

ࢻ࣐࢝ 北西ቨ୰ኸ。↮道と↮出部，⿇の一部に᧠஘。୧⿇残存。⿇は土でᵓ⠏。⿇端部とⅆᗋ面が⿕⇕。

↝土ᾐ㏱ᒙは㸱～㸳cm。ⅆᗋ面と↮道ቃ⏺部がやや高くなり，↮出部࡬⦆くഴᩳする。

ࢺࢵࣆ 㸰ཱྀ。Pit１は࢝マࢻ北ᮾഃቨ┤下，Pit㸰は北ᮾቨ┤下。୧者とも㈓蔵✰等か。

ᗋ 㠃 Ⅳ化ᮦを᳨出。↝ኻ屋᰿ᮦか。ᵓ⠏土あり。

ᇙ 土 ⪔సによる๐ᖹをཷける。ᬯ〓Ⰽ土を୰ᚰとする。⢊～⢏≧の↝土やⅣ⢏をྵࡴ。  

㑇 ≀（第 30 図）１～㸱は，土師ჾ⏎である。体部ࢣࣛ࣊，ࢹࢼࣛ࣊ズリ，࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ。㸲は，手࡙

くࡡの࢔ࣗࢳࢽ࣑ᆗである。Ⅳ化ᮦ No.1 はᶞ✀同ᐃの結ᯝࣛࢼࢥᮦであり，ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃ

結ᯝは㸵世紀後༙～㸶世紀後༙である（第㸲❶１・㸰参↷）。

᫬ ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RA05 ❿✰ᘓ≀㊧（第㸵・31 図，第㸲～㸷⾲，第 11・20 図版）

఩ ⨨ RX-150，RY+332  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ  

つᶍ➼ ᮾ西 4.0㹫，南北 3.3㹫，᳨出面からの深さ 0.02～0.15㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ N42ºW

ࢻ࣐࢝ 北西ቨ୰ኸ部。⿇，↮道，↮出部に᧠஘をཷけるが，୧⿇残存。⿇は土でᵓ⠏。西⿇௜近がᙉく

⿕⇕。↝土ᾐ㏱ᒙは㸳cm 前後。ᗏ面はⅆᗋ面から↮道୰⛬にかけてపくなり，↮出部がやや高い。

ࢺࢵࣆ 㸴ཱྀ。Pit１はᗋ面୰ኸ西寄りで 20cm の深さを測る。Pit㸰～㸴は，深さ㸱～㸵cm を測る。

ᗋ 㠃 ୰ኸやや南ᮾ寄りに地ᗋ⅔。これに᥋して土師ჾᆗ（土ჾ No.3，第 31 図 8・10）が出土。

ᇙ 土 ⪔సによる᧠஘，๐ᖹをཷける。ᬯ〓Ⰽから㯮〓Ⰽ土に地山シࣝࢺᒙや↝土をྵࡴ。㸿ᒙに⢊≧

の⅊白Ⰽⅆ山⅊（༑和田㹟ⅆ山⅊ To-a）をྵࡴ。
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第５図　荒屋遺跡　第４次・第５次調査　全体図
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㑇 ≀（第 31 図）㸳～10 は土師ჾᆗである。㸳，㸴は୸ᗏ，㸵～㸷はᖹᗏに近い。10 はᗏ部እ面をࣛ࣊

㯮Ⰽฎ理。11～14，࣑࢟࢞ࣛ࣊ズリ。いずれも内面はࢣ は土師ჾの⏎である。11，12 はᗏ部እ面

にᮌⴥ⑞。12～14 はཱྀ⦕が┤立Ẽ࿡に立ち上がる。15 は◒▼。16 は⢓土ሢを↝ᡂした土〇ရ。

᫬ ᮇ ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代 㸶世紀後༙～㸷世紀ึ頭

RA06 ❿✰ᘓ≀㊧（第㸶・32 図，第㸲～㸷⾲，第 11・20 図版）

఩ ⨨ RX-152，RY+338  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ  

つᶍ➼ ᮾ西 3.2㹫，南北 2.9㹫，᳨出面からの深さ 0.05～0.20㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ N25ºW

ࢻ࣐࢝ 北西ቨ୰ኸ部。↮道，↮出部に᧠஘をཷけるが，୧⿇残存。⿇は土でᵓ⠏。↮道ᗏ面は，ⅆᗋ面

から↮出部にྥかってపくなる。

ᇙ 土 ᮾ༙分を⪔సの᧠஘，๐ᖹをཷける。ᬯ〓Ⰽ土を୰ᚰに地山シࣝࢺᒙや↝土⢏をྵࡴ。

㑇 ≀（第 32 図）17 は土師ჾᆗ。୸ᗏを࿊し内面は࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理。18，19 は土師ჾの⏎。18 は

ཱྀ⦕がእに開き，㢕部にỿ⥺とẁ。20 は土師ჾのᆗ。ᖹᗏ。内እ面とも࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理。

21 は土〇ရの⋢。✰はない。22 は土〇ရの໙⋢。✸Ꮝ部で◚ᦆ。

᫬ ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RA07 ❿✰ᘓ≀㊧（第㸷・33 図，第㸲～㸷⾲，第 11・20・21・24 図版）

఩ ⨨ RX-144，RY+336  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ  

つᶍ➼ ᮾ西 3.8㹫，南北 3.7㹫，᳨出面からの深さ 0.18～0.32㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ W39ºN

ࢻ࣐࢝ 北西ቨ୰ኸ部。⿇，↮道，↮出部に᧠஘をཷけるが，୧⿇が残存。⿇は土でᵓ⠏。↮道ᗏ面は୰

ኸ௜近がやや高い。↮出部はᗏ面がእഃ࡬⿄≧を࿊する。

ࢺࢵࣆ 㸳ཱྀ。Pit㸲と㸳はᰕ✰か。Pit１～㸱は，ቨからእഃྥ࡬かって⿄≧を࿊する。

ᗋ 㠃 ୰ኸ௜近から白Ⰽ⢓土ሢが出土。

ᇙ 土 ⪔సによる᧠஘，๐ᖹをཷける。ᬯ〓Ⰽから㯮〓Ⰽ土に地山シࣝࢺᒙや↝土をྵࡴ。㸿ᒙ上面に

⢊≧の⅊白Ⰽⅆ山⅊（༑和田㹟ⅆ山⅊ To-a）をྵࡴ。

㑇 ≀（第 33 図）23・24 は土師ჾᆗである。いずれも内面は࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理。23 はእ面に有ẁỿ

⥺。25～27 は土師ჾの⏎である。25・26 はእ面26。࣑࢟࢞ࣛ࣊ は㢕部に有ẁỿ⥺。27 は内እ面

とも࣓ࢣࣁ調ᩚ。ཱྀ⦕が┤立。28 は土師ჾ⌫⬗⏎である。体部下༙に᭱大ᚄを有しཱྀ⦕は▷くእ

཯する。29 は࢝マࢻ↮道出土の㕲〇ရยᏊ。ล部のみ残存。保存ฎ理をᐇ᪋（第㸲❶㸱参↷）。

᫬ ᮇ ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代 㸶世紀後༙～㸷世紀ึ頭

RA08 ❿✰ᘓ≀㊧（第 10～13・34～38 図，第㸲～㸷⾲，第 12・13・21・24 図版）

఩ ⨨ RX-156，RY+350 㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ  

つᶍ➼ ᮾ西 5.8㹫，南北 4.0㹫以上，᳨出面からの深さ 0.45～0.55㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ ᪂ᪧとも N45ºW

᪂ࢻ࣐࢝ 北西ቨ୰ኸやや西寄り。ᗏ面は↮道ධཱྀが高く↮出し部ྥ࡬かってపくなる。↮道は地山くり

ᢤき。୧⿇ともⰺᮦに土師ჾ⏎を㸰ಶずつ伏せて土でᵓ⠏。⏎の内部には土が඘ሸされていた（第

34 図 32・33，第 35 図 35・36，第 12・21 図版）。↮道ධཱྀ௜近ᇙ土୰から∦ཱྀ≧࢔ࣗࢳࢽ࣑土ჾ

(第 37 図 46，第 12・21 図版)が出土。
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ᪧࢻ࣐࢝ 北西ቨ୰ኸ。ᗏ面はほぼᖹᆠ。⿇は残存しない。᪂࢝マࢻとほぼ同つᶍで，↮道は地山くりᢤ

き。⿇を᧔去ཬࡧⅆᗋ面をᩚ地し（L3～5 ᒙ），᪂࢝マࢻがᵓ⠏されている。

ࢺࢵࣆ 13 ཱྀ。Pit１～㸱，㸳，㸴はᰕ✰か。Pit㸰・㸱からቨにྥかう小⁁が連結。ᯈᗋ等の᰿ኴ⑞跡か。

ᗋ 㠃 ᗋ面┤上に↝土やⅣ化ᮦ。Pit１～㸱の内ഃが◳化。እഃቨ௜近はᯈ等のᗋがあったか。

࿘ ⁁ ᮾቨཬࡧ西～南ቨに࿘⁁。ᮾቨ࿘⁁はᮺ≧小ࢺࢵࣆが連結し，⭜ᯈቨをᢲさえた可能性がある。

ᇙ 土 ᬯ〓Ⰽから㯮〓Ⰽ土に地山シࣝࢺᒙや↝土，Ⅳ化ᮦ⢏をྵࡴ。㹀ᒙにሢ≧の⅊白Ⰽⅆ山⅊(༑和田

㹟ⅆ山⅊ To-a)をྵࡴ。

㑇 ≀（第 34～38 図）ᆗの出土㔞がᑡない。30 は土師ჾᆗ，31 は土師ჾᇫである。いずれも内面はࣛ࣊

41，43～32。࣑࢟࢞ は土師ჾの⏎である。いずれも᭱大ᚄはཱྀ⦕部にある。小ᆺの 34，37，41 は

ཱྀ⦕部が┤立，୰～大ᆺの 32，33，35，36，39，40 は㢕部にẁを有し，▷くእ཯もしくは┤立す

る。内ᗏ面はᖹᗏ。ᗏ部እ面は 34，43 を㝖き✺出しない。ࡡࡴ࠾࠾内እ面とも࣓ࢣࣁ調ᩚが᪋さ

れる。32 は西⿇前，33 は西⿇ቨഃ，35 はᮾ⿇ቨഃ，36 はᮾ⿇前に，࢝マࢻᵓ⠏土のⰺᮦとして

土が඘ሸされ，ᤣえられていた。41 はཱྀ⦕部の一部がᡴちḞかれている。42，44，45 は土師ჾの

⌫⬗⏎である。45 は体部୰⛬に᭱大ᚄを持ち，㢕部にẁを有し，ཱྀ⦕は┤立Ẽ࿡にእ཯する。ᗏ

部はᮌⴥ⑞をࢹࢼࣛ࣊で調ᩚされている。46 は࢝マࢻ↮道ධཱྀ௜近ᇙ土୰から出土した土師ჾの

が௜╔している。Ἔ≧の物がධっていたか。47，48ࢫࢫ土ჾである。内面に≦ཱྀ∦࢔ࣗࢳࢽ࣑ は

土〇ရの小ᆺの土⋢である。↝ᡂ前に✸Ꮝされている。49 は土〇ရの໙⋢である。✸Ꮝ部分で◚

ᦆしている。50 はᗋ面出土の㕲〇ရยᏊである。切先とⱼが◚ᦆか。保存ฎ理をᐇ᪋（第㸲❶㸱

参↷）。51，52 は㍍▼の◒▼である。それࡒれ౑⏝⑞がㄆめられる。

ᗋ面出土Ⅳ化ᮦ No.1 とᪧ࢝マᩚࢻ地ᒙ内(L3 ᒙ)出土Ⅳ化ᮦはᶞ✀同ᐃの結ᯝ，ࣛࢼࢥᮦであ

った。ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃ結ᯝは，ᗋ面出土Ⅳ化ᮦ No.1 は㸵世紀༙ば～㸶世紀後༙，L3 ᒙ出土

Ⅳ化ᮦは㸵世紀後༙～㸶世紀後༙であった（第㸲❶１・㸰参↷）。

᫬ ᮇ ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代 㸶世紀後༙～㸷世紀ึ頭

RA09 ❿✰ᘓ≀㊧（第 14～15・39～42 図，第㸲～㸷⾲，第 13・14・22・23 図版）

఩ ⨨ RX-146，RY+346  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ  

つᶍ➼ ᮾ西 3.8㹫，南北 3.9㹫，᳨出面からの深さ 0.40～0.46㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ N34ºW

ࢻ࣐࢝ 北ቨ୰ኸ。ᗏ面はほぼᖹᆠで，↮道前でやや高くなり↮出部がపくなる。↮道は地山くりᢤき。

⿇は土でᵓ⠏。土師ჾ⏎や川原▼が࿘ᅖにᩓ஘。

ࢺࢵࣆ 㸰ཱྀ。ᰕ✰か。

ᗋ 㠃 ୰ኸ௜近に◳化面。◳化面上に白Ⰽ⢓土ሢ㸰ಶ。୰ኸ௜近のᗋ面┤上，እഃは㹁ᒙ上面にⅣ化ᮦ。

ᇙ 土 ᬯ〓Ⰽから㯮〓Ⰽ土に地山シࣝࢺᒙや↝土，Ⅳ化ᮦ⢏をྵࡴ。㹀ᒙにሢ≧の⅊白Ⰽⅆ山⅊（༑和

田㹟ⅆ山⅊ To-a）をྵࡴ。

㑇 ≀（第 39～42 図）53～62 は土師ჾᆗである。53 はᗋ面から，それ以እは㹁ᒙ以上から出土。53 は内

እ面とも࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理。体部እ面に明░なẁを有する。内ᗏ面୰ኸ部がพみ，体部内面

にもẁが見える。54 は内面࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理，እ面はࢣࣛ࣊，ࢹࢼࣛ࣊ズリ調ᩚで㍯✚⑞が

残る。55 の内面は࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理。እ面は࣓ࢣࣁのあと࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ。እᗏ面にはࢣࣁ

࣓調ᩚにより，⣒切り⑞のような調ᩚが見える。ࣟࣟࢡᡂᙧ⣒切り⑞をᶍしたか。56～59 は内እ
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面とも࣑࢟࢞ࣛ࣊，内面㯮Ⰽฎ理。体部እ面に不明░なẁを有し，58，59 はỿ⥺≧。60 は手࡙く

調ᩚが᪋される。ᗏ面は࣓ࢣࣁ内面は㯮Ⰽฎ理と，ࢹࢼࣛ࣊㢼のᆗで，እ面は㍯✚⑞跡が残るࡡ

ᖹᗏ㢼にసられる。㡲恵ჾᆗをᶍしたか。63 はᗋ面出土，64 は㹁ᒙ出土の土師ჾ㖊である。いず

れも内面は63。࣑࢟࢞ࣛ࣊ はᖹᗏ。64 はᖹᗏに近い୸ᗏを࿊し，体部እ面に࣑࢟࢞ࣛ࣊ჾ面調ᩚ

で一部₽れるᙅいỿ⥺を有す。65，66 は࢝マࢻᵓ⠏土㹉ᒙ，67，68 は㹁ᒙ出土の土師ჾ⏎であ

る。65，66 は体部እ面にࢣࣛ࣊ズリと࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚが᪋され，65 は㢕部に明░なẁを有する。

66 のእᗏ面はࢣࣛ࣊ズリ。67 は㢕部にẁを有し，68 の㢕部にはỿ⥺，ཱྀ၁にẁがᅇり，እᗏ面

は࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ。69 は㹁ᒙ出土の土師ჾの無ᗏᘧの⏋である。↝ᡂ前からᗏ部はసられずにᡂ

ᙧ調ᩚされている。㢕部にẁを有し，体部እ面は࣑࢟࢞ࣛ࣊，内面は࣓ࢣࣁ調ᩚ。70～77 は㹁ᒙ

上面以上から出土の土師ჾ⏎である。いずれも㢕部のẁやỿ⥺は不明░である。73 と 76 はཱྀ⦕

が大きくእ཯するが，それ以እは⦆く開く。73 は体部下༙が✽ࡴが，それ以እは⦆やかに✽ࡴみ，

74 は┤⥺的にᗏ部࡬⮳る。እ面調ᩚは，71 は73，࣑࢟࢞ࣛ࣊ と 76 は74，࣓ࢣࣁ はࢣࣛ࣊ズリ，

それ以እは73。ࢹࢼࣛ࣊ のᗏ部内面はᖹᗏ，እ面は✺出する。78 は㹁ᒙ上面出土の土師ჾ⌫⬗⏎

である。㢕部にẁがᕠり，体部እ面は࣑࢟࢞ࣛ࣊，内面は࣓ࢣࣁ調ᩚ。79 は㹁ᒙ上面出土の土師

ჾの多Ꮝᘧの⏋である。内እ面とも࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ。⾲面に⿕⇕による๤㞳◚ᦆがある。体部下

端ഃ面とᗏ面に，↝ᡂ前にእ面から内面ྥ࡬かって 12 ཱྀの✰が✸Ꮝされている。80 はᲬ≧の土

〇ရである。一方の端部が水ᖹに面ྲྀりされ，ఱかの⬮部のように見えるが詳細は不明。

㹁ᒙ出土Ⅳ化ᮦ No.2 は，ð ✀同ᐃの結ᯝࣛࢼࢥᮦであった。ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃ結ᯝは㸵世紀

後༙～㸶世紀後༙であった（第 15 図，第㸲❶１・㸰参↷）。

᫬ ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RA10 ❿✰ᘓ≀㊧（第 16・43 図，第㸲～㸷⾲，第 14・15・23 図版）

఩ ⨨ RX-122，RY+354  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 方ᙧ

つᶍ➼ ᮾ西 4.15㹫，南北 4.0㹫，᳨出面からの深さ 0.12～0.22㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ N29ºW

ࢻ࣐࢝ 北ቨ୰ኸやや西寄り。ᗏ面はほぼᖹᆠで，↮道と↮出部᥋続部がやや高くなる。↮道は地山くり

ᢤき。⿇は土でᵓ⠏され，先端に土師ჾ⏎が㈞り௜く。

ᗋ 㠃 ᖹᆠで，地山◁♟ᒙ(Ϭᒙ)にⷧく〓Ⰽ土を㈞る。

ᇙ 土 ᬯ～㯮〓Ⰽ土に地山シࣝࢺᒙをྵࡴ。㸿ᒙにሢ≧の⅊白Ⰽⅆ山⅊（༑和田㹟ⅆ山⅊ To-a）をྵࡴ。

㑇 ≀（第 43 図）81㸬82 は土師ჾᆗ。81 は小ᙧでいࡧつな手࡙くࡡ㢼で，内እ面とも㯮Ⰽฎ理がない。

82 は内እ面とも㯮Ⰽฎ理され࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ。83 は土師ჾ高ᆗ。内እ面とも㯮Ⰽฎ理，࣑࢞ࣛ࣊

調ᩚ。እ面にỿ⥺が」ᩘ᮲ᕠる。84，85࢟ は土師ჾ⏎。調ᩚは࣓ࢣࣁ୰ᚰ。86 は土師ჾᇫまたは

ᆗ。体部が୸みをᖏࡧ，ཱྀ⦕がእ཯する。࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ，㯮Ⰽฎ理。87 は土〇⣳㗽㌴。᩿面は

ྎᙧ。上面は水ᖹでพみがない。下部から上面にྥかって✸Ꮝ。࣑࢟࢞ࣛ࣊，ࢹࢼࣛ࣊調ᩚ。

᫬ ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RA11 ❿✰ᘓ≀㊧（第 17・44 図，第㸲～㸷⾲，第 15・23・24 図版）

఩ ⨨ RX-150，RY+370  㔜」㛵ಀ RD13 土ᆙと㔜」し，ྂい。  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ

つᶍ➼ ᮾ西 3.8㹫，南北 0.9㹫以上，᳨出面からの深さ 0.4～0.46㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ N34ºW
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ࢻ࣐࢝ 北ቨ୰ኸやや西寄り。↮道はⅆᗋ面から↮道୰ほ࡝にྥかってపくなり，↮出部がややพࡴ。↮

道は地山くりᢤき。⿇は土でᵓ⠏。⿇のⰺᮦに，西⿇は川原▼とಽ立した土師ჾ⏎を⦪ิにタ置

し，川原▼の上部に土師ჾ⏎を伏せ置く。ᮾ⿇は，ಽ立させた土師ჾ⏎を⦪ิにタ置。うち先端

ഃは㸰ಶ体の⏎が㔜ࡡられていた（第 44 図 90・91，第 15 図版，第 24 図版 90・91）。

ᗋ 㠃 北西㝮に土師ჾ⏎や川原▼が寄せ置かれていた。

ᇙ 土 㯮〓Ⰽ土を主体に地山シࣝࢺ⢏をྵࡴ。㹀ᒙに↝土ሢをྵࡴ。

㑇 ≀（第 44 図）88～92 は土師ჾᆗ。内እ面ࢹࢼࣛ࣊調ᩚ主体。91 は࣑࢟࢞ࣛ࣊が᪋される。᭱大ᚄは

ཱྀ⦕部にあり，㢕部にᙅいẁを有する。ᗏ面端部のᙇり出しが඲くないかᴟめてᙅく，ᗏ部内面

はᖹᗏがඃໃ。࢝マࢻᵓ⠏ⰺᮦのものは⿕⇕⑞跡が顕著。

᫬ ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RA12 ❿✰ᘓ≀㊧（第 18・45 図，第㸲～㸷⾲，第 16・24 図版）

఩ ⨨ RX-146，RY+370  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 㝮୸方ᙧ

つᶍ➼ ᮾ西 3.4㹫，南北 3.0㹫，᳨出面からの深さ 0.06～0.12㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ E44ºN

ࢻ࣐࢝ ᮾቨ北寄り。↮道は᧠஘されていたが，ᗏ面がわずかに残存。ほぼᖹᆠか。⿇は土でᵓ⠏。北⿇

端部に土師ჾ⏎が㈞り௜く。

ᗋ 㠃 ୰ኸᮾ寄りに◳化面。

ᇙ 土 㯮〓Ⰽ土，ᬯ〓Ⰽ土を主体に地山シࣝࢺ⢏をྵࡴ。ቨ際㹀2・㹀3 ᒙに地山〓Ⰽ土をሢ≧にྵࡴ。

㑇 ≀（第 45 図）93 はእ面࣓ࢣࣁ，内面࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理の土師ჾᆗ。94 は土師ჾ⏎。㢕部にẁは

見えない。

᫬ ᮇ ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代 㸶世紀末～㸷世紀前ⴥ

RA13 ❿✰ᘓ≀㊧（第 19 図，第㸲～㸷⾲，第 16 図版）

఩ ⨨ RX-138，RY+382  㔜」㛵ಀ RD16 と㔜」しྂい  ᖹ㠃ᙧ 方ᙧ

つᶍ➼ ᮾ西 2.9㹫以上，南北 2.7㹫，᳨出面からの深さ 0.02～0.08㹫 ᪉ྥࢻ࣐࢝ N39ºW

ࢻ࣐࢝ 北ቨ୰ኸ。๐ᖹをཷけ⁁≧に残存。↮道はⅆᗋ面ቃ⏺௜近で高くなり，↮出部にྥかって⦆やか

にపくなる。⿇は土でᵓ⠏。

ᗋ 㠃 ᖹᆠ。ᮾቨは大きく᧠஘されている。୰ኸに地ᗋ⅔。RD16 土ᆙに切られる。

ᇙ 土 ᬯ〓Ⰽ土を主体に地山〓Ⰽ土を⢏≧にྵࡴ。

㑇 ≀ 図化できない土師ჾ⏎の◚∦が㸱Ⅼ出土。

᫬ ᮇ ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代 㸶世紀後༙～㸷世紀ึ頭

RE01 ❿✰ᘓ≀㊧（第 20 図，第㸲～㸷⾲，第 16・24 図版）

఩ ⨨ RX-124，RY+378  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 不ᩚ方ᙧ

つᶍ➼ ᮾ西 2.8㹫，南北 2.6㹫，᳨出面からの深さ 0.26～0.28㹫    ᗋ㠃 ᖹᆠ

ᇙ 土 㯮〓Ⰽ土を主体にᬯ〓Ⰽ土，地山シࣝࢺの⢏をྵࡴ。㸿1 ᒙ୰ほ࡝に，⅊白Ⰽⅆ山⅊（༑和田㹟

ⅆ山⅊ To-a）がᒙ～ሢ≧に多くΰධ。その上面は㯮࿡がᙉい。㸿3 ᒙには 15～30cm ⛬度のゅ♟が

ྵまれる。ᗋ面┤上の㹀2 ᒙから土ჾが出土。
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㑇 ≀（第 45 図）95 は土師ჾのᆗ。ṍみが大きいが，እ面にわずかにẁを有し，ᖹᗏに近い୸ᗏ。㡲恵

ჾᆗのᶍೌか。96 は土師ჾ⏎。内እ面࣓ࢣࣁ調ᩚ。RD11 土ᆙ出土の小◚∦が᥋ྜ。97 は土師ჾ

の⏋。無ᗏᘧ。ཱྀ⦕は┤立し，体部とのቃ⏺が不明░。እ面はࢹࢼࣛ࣊の後ࢣࣛ࣊ズリ，内面は

。調ᩚࢹࢼࣛ࣊

᫬ ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RE02 ❿✰ᘓ≀㊧（第 21 図，第㸲～㸷⾲，第 16・17 図版）

఩ ⨨ RX-138，RY+320  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 不ᩚ方ᙧ

つᶍ➼ ᮾ西 2.7㹫以上，南北 3.9㹫，᳨出面からの深さ 0.08～0.4㹫。西ቨは調査༊እ。

ᗋ 㠃 ᖹᆠ。北༙は地山シࣝࢺᒙ（ϫᒙ）上にⷧくᵓ⠏土，南༙は地山シࣝࢺᒙ（ϫᒙ）をᗋ面にする。

ࣉ࣮ࣟࢫ 北ቨ୰ኸ調査༊ቨ際に，地山〓Ⰽ土シࣝࢺᒙ（ϫᒙ）を᥀り残したࣟࢫーࣉを᳨出。出ධཱྀか，

。ᵓ⠏㏵୰でᨺᲠされたものか，不明。これにకう௚の遺ᵓは᳨出できなかったࢻマ࢝

ᇙ 土 南༙が大きく⪔సによる᧠஘๐ᖹをཷける。㯮Ⰽ土，㯮〓Ⰽ土を主体にᬯ〓Ⰽ土，地山〓Ⰽ土の

⢏をྵࡴ。᭱上ᒙ㸿ᒙに，⅊白Ⰽⅆ山⅊（༑和田㹟ⅆ山⅊ To-a）を⢊≧にྵࡴ。

㑇 ≀ 㹁ᒙから土師ჾ⏎体部の◚∦が１Ⅼ出土。࣓ࢣࣁ調ᩚ。

᫬ ᮇ ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代 㸶世紀後༙～㸷世紀ึ頭

ղ 土ᆙ（RD）

RD06 土ᆙ（第㸴・㸶⾲，第 22 図，第 17 図版）

఩⨨ RX-148，RY+358  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 長ᴃ円ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 1.84㹫，▷㍈ 0.52㹫，᳨出面からの深さ 0.28m

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土⢏～⢊≧にྵࡴ。  ฟ土㑇≀ なし  ᫬ᮇ ྂ代以㝆

RD07 土ᆙ（第㸴・㸶⾲，第 22 図，第 17 図版）

఩⨨ RX-132，RY+354  㔜」㛵ಀ RG04 ⁁跡と㔜」し，᪂しい。  ᖹ㠃ᙧ ᴃ円ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 1.08㹫，▷㍈ 0.55㹫以上，᳨出面からの深さ 0.1㹫。

ᇙ土 ᗏ面に↝土。↝土ᾐ㏱ᒙはᴟめてⷧい。  ฟ土㑇≀ なし  ᫬ᮇ ྂ代以㝆

RD08 土ᆙ（第㸴・㸶⾲，第 22 図，第 17 図版）

఩⨨ RX-150，RY+378  㔜」㛵ಀ RG04 ⁁跡と㔜」し，ྂい。  ᖹ㠃ᙧ ᴃ円ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 1.05㹫，▷㍈ 0.73㹫以上，᳨出面からの深さ 0.25m。

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。  

ฟ土㑇≀ 土師ჾ⌫⬗⏎の体部◚∦。内እ面࣓ࢣࣁ調ᩚ。እ面にᖏ≧にࢫࢫが௜╔。

᫬ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀後༙

RD09 土ᆙ（第㸴・㸶⾲，第 22 図，第 18 図版）

఩⨨ RX-140，RY+362  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 方ᙧで，北㎶に⁁≧の✺出。

つᶍ➼ 長㍈ 1.18㹫，▷㍈ 0.94㹫，北㎶୰ኸからᖜ 0.18～0.22 の⁁が 1.18㹫北方࡬ᘏࡧる。
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᳨出面からの深さ 0.14～0.18m。

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。↝土⢏，Ⅳ⢏をྵࡴ。南ᮾ㝮ᗏ面が方ᙧに深い。

ฟ土㑇≀ なし  ᫬ᮇ ྂ代以㝆

RD10（第㸴・㸶⾲，第 23・45 図，第 18・24 図版）

఩⨨ RX-134，RY+374  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ ᴃ円ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 1.65㹫，▷㍈ 0.97㹫以上，᳨出面からの深さ 0.17m。

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。↝土，Ⅳ⢏ྵࡴ。ᗏ面はϬᒙ上面。

ฟ土㑇≀（第 45 図）98 は土師ჾᆗ。内እ面࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ。እ面にẁ。内面は㯮Ⰽฎ理。ᖹᗏ㢼୸ᗏ。

᫬ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば

RD11（第㸴・㸶⾲，第 23 図，第 18 図版）

఩⨨ RX-146，RY+378  㔜」㛵ಀ RD15 土ᆙと㔜」し，᪂しい  ᖹ㠃ᙧ 方ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 1.13㹫，▷㍈ 0.96㹫以上，᳨出面からの深さ 0.28㹫

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。඲面に↝土⢏，Ⅳ⢏をྵࡴ。

ฟ土㑇≀ 㸿・㹀ᒙから土師ჾ⏎の小◚∦が出土。࣓ࢣࣁ調ᩚ。

᫬ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RD12（第㸴・㸶⾲，第 23 図，第 18 図版）

఩⨨ RX-146，RY+370  㔜」㛵ಀ なし  ᖹ㠃ᙧ 方ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 1.3㹫，▷㍈ 0.84㹫以上，᳨出面からの深さ 0.3㹫

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。↝土⢏，Ⅳ⢏をഹかにྵࡴ。

ฟ土㑇≀ 㸿ᒙから土師ჾ⌫⬗⏎の◚∦が出土。࣓ࢣࣁ調ᩚ。

᫬ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば～末

RD13（第㸴・㸶⾲，第 17・23 図，第 18 図版）

఩⨨ RX-146，RY+370  㔜」㛵ಀ RA11 ❿✰ᘓ物跡と㔜」し，᪂しい。 ᖹ㠃ᙧ ᴃ円ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 0.72㹫，▷㍈ 0.4㹫以上，᳨出面からの深さ 0.18㹫

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。↝土⢏をྵࡴ。

ฟ土㑇≀ A2 ᒙから土師ჾᆗの◚∦が出土。እ面࣓ࢣࣁ，内面࣑࢟࢞ࣛ࣊，㯮Ⰽฎ理。

᫬ᮇ ྂ代以㝆

RD14（第㸴・㸶⾲，第 24 図，第 18 図版）

఩⨨ RX-146，RY+378  㔜」㛵ಀ RD15 土ᆙと㔜」し，᪂しい。 ᖹ㠃ᙧ 円ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 0.49㹫，▷㍈ 0.47㹫以上，᳨出面からの深さ 0.16㹫

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。

ฟ土㑇≀ ᫬ᮇ   ࡋ࡞ ྂ代以㝆
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RD15（第㸴・㸶⾲，第 24 図，第 18 図版）

఩⨨ RX-146，RY+370  㔜」㛵ಀ RD11,RD14 土ᆙと㔜」し，ྂい。 ᖹ㠃ᙧ 不ᩚ長方ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 1.9㹫以上，▷㍈ 0.9㹫，᳨出面からの深さ 0.55㹫

ᇙ土 㸿ᒙは㯮Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵみ，Ⅳと↝土の⢏やሢをྵࡴ。㹀ᒙは㯮Ⰽ土と↝土ᒙ

が互ᒙで，ᒙ下方にᾐ㏱ᒙがㄆめられる。Ⅳ化ᮦ⢏もྵࡴ。㹁ᒙは㯮〓Ⰽ土に〓Ⰽ土をྵࡴ。㹂ᒙ

は㯮Ⰽ土に地山〓Ⰽ土を㸱～㸳੉⛬度のࢡࢵࣟࣈ≧に多くྵみ，人Ⅽሁ✚とみられる。ᗏ面は୰ኸ

部が深いがᴫࡡᖹᆠで，北ഃにẁがある。

ฟ土㑇≀ 㸿ᒙから土師ჾ⏎の◚∦が１Ⅼ出土。እ面࣑࢟࢞ࣛ࣊，内面࣓ࢣࣁ調ᩚ。㹀ᒙ出土Ⅳ化ᮦのᶞ

✀はࣛࢼࢥᮦ，ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃ結ᯝは㸴世紀༙ば～㸵世紀前༙である（第㸲❶１・㸰参↷）。

᫬ᮇ ዉⰋ᫬代 㸶世紀༙ば

RD16 土ᆙ（第㸴・㸶⾲，第 24 図，第 16 図版）

఩⨨ RX-140，RY+384  㔜」㛵ಀ RA13 ❿✰ᘓ物跡と㔜」し，᪂しい。 ᖹ㠃ᙧ ᴃ円ᙧ

つᶍ➼ 長㍈ 0.6㹫，▷㍈ 0.52㹫，᳨出面からの深さ 0.08㹫

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。 ฟ土㑇≀ ᦶ⁛した土師ჾ⏎の小◚∦

᫬ᮇ ዉⰋ～ᖹᏳ᫬代 㸶世紀後༙～㸷世紀ึ頭

ճ ⁁㊧（RG）

RG03࣭04 ⁁㊧（第㸶⾲，第 25～27 図，第 8・18 図版）

఩⨨ 調査༊北西から北北ᮾにᘏࡧ，ᒅ᭤し南ᮾにᘏࡧる。

㔜」㛵ಀ RA10 ❿✰ᘓ物跡，RD07・08 土ᆙと㔜」し᪂しい。RG03 と RG04 には᫬期ᕪが見られない。

つᶍ➼ ᖜ 0.3～1.0㹫，᳨出した長さ RG03 は 62.5㹫，RG04 は 63.5㹫。᳨出面からの深さ 0.08～0.2㹫

᩿㠃 ─≧  ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊～ሢ≧にྵࡴ。

ฟ土㑇≀ ᦶ⁛した土師ჾᆗ，⏎の◚∦が出土   ᫬ᮇ ྂ代以㝆

մ 第㸵・㸶⾲，第）ࢺࢵࣆ 28 図）

㔜」㛵ಀ 㸲はࢺࢵࣆ RA08 ❿✰ᘓ物跡と㔜」し，᪂しい。 ᖹ㠃ᙧ 円ᙧ，不ᩚᴃ円ᙧ

つᶍ➼ ᚄ 0.22～0.4㹫，᳨出面からの深さ 0.04～0.3㹫

ᇙ土 㯮〓Ⰽ土，ᬯ〓Ⰽ土を主体とする。 ฟ土㑇≀ 㸲から土師ჾ⏎の◚∦㸰Ⅼࢺࢵࣆ

᫬ᮇ ྂ代以㝆

յ ᪧప地 第㸶⾲，第）ࢳࣥࣞࢺ 29 図，第 19 図版）

➽≧にᘏࡧる㯮Ⰽ土と〓Ⰽ土（ϫ・Ϭᒙ）にࢳࣥࣞࢺをタᐃした。ᪧ ప地にሁ✚した㯮Ⰽ土とุ᩿された。

఩⨨ RX-124，RY+372  ᇙ土 㯮〓Ⰽ土を主体に〓Ⰽ土を⢊≧に，小♟をྵࡴ。  ᫬ᮇ 不明
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➨㸲⾲ ➨５ḟㄪᰝ❿✰ᘓ≀㊧ほᐹ⾲

遺構名
㎶長 (cm)

長軸㽢短軸

᳨ฟ面䛛

䜙ᗋ面䛾

῝䛥(cm)

カマド方向 ↮㐨 ㈓ⶶ✰ ᑠ䝢䝑䝖 周溝
⅊ⓑⰍⅆᒣ⅊

(To-a)

RA04 3.2㽢3.0 15䡚18 N32ºW ໭す 長䞉溝≧䠄๐ᖹ䠅 1 1 䇷 䇷

RA05 4.0㽢3.3 2䡚15 N42ºW ໭す 長䞉溝≧䠄๐ᖹ䠅 䇷 8 䇷 䠝ᒙ䞉⢊≧

RA06 3.2㽢2.9 5䡚20 N25ºW ໭ 長䞉溝≧䠄๐ᖹ䠅 䇷 0 䇷 䇷

RA07 3.8㽢3.7 18䡚32 W39ºN す໭ 長䞉溝≧䠄๐ᖹ䠅 䇷 5 䇷 䠝ᒙୖ面䞉⢊≧

RA08(᪂) 5.8㽢4.0 ௨ୖ 45䡚55 N45ºW ໭す 長䞉䛟䜚ᢤ䛝 䇷 13 ᭷ 䠞ᒙ䞉ሢ≧

RA08(ᪧ) 䇷 䇷 N45ºW ໭す 長䞉䛟䜚ᢤ䛝 䇷 䇷 䇷

RA09 3.9㽢3.8 40䡚46 N34ºW ໭す 長䞉䛟䜚ᢤ䛝 䇷 2 䇷 䠝䠍ᒙ䞉ሢ䡚⢊≧

RA10 4.1㽢4.0 12䡚22 N29ºW ໭ 長䞉䛟䜚ᢤ䛝 䇷 䇷 䇷 䠝ᒙ䞉ሢ≧

RA11 3.8㽢0.9 ௨ୖ 20䡚38 N37ºW ໭す 長䞉䛟䜚ᢤ䛝 䇷 䇷 䇷 䇷

RA12 3.4㽢3.0 6䡚12 E44ºN ᮾ໭ 長䞉溝≧䠄๐ᖹ䠅 䇷 䇷 䇷 䇷

RA13 2.9 ௨ୖ㽢2.7 2䡚8 N39ºW ໭す 長䞉溝≧䠄๐ᖹ䠅 䇷 䇷 䇷 䇷

RE01 2.8㽢2.6 26䡚28 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䠝ᒙ䞉ሢ≧

RE02 3.9㽢2.7 ௨ୖ 8䡚40 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䠝ᒙ䞉⢊≧

➨５⾲ ➨５ḟㄪᰝ❿✰ᘓ≀㊧ෆࢺࢵࣆほᐹ⾲     ➨㸴⾲ ➨５ḟㄪᰝ土ᆙほᐹ⾲

遺構名 ␒ྕ 規模 (cm) ῝䛥(cm)

RA04 1 52㽢48 5

2 36㽢30 9

RA05 1 20㽢18 20

2 26㽢24 7

3 24㽢23 4

4 47㽢33 3

5 45㽢23 7

6 23㽢20 4

RA07 1 47㽢36 16

2 36㽢26 13

3 43㽢32 17

4 26㽢24 9

5 22㽢18 13

RA08 1 25㽢23 20

2 28㽢28 9

3 30㽢25 25

4 31㽢22 9

5 22㽢18 12

6 24㽢21 19

7 18㽢16 9

8 18㽢15 11

9 18㽢16 6

10 28㽢20 20

11 16㽢16 11

12 15㽢5 ௨ୖ 15

RA09 1 28㽢23 14

2 20㽢15 4

遺構名 ఩⨨ 規模 (cm) ῝䛥(cm)

䠮䠠06
RX-148 

RY+358
184㽢52 28

䠮䠠07
RX-132 

RY+354
108㽢55 ௨ୖ 10

䠮䠠08
RX-150 

RY+378
105㽢73 ௨ୖ 25

䠮䠠09
RX-140 

RY+362
108䠇94㽢118 14䡚18

䠮䠠10
RX-134 

RY+374
165㽢97 17

䠮䠠11
RX-146 

RY+378
113㽢96 28

䠮䠠12
RX-146 

RY+370
130㽢84 30

䠮䠠13
RX-154 

RY+370
72㽢40 ௨ୖ 18

䠮䠠14
RX-146 

RY+378
49㽢47 16

䠮䠠15
RX-146 

RY+378
190 ௨ୖ㽢90 55

䠮䠠16
RX-140 

RY+384
60㽢52 8

➨㸵⾲ ➨５ḟㄪᰝࢺࢵࣆほᐹ⾲

遺構名 ఩⨨ 規模 (cm) ῝䛥(cm)

Pit1
RX-146 

RY+372
32 4

Pit2
RX-150 

RY+376
40㽢35 26

Pit3
RX-150 

RY+376
32㽢22 ௨ୖ 26

Pit4
RX-158 

RY+352
24㽢25 30
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➨㸶⾲ ➨５ḟㄪᰝ㑇ᵓ土ᒙほᐹ⾲

㑇ᵓྡ ᒙྡ
୺せ土 ྵ᭷土

ᐦᗘ ㌾◳ の௚ࡑ
土ᛶ 土Ⰽ(JIS) 土ᛶ 土Ⰽ(JIS) ≧ែ 㸣

RA04 A1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中

A2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏ 10 中 中 ↝土⢏ྵ

B1 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR2/1 ⢊ 5

中 中
SiCl 10YR4/4 ⢊ 10

B2 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR3/3 ⢊ 10

中 中
SiCl 10YR4/4 ⢏ 20

B3 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR2/2 ⢏䡚⢊ 30

中 中
SiCl 10YR4/4 ⢊ 10

J1 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10

中 中 ↝土ྵ
SiCl 5YR3/6 ⢊䡚⢏ 3

J2 SiCl 10YR3/4
SiCl 5YR2/4 ⢊䡚⢏ 10

中 中 ↝土ྵ
SiCl 10R2/1 ⢊ 3

J3 SiCl 10YR3/4
SiCl 10R2/1 ⢊䡚⢏ 10

中 中 Ⅳ⢏ 10䠂，↝土ྵ
SiCl 5YR3/6 ⢊䡚⢏ 5

J4 SiCl 10YR4/4

SiCl 10YR2/1 ⢊ 5

中 中 ↝土ྵSiCl 7.5YR2/3 ⢊ 20

SiCl 5YR3/6 ⢊ 3

J5 SiC 7.5YR2/3

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10

中 中 ↝土ྵSiCl 10YR2/1 ⢊䡚⢏ 10

SiCl 5YR3/6 ⢊䡚⢏ 10

J6 SiCl 10YR4/4䡚4/6

SiCl 10YR3/3 ⢊ 40

中 中 ↝土ྵSiCl 10YR2/1 ⢊䡚⢏ 5

SiCl 5YR4/6 ⢏ 5

J7 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR4/4 ⢏䡚ሢ 20

中 中 ↝土ྵSiCl 10YR2/1 ⢏ 5

SiCl 5YR4/6 ⢏ 1

J8 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 5 中 中

J9 SiCl 10YR4/4
SiCl 10YR2/1 ⢏䡚ሢ䡚層≧ 30

中 中 ↝土ྵ
SiCl 5YR4/6 ⢏ 5

J10 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20

中 中 ↝土ྵSiCl 10YR2/1 ⢏ 5

SiCl 5YR4/6 ⢏ 5

K1 SiCl 10YR3/3
SCl 10YR4/6 ⢏ 10

中 中 Ⅳ⢏，↝土ྵ，䜹䝬䝗ᵓ⠏土
SCl 5YR3/2 ሢ 20

K2 SiCl 10YR4/4
SCl 10YR4/6 ⢏ 10

中 中 Ⅳ⢏，↝土ྵ，䜹䝬䝗ᵓ⠏土
SCl 5YR3/2 ሢ 3

L1 SiCl 10YR4/6
SCl 10YR2/31 ⢊䡚⢏ 20

中䡚ᐦ 中䡚◳ ᗋᵓ⠏土
SiCl 10YR2/1 ሢ 20

L2 SiCl 5YR3/2 中 中 Ⅳ⢏ഹ䛛䛻ྵ，ⅆᗋ㠃ᾐ㏱層

pit1
E1 SiCl 10YR3/4

SiCl 10YR2/1 ⢏䡚⢊ 20
中 中 ↝土ྵ

SiCl 5YR3/6 ⢏ 10

pit2 E2 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 5 中 中

E3 Sil 10YR4/4
SiCl 10YR3/3 ⢏ 30

中 中 ↝土ྵ
SiCl 5YR4/6 ⢏ 1

RA05 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中 中 To-a ⢊≧ⅆᒣ⅊ሢ 1䠂ྵ

B SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中

J1 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 ⢏ 10

中 中 ↝土ྵ
SiCl 5YR3/6 ⢏ 30

J2 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30

中 中 ↝土ྵ
SiCl 5YR4/6 ⢏ 5

J3 SiCl 2.5YR4/6 SiCl 10YR4/6 ⢊ 5 中䡚ᐦ 中䡚◳ ⅆᗋ㠃

K1 SiCl 10YR4/4
SiCl 10YR2/2 ⢊ 20

中䡚ᐦ 中䡚◳ 䜹䝬䝗ᵓ⠏土 ↝土ྵ
SiCl 5YR4/6 ⢊ 20

K2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/2 ⢊ 5 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䜹䝬䝗ᵓ⠏土

L1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊䡚ሢ 30 中䡚ᐦ ◳ ᗋᵓ⠏土

L2 SiCl 2.5YR4/6 SiCl 2.5YR2/4 ⢊ 20 ᐦ ◳ ᆅᗋ⅔ ↝土

pit1 E1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏ 2 中 中

pit2 E2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ሢ 20 中 中

pit3 E3 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ሢ 20 中 中

pit4 E4 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR3/3 ሢ 20

中 中
SiCl 10YR4/4 ሢ 10

pit5 E5 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏ 3 中 中 ↝土⢏ഹ䛛䛻ྵ

pit6 E6 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏ 2 中 中
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RA06 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/6 ⢊䡚⢏ 30 中 中

B SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/6 ⢏䡚ሢ 20 中 中

C1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/6 ሢ 30 中 中

C2 SiCl 10YR3/2
SiCl 10YR4/6 ⢊ 20 中 中

↝土ྵ
SiCl 5YR4/6 ⢏ 20 中 中

J1 SiCl 10YR3/4
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

↝土ྵ
SiCl 5YR4/6 ⢏ 20 中 中

J2 SiCl 5YR4/6
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30

中 中
SiCl 10YR2/2 ⢊ 5

J3 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 ⢊ 10

中 中
SiCl 5YR4/6 ⢊䡚⢏ 30

J4 SiCl 10YR3/3䡚2/3
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10

中 中
SiCl 5YR4/6 ⢊䡚⢏ 20

J5 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20

中 中
SiCl 5YR4/6 ⢊䡚⢏ 10

K1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 ⢊ 10 ᐦ ◳ 䜹䝬䝗ᵓ⠏土

K2 SiCl 10YR4/4䡚4/6 ᐦ ◳ 䜹䝬䝗ᵓ⠏土

L1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中䡚ᐦ 中䡚◳ ᗋᵓ⠏土

L2 SiCl 5YR4/6䡚4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 10 中䡚ᐦ 中䡚◳ ⅆᗋ㠃

RA07 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 5 中 中 ୖ㠃䛻⢊≧ⅆᒣ⅊ To-a ሢྵ

B1 SiCl 10YR2/3䡚2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊ 10 中 中

B2 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30

中 中 ↝土ྵ
SiCl 7.5YR4/6 ⢏ 1

C1 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 ⢊ 10

中 中
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10

C2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 40 中 中

C3 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 ⢊ 30

中 中
SiCl 10YR2/1 ⢊ 5

C4 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏ 5 中 中 Ⅳ⢏・↝土⢏ྵ

J1 SiCl 10YR3/2
SiCl 10YR3/4 ⢏ 5

中 中 Ⅳ⢏・↝土⢏ 5䠂ྵ
SiCl 10YR5/6 ሢ 10

J2 SiCl 7.5YR3/4 SiCl 5YR4/8 ሢ 20 中 中 ↝土ሢྵ

J3 SiCl 10YR2/1 中 中 Ⅳ⢏ 70䠂

J4 SiCl 7.5YR2/3 SiCl 10YR5/6 ሢ 10 中 中 ↝土ሢ 5䠂

J5 SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR4/6 ⢏ 10 ᐦ 中 䜹䝬䝗⿇ᔂⴠὶධ土

J6 SiCl 5YR4/6 中 中 ⅆᗋ㠃

K1 SiCl 10YR4/4
SiCl 10YR3/2 ሢ 5

中 中 䜹䝬䝗ᵓ⠏土
SiCl 10YR5/6 ⢊䡚⢏ 3

K2 SiCl 10YR4/6
SiCl 10YR3/2 ሢ 3

中 中 䜹䝬䝗ᵓ⠏土
SiCl 10YR5/6 ⢊䡚⢏ 5

K3 SCl 10YR5/6 中 中 ᚄ 2䡚5cm 礫ྵ，䜹䝬䝗ᵓ⠏土

L SiCl 10YR3/2
SiCl 10YR4/4 ሢ 10

中 中 ᗋ㠃ᵓ⠏土
SiCl 10YR2/1 ሢ 10

pit1 M1 SiCl 10YR4/3 SiCl 10YR2/2 ⢊䡚⢏ 5 中 中

M2 SiCl 7.5YR3/6 SiCl 10YR2/2 ሢ 10 中 中 ୺య土䛿↝土ሢ

N1 SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR2/2 ⢊䡚⢏ 5 中 中

pit2 M3 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚ሢ 5 中 中

pit3 M4 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 2 中 中 C2 層䛻ఝ䜛

N2 SiCl 10YR2/1
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 3

␯䡚中 中
SiCl 5YR3/6 ሢ 2 ↝土

N3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 ⢏ 5 中 中䡚◳

O SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 5 中 中

pit5 M5 SiCl 10YR3/2 SCl 10YR5/6 ⢏ 3 中 中 ᚄ 1䡚3cm 礫ྵ

RA08 A1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR3/1 ⢊䡚⢏ 30 中 中

A2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR2/1 ⢊ 10 中 中

A3 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR2/1 ⢊ 10

中 中
SiCl 10YR4/4 ⢊ 5

B1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 5
中 中

SiCl 10YR6/4 ⢊ 1 ⢊≧ⅆᒣ⅊ To-a ሢ

B2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中 中

B3 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR2/2 ⢏䡚⢊ 10

中 中SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30

SiCl 5YR5/8 ⢏ 1 ↝土

B4 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/2 ⢏ 5 中 中 Ⅳ⢏ഹ䛛䛻ྵ

SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊ 10

C1 SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊ 5 中 中

C2 SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中 ↝土・Ⅳ⢏ྵ

C3 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 ⢊ 5

中 中
↝土⢏ྵ䚹ቨ㠃ᔂቯὶධ土

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20
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RA08
C4 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR2/1 ⢊ 20
中 中

Ⅳ⢏ഹ䛛䛻ྵ

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 20

C5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 40 中 中

C6 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 ⢊䡚⢏ 20

中 中
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 10

C7 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 ⢊ 5

中 中
↝土⢏ഹ䛛䛻ྵ

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20

C8 SiCl 10YR2/3䡚3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30 中 中

C9 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30 中 中

C10 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 30 中 中 ↝土⢏ഹ䛛䛻ྵ

C11 SiCl 10YR2/3
SiCl 10UR2/1 ⢊ 20 中 中

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

C12 SiCl 10YR2/2䡚2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中 中

D1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 20 中 中 䠄ቨᔂⴠ土䠅

D2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中 䠄ቨᯈᮦ⑞㊧䛛䠅

E1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄ቨᔂⴠ土䠅

E2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 ⢊䡚ሢ 30 中 中 䠄ቨᔂⴠ土䠅

新
䨮
䩡
䩌

J1 SiCl 10YR3/3

SiCl 10YR2/1䡚2/2 ⢊ 5

中 中SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 20

SiCl 5YR4/6 ⢏ 5 ↝土

J2 SiCl 10YR3/4
SiCl 5YR4/6 ⢏ 5

中 中
↝土

SiCl 10YR4/4 ⢊ 10

J3 SiCl
10YR2/3 SiCl 10YR3/3 ⢊ 30

中 中
SiCl 10YR4/4 ⢏ 5

J4 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中

J5 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 40

中 中
SiCl 10YR2/1 ⢊ 20

J6 SiCl 10YR3/4
SiCl 10YR2/1 ⢏ 5

中 中
SiCl 5YR4/6 ⢊ 20 ↝土

J7 SiCl 10YR2/3䡚2/2 SiCl 5YR5/8 ⢏ 1 中 中

J8 SiCl 5YR4/8 SiCl 5YR6/8 ⢏䡚⢊ 30 中䡚ᐦ 中䡚◳ ↝土䠄ⅆᗋ㠃ᔂቯ土䠅

J9 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10
中 中

Ⅳ⢏，Ⅳ໬ᮦ䠄小ᯞ䠅ྵ

SiCl 5YR4/6 ⢏ 20 ↝土

旧
䨮
䩡
䩌

J'1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 3 中 中

J'2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

J'3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ሢ䡚⢏ 30

中 中䡚◳

Ⅳ⢏ྵ

SiCl 5YR2/3 ⢊䡚⢏ 5 ↝土

SiCl 5YR4/8 ⢏ 1

J'4 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊・⢏・層≧ሢ 30
中 中

SiCl 5YR4/6 層≧ 䠄↝土ᾐ㏱層䠅

J'5 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 ⢏ 1 中 中 ↝土⢏ഹ䛛䛻ྵ

J'6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 5 中 中 ↝土⢏・䜹䞊䝪䞁⢏ྵ

J'7 SiCl 10YR3/1䡚2/1 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊ 1 中 中 ↝土⢏ഹ䛛䛻ྵ

J'8 SiCl 5YR4/8 SiCl 10YR4/4 ⢊ 3 中 中 䠄ⅆᗋ㠃䠅

K1 SiL 10YR4/4䡚4/3 SiL 10YR2/3 ⢊ 10 中 中䡚◳ 䠄䜹䝬䝗ᵓ⠏土䠅

K2 SiL 10YR3/3 SiL 10YR4/4 ⢏ 5 中 中 䠄䜹䝬䝗ᵓ⠏土䠅

SiL 10YR2/3䡚2/2 ⢏ 20 中 中

K3 SiL 7.5YR2/3 SiL 10YR4/4 ⢏ 10 中 中 ◁㉁䠄䜹䝬䝗⿇ୗᵓ⠏土䠅

L1 SiCl 2.5YR4/6 SiCl 5YR4/8 ⢊ 5 中 中䡚◳ 䠄ⅆᗋ㠃ᾐ㏱層䠅

SiCl 5YR4/6 ⢏ 1 ↝土

L2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢏ 30 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄ᗋᵓ⠏土・◳䛔ᗋ䠅

L3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢏ 10 中 中 䠄ᗋᵓ⠏土・L2 層䛾࿘䜚䠅

L4 SiCl 10YR4/4 SiCl 5YR5/8 ⢏ 30 中 中 䠄ᗋᵓ⠏土・旧䜹䝬䝗ᩚᆅ層䠅

SiCl 10YR2/3 ⢏ 20 Ⅳ⢏，↝土ྵ

L5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ሢ 10 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄ᗋᵓ⠏土・旧䜹䝬䝗ᩚᆅ層䠅

SiCl 10YR2/1 ሢ 5

SiCl 5YR5/8 ሢ䡚⢏ 3 Ⅳ⢏ྵ

L6
SiCl

10YR5/8 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 20 中 中 䠄旧䜹䝬䝗ⅆᗋ㠃ᾐ㏱層䠅

SiCl 10YR2/3 ⢏䡚⢊ 10

pit M1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中

SiCl 5YR4/6 ⢏䡚ሢ 5 ↝土

M2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR2/2 ⢊䡚⢏ 10 中 中

SiCl 10YR4/4 ⢊ 30

M3 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏ 3 中 中

M4 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 30 中 中

SiCl 10YR2/2 ⢊䡚⢏ 10

M5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 層≧ 40 中 中 Ⅳ⢏ྵ

M6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 1 中 中

⮬↛層 䊢 SiCl 10YR2/3䡚3/3 ₞⛣層

䊣 SiCl 10YR4/4 ᆅᒣ䝅䝹䝖
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RA09 A
SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR4/4 ⢊ 3 中 中

SiCl 10YR7/3 ሢ䡚⢊≧ 3 ⅆᒣ⅊䠄To-a䠅

B1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中 中

SiCl 5YR5/8 ⢏ 3 ↝土

B2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 20 中 中

B3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 50 中 中

B4 SiCl 10YR2/3䡚3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 40 中 中

SiCl 5YR5/8 ⢏ 1 中 中 ↝土

B5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30 中 中

B6 SiCl 10YR2/3䡚2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中

C1 SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊ 30 中 中 Ⅳ⢏ྵ䠄ᔂቯ土䠅

SiCl 10YR2/3䡚2/2 ⢊䡚⢏ 30

C2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊ 20 中 中

C3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 30 中 中

C4 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中 中

C5 SiCl 10YR2/3䡚2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

SiCl 5YR5/8 ⢊ 3 ↝土，Ⅳ⢏ 1䠂ྵ䚹

C6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 5 中 中

SiCl 5YR3/6 ሢ 20 ↝土

SiCl 5YR5/8 ሢ 3 ↝土

C7 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊䡚ሢ 40 中 中

J1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中 ↝土⢏ഹ䛛䛻ྵ

J2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢏䡚⢊ 30 中 中

J3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 10 中 中 䠄ኳ஭ᔂቯ䠅

J4 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中 中

J5 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR2/2 ⢊ 40 中 中 ↝土⢏䡚⢊，Ⅳ⢏ྵ

J6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 20 中 中 ↝土⢏，Ⅳ⢏ྵ

SiCl 5YR5/8 ⢊䡚⢏ 10 ↝土

J7 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

SiCl 5YR4/8䡚6/8 ⢊ 30 中 中 䠄ኳ஭ᔂቯ䠅

J8 SiCl 5YR6/8 SiCl 5YR4/8 ⢊ 30 中 中

SiCl 10YR2/2 ⢊ 5

J9 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 10 中 中

J10 SiL 10YR4/4
SiCl 10YR2/3 ⢊ 5 中 中

SiCl 5YR3/6䡚4/6 ⢊ 50 中 中 䠄ᾐ㏱層䠅

K1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ሢ䡚⢊ 30 中 中

K2 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ሢ 40 中 中

K3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 ⢊ 1 中 中

K4 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30 中 中

L1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 ⢊䡚ሢ 10 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄ᗋᵓ⠏土・◳໬㠃䠅

L2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 ⢊䡚ሢ 20 中 中䡚◳ 䠄ᗋᵓ⠏土䠅

pit M1 SiCl 10YR2/3 SiL 10YR4/4 ⢏ 5 中 中 Ⅳ⢏，⅊㯤〓Ⰽ⢓土ሢྵ

M2 SiCl 10YR2/3 中 中 Ⅳ⢏ྵ

RA10 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中 To-a ሢ 1䠂ྵ

B1 SiCl 10YR3/3䡚3/4 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30 中 中

B2 SiCl 10YR3/3䡚3/4 SiCl 10YR4/4 ⢊ 20 中 中

SiCl 10YR2/3 ⢊ 10

B3 SiCl 10YR2/3䡚3/4 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 40 中 中

B4 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 30 中 中

J1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR3/4 ⢊ 30 中 中 ↝土ᾐ㏱層䠄7.5YR3/2䠅

J2 SiCl 7.5YR3/4 SiCl 5YR4/8 ⢊ 30 中 中 ↝土 30䠂ྵ

SiCl 5YR5/8 ⢏ 1 ↝土

J3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中 ↝土⢏，Ⅳ⢏ 1䠂ྵ

J4 SiCl 10YR2/3䡚2/2 SiCl 10YR3/3 ⢏䡚⢊ 20 中 中 ↝土⢏ 3䠂ྵ

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 5

J5 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中 中 ↝土⢊䡚⢏ 1䠂ྵ

SiCl 10YR2/1 ⢊ 5 中 中

J6 SiCl 5YR5/8 中 中 ⅆᗋ㠃

K1 SiCl 10YR2/3䡚3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 20 中䡚ᐦ 中䡚◳

K2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 10 中䡚ᐦ 中䡚◳

L1 SiL 10YR4/4 SiL 10YR2/3 ⢊ 30 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄ᗋᵓ⠏土䠅

䊣 SiCl 10yr4/3䡚4/4 SiCl 10YR4/6 ⢊ 10 中䡚ᐦ 中䡚◳ ᆅᒣ

RA11 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 ⢏ 2 中 中䡚㌾

B SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚ሢ 10 中 中 ↝土ሢ 2䠂ྵ

SiCl 10YR2/1 ⢏ 2

C SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚ሢ 5 中 中 10YR4/4 䝅䝹䝖䛿東ቨ௜㏆೫ᅾ

J1 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/6 ሢ 30 中 中䡚㌾ 䠄䜹䝬䝗ᔂⴠ土䠅

J2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊ 10 中 中

J3 SiCl 10YR4/3 SiCl 10YR2/1䡚2/3 ሢ 10 中 中䡚㌾ ↝土ሢ，Ⅳ⢏ྵ

SiCl 10YR4/4 ሢ 10

J4 SiCl 10YR3/4䡚4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 30 中 中 ↝土⢏ഹ䛛䛻ྵ

J5 SiCl 10YR3/4䡚3/6 SiCl 2.5YR4/6 ⢏ 5 中 中 ⅆᗋ㠃

K1 SiCl 10YR4/4䡚3/4 SiCl 10YR3/3 ⢊ 5 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄䜹䝬䝗⿇ᵓ⠏土䠅
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RA11 K2 SiCl 10YR4/4䡚3/4 SiCl 10YR3/3 ⢊䡚⢏ 30 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄䜹䝬䝗⿇ᵓ⠏土䠅

L SiCl 10YR4/6䡚4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 10 中 中 䠄ᗋᵓ⠏土䠅

䊠 SiCl 10YR2/2 ␯䡚中 中 ⾲土

䊢 SiCl 10YR4/4䡚3/4 中 中 ᆅᒣ₞⛣層

䊣 SiCl 10YR4/6䡚4/4 中 中 ᆅᒣ䝅䝹䝖

㑇ᵓྡ ᒙྡ
୺せ土 ྵ᭷土

ᐦᗘ ㌾◳ の௚ࡑ
土ᛶ 土Ⰽ(JIS) 土ᛶ 土Ⰽ(JIS) ≧ែ 㸣

RA12 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR3/3 ⢊ 30 中 中

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10

B1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚⢊ 30 中 中

SiCl 10YR2/2 ⢊ 1

B2 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 5 中 中

B3 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ሢ䡚⢏ 40 中 中

J1 SiCl 5YR3/2 SiCl 5YR4/8 ⢏䡚ሢ 20 中 中 ሢᚄ⣙ 3cm

SiCl 10YR2/2 ⢊䡚⢏ 5

SiCl 10YR3/3 ⢊䡚⢏ 5

J2
SiCl 10YR3/3

SiCl 10YR2/3 ⢊䡚⢏ 30 中 中

SiCl 5YR3/2 ⢊䡚⢏ 10

K1 SiCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 ⢊ 3 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄䜹䝬䝗ᵓ⠏土䠅

K2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中䡚ᐦ 中䡚◳ 䠄䜹䝬䝗ᵓ⠏土䠅

L1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 ⢊䡚⢏䡚ሢ 40 ᐦ ◳ ◳䛔⠊ᅖ䠄ᗋᵓ⠏土䠅

L2 SiCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 ⢊䡚ሢ 20 中䡚ᐦ 中䡚◳ L1 層䛾࿘䜚䠄ᗋᵓ⠏土䠅

RA13 A SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 30 中 中

J1 SiCl 5YR3/2 SiCl 10YR4/6 ⢏䡚ሢ 5 ␯䡚中 中 ↝土⢏，Ⅳ⢏ྵ䠄䜹䝬䝗ᔂⴠ土䠅

J2 SiCl 7.5YR3/2 SiCl 10YR4/6 ⢏ 5 ␯䡚中 中 ↝土⢏ྵ

J3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 ሢ 10 中 中 ↝土ሢྵ

J4 SiCl 5YR3/2 SiCl 2.5YR5/6 ሢ 3 中 中 䠄ⅆᗋ㠃䠅

K1 SiCl 10YR3/4 SCl 10YR4/6 ⢏䡚ሢ 10 中䡚ᐦ 中 ↝土⢏ྵ䠄䜹䝬䝗ᵓ⠏土䠅

K2 SCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 ⢏ 2 中䡚ᐦ 中 䠄䜹䝬䝗ᵓ⠏土䠅

L SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR2/1 ሢ 3 中 中 䠄ᗋᵓ⠏土䠅

RE01 A1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR7/3 ⢊䡚ሢ 20 中 中 To-a ΰධ䚹ୖ఩㯮࿡䛜ᙉ䛔䚹

A2 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/6 ⢏ 2 中 中

A3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR3/2 ሢ 5 中䡚ᐦ 中 ᚄ 15䡚30cm ゅ礫」ᩘྵ

B1 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR3/3 ⢊ 2 中 中

SiCl 10YR5/8 ⢏䡚ሢ 2

B2 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/6 ⢊䡚⢏ 5 ␯䡚中 中 土器䛜ከ䛟ฟ土䛧䛯層

B3 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/6 ⢊䡚⢏ 5 ␯䡚中 中

SiCl 10YR2/2 ⢊ 10

B4 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 ሢ 40 中 中 Ⅳ⢏ഹ䛛䛻ྵ

B5 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 ሢ 20 中 中

L SiCl 10YR4/2 SiCl 10YR5/6 ሢ 20 中䡚ᐦ 中 Ⅳ⢏ഹ䛛䛻ྵ䠄ᗋᵓ⠏土䠅

RE02 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR2/2 ሢ 10 中 中 䛻䜆䛔㯤ᶳⰍⅆᒣ⅊䠄To-a)ྵ

B SiCl 10YR2/2 中 中

C1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 ⢏ 2 中 中

C2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 ⢏ 2 中 中

SiCl 10YR5/8 ⢏ 3

D SiCl 10YR2/1 SiC䡚SICl 10YR5/6 ሢ 30 中 中 ቨ䛻⌧䜜䜛䊣a 層䛾ᔂⴠ土

L SiCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 ⢊ 20 中 中

䊠a SiCl 10YR2/3 中 中 ⾲土䚹ⲡ᰿ከ㔞䚹

䊠b SiCl 10YR2/2 SiC䡚SICl 10YR3/1 ⢏䡚ሢ 20 中 中 ⾲土䚹ㄪᰝ༊西䡚南ഃ୍㒊䛾䜏䚹

䊢a SiCl 10YR2/3 中 中 ₞⛣層

䊢b SiCl 10YR3/3䡚3/4 中 中 ₞⛣層

䊣a SiCl 10YR5/6䡚4/6 ᐦ 中䡚◳ ᆅᒣ䝅䝹䝖層

RD06 A SiCl 10YR2/2䡚2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

B SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊䡚ሢ 40 中 中

RD07 SiCl SiCl RG04 䜢ษ䜛土ᆙ

RD08 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中䡚ᐦ 中䡚◳ RG04 䛻ษ䜙䜜䜛

B SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中 中

RD09 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中 中

B1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中 中 Ⅳሢྵ

B2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ሢ䡚⢏ 40 中 中

C1 SiCl 10YR3/3䡚2/3 SiCl 10YR4/4 ሢ䡚⢏ 30 中 中

SiCl 7.5YR4/6 ⢏ 5 ↝土⢏，Ⅳ⢏ྵ

C2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 30 中 中

C3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊䡚⢏ 30 中 中

C4 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 10 中 中

RD10 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/3䡚4/4 ⢊䡚ሢ 20 中 中 ↝土⢏，Ⅳ⢏ྵ

RD11 A SiCl 10YR2/2䡚2/3 SiCl 10YR4/3䡚4/4 ⢊ 3 中 中 ↝土⢏，Ⅳ⢏ 1䠂ྵ

B SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/3䡚4/4 ⢊䡚⢏ 30 中 中 Ⅳ⢏䡚ሢྵ

SiCl 5YR4/6 ⢏ 5 ↝土

C1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/3䡚4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 20 中 中 ↝土⢏，Ⅳ⢏ྵ

C2 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/3䡚4/4 ⢊䡚⢏ 40 中 中 ↝土⢏，Ⅳ⢏ྵ
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㑇ᵓྡ ᒙྡ
୺せ土 ྵ᭷土

ᐦᗘ ㌾◳ の௚ࡑ
土ᛶ 土Ⰽ(JIS) 土ᛶ 土Ⰽ(JIS) ≧ែ 㸣

RD12 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4䡚4/3 ⢊䡚⢏䡚ሢ 20 中 中 Ⅳ⢏ 1䠂ྵ

SiCl 5YR4/6 ⢊䡚⢏ 1

B SiCl 10YR4/3䡚4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 20 中 中

RD13 A1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR3/4䡚4/4 ⢊ 20 中 中

SiCl 5YR4/6 ⢏ 1 ↝土

A2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4䡚3/4 ⢊䡚⢏ 40 中 中

SiCl 5YR4/6 ⢏ 1 ↝土

RD14 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 30 中 中

RD15 A1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 1 中 中

A2
SiCl

SiCl
10YR2/1

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 20 中 中 Ⅳ⢏䡚ሢྵ

SiCl 5YR3/6 ⢏䡚ሢ 10 ↝土

B SiCl 10YR3/1
SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

↝土ᾐ㏱層ྵ䠄5YR5/8䠅

Ⅳ⢏䡚ሢྵ

SiCl 5YR3/6䡚4/6 層≧ 30 ↝土䛸㯮Ⰽ土䛸஫層䠄ⅆᗋ㠃䠅

C SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 5 中 中

D SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 ሢ䠄ᚄ 3䡚5cm) 50 中 中 ேⅭሁ✚䛛

RD16 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 3 中 中 RA13 䜢ษ䜛

RG03・04 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/3 ሢ 10 中 中 ᚄ 2䡚10cm 礫ྵ

B1 SiCl 10YR3/1
SiCl 10YR4/3 ሢ 30 中 中

SCl 10YR4/6 ⢏ 5

B2 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏䡚ሢ 30 中 中

C SiCl 10YR4/3 中 中

䝢䝑䝖 1 P SiL 10YR3/3 SiCl 5YR3/2 ⢊ 30 中 中 ↝土

䝢䝑䝖 2
P1 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR3/3 ⢊ 5 中 中

SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 10 中 中

䝢䝑䝖 3 P2 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 ⢊ 30 中 中

䝢䝑䝖 4 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚⢏ 5 中 中

B SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢏ 10 中 中

C1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊䡚ሢ 20 中 中

C2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 5 中 中

C3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 ⢏䡚ሢ 40 中 中

旧పᆅ

䝖䝺䞁䝏
A1 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR2/2 ⢊ 30 中 中

SiCl 10YR4/4 ⢊ 5

B1 SiL 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 1 中 中 ᚄ 1䡚5cm 礫ྵ

B2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ⢊ 10 中 中

C1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 ⢊ 30 中 中 ᚄ 1䡚10cm 礫ྵ

C2 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 ⢊ 10 中 中

SiCl 10YR3/3 ⢊ 5

C3

䊣 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 ⢊ 5 中䡚ᐦ 中䡚◳
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➨㸷⾲ ➨５ḟㄪᰝฟ土㑇≀ほᐹ⾲

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

1 30 20

RA04

֥ם 7 ֥ࠖם ࿾ NW B ӝ῍ࡁ 15.6 16.6 14.8 8.5
ἺἅἜἙ,ἪἻἃ

ἌἼ
ἪἻἜἙ,ઊ๒ ஙᓶၕ

2 30 20 ֥ם 9 ֥ࠖם ࿾ NE B ࡁ῍˳ 8
ἡἃἳḵἪἻἜ

Ἑ

ἡἃἳḵἪἻἜ

Ἑ
ஙᓶၕ

3 30 20 ֥ם 8 ֥ࠖם ࿾ NW B ӝ῍˳

ἺἅἜἙ,ᫀᢿ

ආዴ,ἪἻἱỾ

ỿ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

4 30 20 ᙌԼם 1 ֥ࠖם
´ῳ΅Ὶ῞

׫
N B ӝ῍ࡁ 2.8 5.8 2 ἪἻἃἌἼ ἪἻἜἙ ɺࡁ ৖ỀẪỈ

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

5 31 -

RA05

֥ם 23 ֥ࠖם ׫ NW A ӝ῍˳ 15.2
ἺἅἜἙ,ஊെ,

ἪἻἱỾỿ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ
ɺࡁ

6 31 - ֥ם 14 ֥ࠖם ׫ NE B1 ӝ῍ࡁ 3.4 13.6

ἺἅἜἙ,ஊെ

ආዴ,ἪἻἱỾ

ỿ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ
ɺࡁ

7 31 - ֥ם 15 ֥ࠖם ׫ NE B1 ӝ῍ࡁ 13 ἪἻἱỾỿ
ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

8 31 20 ֥ם 5 ֥ࠖם ׫ No.3(1) ࠿ ӝ῍ࡁ 5.1 15.8

ἪἻἱỾỿ,ἪἻ

ἜἙ,ஊെආ

ዴ,ɟᢿ᱅ᑥ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

9 31 - ֥ם 32 ֥ࠖם ׫ SW A ӝ῍˳ 13.5 ἪἻἱỾỿ
ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

10 31 20 ֥ם 6 ֥ࠖם ׫ No.3(2) ࠿ ࡁ῍˳

ἪἻἜἙḵἪἻ

ἱỾỿ,ἪἻἃἌ

Ἴ,ɟᢿ᱅ᑥ

ἪἻἜἙḵἪἻ

ἱỾỿ,᱅ᑥϼ

ྸ

11 31 - ֥ם 3 ֥ࠖם ࿾ No.1 ࠿ ࡁ 9.3 ἡἃἳ,ἪἻἜἙ ἪἻἜἙ ஙᓶၕ

12 31 - ֥ם 16 ֥ࠖם ࿾ NW B ӝ῍˳ 19.2
ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ
ἡἃἳ ஙᓶၕ

13 31 - ֥ם 17 ֥ࠖם ࿾ NW B ӝ
ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ
ἡἃἳ

14 31 - ֥ם 12 ֥ࠖם ࿾ ỽἰἛӫ B2 ӝ ἡἃἳ,ἪἻἜἙ ἡἃἳ

15 31 20 ჽ֥ 2 ჽᙌԼ ᄆჽ ჽ No.1 ࠿ ᧈ 11.0 ࠢ 5.1 ҽ 3.3 ්ኚޥ

16 31 20
ᙌԼם

10
ᙌԼם ɧଢ NW B

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

17 32 20

RA06

֥ם 65 ֥ࠖם ׫ ౨Ј᩿ ӝ῍ࡁ 5.8 16
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െආዴ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

18 32 20 ֥ם 66 ֥ࠖם ࿾
౨Ј᩿

ὉA
ӝ῍˳ 20.4 17.8

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ,ᫀᢿ

ஊെආዴ

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ

19 32 20 ֥ם 18 ֥ࠖם ࿾ NE B ࡁ῍˳ 11.5 7.1
ἡἃἳḵἪἻἜ

Ἑ
ἪἻἜἙ

20 32 20 ֥ם 3 ֥ࠖם ׫ NE J ࡁ῍˳ ἪἻἱỾỿ
ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

ἪἻἱ,ࡁ࠯

Ỿỿ

21 32 20 ᙌԼם 4 ᙌԼם ྚ ỽἰἛᏥ ટʏ

22 32 20 ᙌԼם 7 ᙌԼם ѷྚ SE A

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

23 33 20

RA07

֥ם 18 ֥ࠖם ׫ ỽἰἛ J ӝ῍˳ 16.4

ἺἅἜἙ,ஊെ

ආዴ,ἪἻἱỾ

ỿ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

24 33 20 ֥ם 13 ֥ࠖם ׫
ỽἰἛἫἽἚ

ṞҤ
࠿ ӝ῍˳,ࡁ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

25 33 21 ֥ם 20 ֥ࠖם ࿾ No.1 ࠿ ӝ῍˳ 16
ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἪἻἱỾỿ
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

26 33 - ֥ם 26 ֥ࠖם ࿾ ἫἽἚṞҤ ࠿ ӝ῍˳ 16.4 15.8

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἪἻἱỾỿ,

ᫀᢿஊെආዴ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ἪἻἜἙ

27 33 21 ֥ם 19 ֥ࠖם ࿾ ỽἰἛ J ӝ῍˳,ࡁ 15.2 ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

28 33 21 ֥ם 6 ֥ࠖם ྶᏞ࿾ No.2,3 ࠿ ӝ῍˳ 22.8 15.9 21.4 7.7
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

᱅૮

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ἡἃἳ

29 33 24 ᤧᙌԼ 3 ᤧᙌԼ Ћ܇ ỽἰἛ໺ᢊ J 1/2 ᧈ 6.58 ࠢ 1.67 ҽ 0.67 ᣻ 6.4

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

30 34 -

RA08

֥ם 54 ֥ࠖם ׫ NW ࠿ ӝ῍˳
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െආዴ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

31 34 - ֥ם 72 ֥ࠖם 埦 NW ἫἽἚṟ C ӝ῍˳
ἪἻἱỾỿ,ἡἃ

ἳḵἪἻἱỾỿ

ἪἻἜἙḵἪἻ

ἱỾỿ

32 34 21 ֥ם 10 ֥ࠖם ࿾ No.9
K

ỽἰἛᑵ
ӝ῍˳ 18.7 16.6

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ

33 34 21 ֥ם 11 ֥ࠖם ࿾ No.10
K

ỽἰἛᑵ
ӝ῍ࡁ 30.5 19.4 17.7 7

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ᫀᢿஊെ,

ἡἃἳ

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ

34 34 21 ֥ם 7 ֥ࠖם ࿾ No.6 K ӝ῍ࡁ 16 16.2 14.4 8.2
ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ஙᓶၕ

30 31



35 35 21

RA08

֥ם 9 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.8
K

ỽἰἛᑵ
ӝ῍ࡁ 32.1 20.6 19.5 7.9

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ἪἻἜἙ,᠛ᆢ

ၕ

ஙᓶၕḵἪ

ἻἜἙ

36 35 21 ֥ם 8 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.7
K

ỽἰἛᑵ
ӝ῍ࡁ 26.5 19.4 17.7 8.1

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ἡἃἳ

37 35 21 ֥ם 6 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.3 ᩿࠿້ ӝ῍ࡁ 14.5 5.9 ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ἡἃἳ

38 35 21 ֥ם 16 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.4 ࠿ ࡁ῍˳ 9.0 ἪἻἜἙ ἪἻἜἙ ஙᓶၕᾎ

39 36 - ֥ם 14 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.1 ࠿ ӝ῍˳ 17.8 ἺἅἜἙ,ἡἃἳ
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ἪἻἜἙ

40 36 21 ֥ם 48 ֥ࠖם ࿾ NW J ӝ῍˳῍ࡁ 25.0 18.2 18.0 7.7
ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἪἻἜἙ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ἪἻἜἙ

41 36 21 ֥ם 37 ֥ࠖם ࿾ ỽἰἛЭ J ӝ῍ࡁ 9.3 14.1 12.4 6.3
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

ḵἪἻἱỾỿ

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ἡἃἳ,ἪἻ

ἃἌἼ

ἪἻἱỾỿ

42 36 - ֥ם 38 ֥ࠖם ྶᏞ࿾ ỽἰἛЭ J ࡁ῍˳ 11.1 8.8
ἡἃἳḵἪἻἱ

Ỿỿ,ἪἻἜἙ
ἪἻἜἙ,ἡἃἳ ஙᓶၕ

43 36 - ֥ם 91 ֥ࠖם ࿾ NE ᵡ ࡁ῍˳ 11.3 9.6 ἪἻἜἙ ἪἻἜἙ

44 37 - ֥ם 21 ֥ࠖם ྶᏞ࿾ Nᶍ.5 ࠿ ࡁ῍˳ 8.9 ἡἃἳ ἡἃἳ

45 37 21 ֥ם 39 ֥ࠖם ྶᏞ࿾ ỽἰἛЭ J ӝ῍ࡁ 22.8 15.9 21.4 7.7

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

ḵἪἻἱỾỿ,Ἢ

ἻἃἌἼ,ᫀᢿ

ஊെ

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,᠛ᆢၕ

ஙᓶၕḵἪ

ἻἜἙ

46 37 21 ᙌԼם 2 ֥ࠖם
ἱἝἓἷỴ

༾ӝ
໺ᢊ J ӝ῍ࡁ 3.3 8.0 ἪἻἱỾỿ

ἪἻἜἙ,ἋἋ

˄ბ
৖ỀẪỈ

47 38 21 ᙌԼם 5 ྚם ɺྚ NW B ࢟ܦ ࢲ 0.7 ҽ 0.6 ɶځỆᆲ܉

48 38 21 ᙌԼם 6 ྚם ɺྚ NW A ࢟ܦ ࢲ 1.0 ҽ 0.7 ɶځỆᆲ܉

49 38 21 ᙌԼם 9 ྚם ѷྚ NW A 2ᵍ3 ࠢ 1.0 ҽ 1.2 ᵆᧈ 3.9ᵇ ᆲ܉ẝụ ɟᢿഎ੷

50 38 24 ᤧᙌԼ 4 ᤧᙌԼ Ћ܇ NE ࠿ 4ᵍ5 ᧈ 22.0 ࠢ 1.68 ҽ 0.78 ᣻ 33.3

51 38 21 ჽ֥ 6 ჽᙌԼ ᄆჽ NE ᵡ ᧈ 8.6 ࠢ 7.1 ҽ 5.7 ૺ᩿ɤᚌ࢟ ᠉ჽ

52 38 21 ჽ֥ 7 ჽᙌԼ ᄆჽ NE ᵡ ᧈ 9.9 ࠢ 8.5 ҽ 6.0 ɟ᩿ẻẬ̅ဇ ᠉ჽ

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

53 39 22

RA09

֥ם 12 ֥ࠖם ׫ Nᶍ.8 ࠿ ӝ῍ࡁ 3.8 13.4
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸύஊെ

ϋ᩿ࡁᢿ

Їớ

54 39 22 ֥ם 8 ֥ࠖם ׫ ἫἽἚṞ҅ ᵡ ӝ῍ࡁ 5.0 ᵆ14.6ᵇ
ἪἻἜἙ,ἪἻ

ἃἌἼ,᠛ᆢၕ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

55 39 22 ֥ם 47 ֥ࠖם ׫ Nᶍ.6 ᵡ ɥ ӝ῍ࡁ 4.2 ᵆ14.0ᵇ 5.0
ἡἃἳ,ἪἻἱỾ

ỿ,ஊെ

ἪἻἜἙ,ἪἻἱ

Ỿỿ,᱅ᑥϼྸ

,ἡἃἳ,ࡁ࠯

ἪἻἱỾỿ

56 39 22 ֥ם 28 ֥ࠖם ׫ SE ᵡ ӝ῍ࡁ 5.0 ᵆ17.8ᵇ
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െ

ἪἻἱỾỿ,ஊ

െ

57 39 22 ֥ם 37 ֥ࠖם ׫ SW ᵡ ˳
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

58 39 22 ֥ם 51 ֥ࠖם ׫ NW B ӝ῍ࡁ 5.7 ᵆ14.0ᵇ
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െආዴ
ἪἻἱỾỿ

59 39 22 ֥ם 50 ֥ࠖם ׫ NW B ӝ῍ࡁ 5.8 ᵆ16.6ᵇ
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െ.ɟᢿ᱅ᑥ

ἪἻἜἙḵἪἻ

ἱỾỿ,ஊെ.᱅

ᑥϼྸ

60 39 22 ֥ם 52 ֥ࠖם ׫ NW B ӝ῍ࡁ 5.4 ᵆ14.4ᵇ
ἪἻἜἙ,᠛ᆢ

ၕ

ἡἃἳ,᱅ᑥϼ

ྸ
ࡁ࠯

61 39 - ֥ם 83 ֥ࠖם ׫ SE A ӝ῍˳ 15.2
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െආዴ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

62 39 - ֥ם 85 ֥ࠖם ׫ SW A ӝ῍˳ ᵆ3.7ᵇ 16.0
ἪἻἜἙḵἪἻ

ἱỾỿ,ἡἃἳ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

63 39 22 ֥ם 13 ֥ࠖם ᤴ Nᶍ.9 ࠿ ӝ῍ࡁ 10.0 19.6 7.7
ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ἪἻἱỾỿ

ἺἅἜἙ,ἪἻἱ

Ỿỿ,ᘮ༏᱅ྰ
ࡁ࠯

64 39 22 ֥ם 26 ֥ࠖם ᤴ NE ᵡ ӝ῍˳ 10.2 ᵆ25.0ᵇ

ἺἅἜἙḵἪἻ

ἱỾỿ,ἪἻἱỾ

ỿ,ஊെආዴ

ἪἻἱỾỿ
᫘ɺࡁ࠯

ࡁ

65 40 22 ֥ם 5 ֥ࠖם ࿾
Nᶍ.12,14,1

5,17
K ӝ῍˳ ί20.6ὸ 17.0 16.5

ἺἅἜἙ,ἪἻἃ

ἌἼḵἪἻἱỾ

ỿ,ᫀᢿஊെ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ỽἰἛᑵ

66 40 22 ֥ם 6 ֥ࠖם ࿾
Nᵭ.12,

13,16
K ӝ῍ࡁ 21.5 18.9 18.0 7.7

ἺἅἜἙ,ἪἻἃ

ἌἼḵἪἻἱỾ

ỿ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ἪἻἃἌἼ ỽἰἛᑵ

67 40 - ֥ם 36 ֥ࠖם ࿾ SW ᵡ ӝ῍˳ 18.6

ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἡἃἳ,ᫀᢿ

ஊെ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

68 40 22 ֥ם 27 ֥ࠖם ࿾ SE ᵡ ӝ῍ࡁ 14.4 ί16.2ὸ ί13.9ὸ 7.6
ӝՑஊെ,Ἲἅ

ἜἙ,ἪἻἜἙ
ἪἻἜἙ

ἪἻἜἙḵ

ἪἻἱỾỿ

69 40 22 ֥ם 7 ֥ࠖם ࿼ ỽἰἛ ᵡ ӝ῍ࡁ 22.1 18.0 16.1 8.3

ἺἅἜἙ,ᫀᢿ

ஊെ,ἪἻἱỾ

ỿ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ໯ࡸࡁ

70 41 22 ֥ם 42 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.3 ᵡ ɥ ӝ῍ࡁ 10.6 12.9 10.9 6.1
ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

71 41 - ֥ם 46 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.5 ᵡ ɥ ӝ῍˳ 15.6 12.9
ἺἅἜἙ,ἪἻἱ

Ỿỿ

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ

72 41 22 ֥ם 40 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.1 ᵡ ɥ ӝ῍ࡁ 27.7 19.0 18.6 8.4
ἺἅἜἙ,ᫀᢿ

ஊെ,ἪἻἜἙ

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,᠛ᆢၕ
ἪἻἜἙ

73 41 22 ֥ם 48 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.7 ᵡ ɥ ӝ῍ࡁ 21.6 21.5 16.7 7.6

ӝՑஊെ,Ἲἅ

ἜἙ,ᫀᢿආ

ዴ,ἡἃἳ

ἺἅἜἙ,ӝጂ

ආዴ,ἡἃἳ
ஙᓶၕ

74 41 23 ֥ם 45 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.4 ᵡ ɥ ӝ῍ࡁ 27.4 18.6 16.5 9.0

ἺἅἜἙ,ἪἻἃ

ἌἼ,

ᘙ᩿ઊ๒Ὁᘮ

༏剝離

ἪἻἜἙ,ἡἃ

ἳύ᠛ᆢၕ
ἪἻἜἙ

32



75 42 23

RA09

֥ם 49 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.10 ᵡ ɥ ӝ῍˳ ᵆ19.0ᵇ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ᫀᢿආዴ 2

வ,

ӝՑ৵୺ஊെ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

᠛ᆢၕ

76 42 23 ֥ם 74 ֥ࠖם ࿾ NE B ӝ῍˳ 22.0 19.5 ἺἅἜἙ,ἡἃἳ
ἡἃἳ,ἪἻἜ

Ἑ,ἪἻἱỾỿ

77 42 23 ֥ם 75 ֥ࠖם ࿾ NW A ӝ 21.8

ἺἅἜἙ,ᫀᢿ

ஊെ,ӝՑെ

ஊ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

78 42 23 ֥ם 15 ֥ࠖם ྶᏞ࿾
໺ᢊἫἽἚ

ṞW
ᵡ ɥ ӝ῍˳ 20.0

ἺἅἜἙ,ᫀᢿ

ஊെ,ἡἃἳḵ

ἪἻἱỾỿ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ἪἻἜἙ,᠛ᆢ

ၕ

79 42 23 ֥ם 41 ֥ࠖם ࿼ Nᶍ.2 ᵡ ɥ ӝ῍ࡁ ᵆ9.9ᵇ 15.0 15.0 7.2
ἪἻἱỾỿ,ઊ

๒,

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥἚἥᾎ

ࡸ܉ٶ ᘮ

༏еᩉ

˳ᢿɦᢿỆ

ᆲ܉ஊ

80 42 23
ᙌԼם

11
ᙌԼם ɧଢ ỽἰἛ J ᧈ 6.3 ҽ 1.1 ࠢ 1.6 ొཞύọỈụஊ

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

81 43 23

RA10

֥ם 22 ֥ࠖם ׫ SE B ӝ῍ࡁ 3.0 10.0 4.0
ἪἻἜἙḵἪἻ

ἱỾỿ
ἪἻἱỾỿ ৖ỀẪỈ᫘

82 43 23 ֥ם 3 ֥ࠖם ׫ Nᶍ.3 ࠿ ӝ῍ࡁ 4.5 ᵆ16.0ᵇ 5.8
ἪἻἱỾỿ,ஊ

െ,᱅ᑥϼྸ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

83 43 23 ֥ם 6 ֥ࠖם ᭗׫ SW ࠿ ࡁ῍˳ ᵆ8.8ᵇ

ἡἃἳḵἪἻἱ

Ỿỿ,ආዴᙐૠ

வ

᱅ᑥϼྸ

ἡἃἳḵἪἻἱ

Ỿỿ,᱅ᑥϼྸ

84 43 23 ֥ם 1 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.1 ࠿ ࡁ῍˳ 5.2 ἡἃἳ ἡἃἳ ἪἻἜἙ

85 43 23 ֥ם 2 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.2 ࠿ ӝ῍˳ 15.4 15.1 ἺἅἜἙ,ἡἃἳ
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ઊ๒

86 43 23 ֥ם 4 ֥ࠖם ᾎ׫ NE ࠿ ӝ῍˳
ἪἻἱỾỿ,ӝ

ጂٳӒ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

87 43 23 ᙌԼם 3 ᙌԼם ኦᥥ៻ SW ࠿ ࢟ܦ ࢲ 4.7 ҽ 2.2
ἪἻἜἙύἪἻ

ἱỾỿ
ૺ᩿Ө࢟

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

88 44 23

RA11

֥ם 3 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.6 K ӝ῍ࡁ 23.2 15.7 15.1 7.5

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

᠛ᆢၕ,ᘮ༏

еᩉઊ๒᫋ᓸ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ ỽἰἛᑵ

89 44 23 ֥ם 4 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.8 K ӝ῍ࡁ 22.5 17.6 16.6 6.5

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ӝՑെૢ

࢟

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ᘮ༏еᩉ

ἪἻἜἙ,ઊ

๒
ỽἰἛᑵ

90 44 24 ֥ם 2 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.5 K ӝ῍ࡁ 15.2 16.5 14.7 8.4
ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ἪἻἱỾỿ
ἪἻἱỾỿ

ỽἰἛᑵύ

91 ɦẦỤ

Јם

91 44 24 ֥ם 1 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.4 K ӝ῍ࡁ 14.0 14.9 13.3 7.0
ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ,ἪἻἱỾỿ

ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ἪἻἱỾỿ
ἪἻἱỾỿ ỽἰἛᑵ

92 44 24 ֥ם 9 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.1 ࠿ ӝ῍ࡁ 10.0 12.2 11.5 5.4
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

ḵἪἻἜἙ

ἺἅἜἙ,ἡἃἳ,

ἪἻἜἙ

ἪἻἜἙ,ઊ

๒

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

93 45 24

RA12

֥ם 3 ֥ࠖם ׫ NE A ӝ῍˳ 15.4
ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ

ἪἻἱỾỿ,᱅

ᑥϼྸ

94 45 24 ֥ם 1 ֥ࠖם ࿾ Nᶍ.1 K ӝ῍˳ 18.8
ἡἃἳḵἺἅἜ

Ἑ
ἺἅἜἙ,ἡἃἳ

ဪ

ӭ

׋

༿

ϙჇ

༿׋

ᢡನ

Ӹ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

95 45 24

RE01

֥ם 1 ֥ࠖם ׫ ἫἽἚṟNW B ӝ῍ࡁ 4.2 11.0 4.7
ἺἅἜἙ,ἪἻἜ

Ἑ,ஊെ
ἪἻἜἙ

᫘ɺࡁ࠯

ࡁ
പỚٻ

96 45 24 ֥ם 3 ֥ࠖם ࿾ SE B ˳ ᵆ21.0ᵇ ἡἃἳ
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第 15 図　RA09 竪穴建物跡 (2)

P1  土器 No.1　C1  炭化材 No.1

P7

P8

P9

P10

P11

C1

C2

C3

C4

RX-150

RX-148

RY
+3
50

RY
+3
48

RX-150

RX-148

RY
+3
50

RY
+3
48

42 43



L1 L1

J1 
J2

J5 J6J2 J1

L1
L1

第 16 図　RA10 竪穴建物跡

0　　　　  　　  1:50　    　　　　　2ｍP1  土器 No.1
P    土器片
S    石

RA10

P1 P2

P3

P4

土製紡錘車

RG03

RG03

撹乱

a
a’

b
b’

c
c’

d’
d

e e’

f f’

g g’

h
h’

i
i’

e e’ f f’ g g’c c’

b b’ d’d

a
a’

h h’ i i’

L=115.400m
p pSK1K2 K1K2

J4  J5J3

J4 
J5
J4 
J5

B1

J1 
J2

L1B1

J3

J4

J5 J6J2 J1

Ⅳ

Ⅳ

A
B1

B2

L1 L1J2 K2K2

L1 L1

A B2AB2

B1

L1 L1

B1

J2

B3B4

K2K2

B3B4B2

K2
B2

A
B1

K1
B2

B1

L1
L1

s

RG03

RG
03

RX-122

RY-126

RY-124

RY
+3
54

RY
+3
56

RY
+3
58

44



L LL L

LL
J3
J4

J5 J5pC SS S

Ⅳ

S K2K2 K2

J5
J4

Ⅳ

第 17 図　RA11 竪穴建物跡
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第 19 図　RA13 竪穴建物跡
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第 20 図　RE01 竪穴建物跡
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第 20 図　RE01 竪穴建物跡
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第 21 図　RE02 竪穴建物跡
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第 22 図　RD06 ～ 09 土坑
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第 22 図　RD06 ～ 09 土坑
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第 23 図　RD10 ～ 13 土坑
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第 24 図　RD14 ～ 16 土坑
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第 24 図　RD14 ～ 16 土坑
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第 25 図　RG03・04 溝跡 (１)

0　　　　  　　  1:50　    　　　　　2ｍ
L=115.200m

RG03

RG04

B1

0　　　　  　     1:100　    　  　　　4ｍ

RG03

a’
a

b
b’

c
c’

b b’a a’

B1 CA

Ⅰa
Ⅰb

RX-125

RX-130

RX-125

RY+335

RY+330

RY+320

RY+325

RX-130

RX-130

RX-130

RY+350

RY+335

RY+340

RY+345

52 53



第 26 図　RG03・04 溝跡 (2)
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第 27 図　RG03・04 溝跡 (3)
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第 30 図　RA04 竪穴建物跡出土遺物

1（NW－B層）

3（NW－B層）

4（ベルト①北－B層）

2（NE－B層）

0 1：3 10㎝
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第 31 図　RA05 竪穴建物跡出土遺物

5（NW－A層）

8（土器No.3(1)－床面） 9（SW－A層）

10（土器No.3(2)－床面）

12（NW－B層）

11（土器No.1－床面）

13（NW－B層）

15（石器No.1－床面）

16（NW－B層）

14（カマド右ソデ－B2層）

6（ベルト②　NE－B1 層） 7（ベルト②　NE－B1 層）

0 1：3
（5～15）

10㎝ 0 1：2
（16）

5㎝
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第 32 図　RA06 竪穴建物跡出土遺物

17（検出面）
18（検出面・A層）

19（NE－B層）

21（カマド脇　撹乱） 22（SE－A層）

20（NE－J 層）

0 1：3
（17～20）

10㎝

0 1：2
（21・22）

5㎝
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第 33 図　RA07 竪穴建物跡出土遺物

23（カマド－J層） 24（カマドベルト①南－床面）

25（土器No.1－床面）

26（ベルト①南－床面）

29（カマド煙道－J層）

28（土器No.2・3－床面）

27（カマド－J層）

0 1：3 10㎝

0 1：2

（23～28）

（29）
5㎝
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第 34 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑴

30（NW－床面）

32（土器No.9－K層カマド芯）

34（土器No.6－K 層上位）

33（土器No.10－K層カマド芯）

31（ベルト②－C層）

0 1：3 10㎝
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第 35 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

35（土器No.8－K 層カマド芯）

36（土器No.7－K 層カマド芯）

37（土器No.3－火床面）

38（土器No.4－床面）

0 1：3 10㎝
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第 35 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

35（土器No.8－K 層カマド芯）

36（土器No.7－K 層カマド芯）

37（土器No.3－火床面）

38（土器No.4－床面）

0 1：3 10㎝

第 36 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑶

39（土器No.1－床面）

41（カマド前－J層）

40（NW－J 層）

42（カマド前－J層）

43（NW－C層）

0 1：3 10㎝
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第 37 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑷

44（土器No.5－床面）

46（新煙道－J層）

45（カマド前－J層）

0 1：3 10㎝46 のスクリーントーンはスス付着範囲
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第 37 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑷

44（土器No.5－床面）

46（新煙道－J層）

45（カマド前－J層）

0 1：3 10㎝46 のスクリーントーンはスス付着範囲

第 38 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑸

47（NW－B層） 48（NW－A層） 49（NW－A層）

51（NE－C層）
52（NE－C層）

50（NE－床面）

0 1：3
（51・52）

10㎝

0 1：2
（47～50）

5㎝
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第 39 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑴

53（土器No.8－床面）

56（SE－C層）

57（SW－C層）

61（SE－A層） 62（SW－A層）

63（土器No.9－床面） 64（NE－C層）

54（ベルト①北－C層）

55（土器No.6－C層）

58（NW－B層） 59（NW－B層） 60（NW－B層）

0 1：3 10㎝
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第 40 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

65（土器No.12・14・15・17－K層）

67（SW－C層）

68（SE－C層）

69（カマド－C層）

66（土器No.12・13・16－K層）

0 1：3 10㎝

66 67



第 41 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑶

70（土器No.3－C層上）

71（土器No.5－C層上）

73（土器No.7－C層上）
74（土器No.4－C層上）

72（土器No.1－C層上）

0 1：3 10㎝
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第 42 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑷

75（土器No.10－C層上）

76（NE－B層）

77（NW－A層）

78（NW煙道ベルト①西－C層上）

79（土器No.2－C層上） 80（カマド－J層）

0 1：3 10㎝ 0 1：2
（80 のみ）

5㎝

68 69



第 43 図　RA10 竪穴建物跡出土遺物

81（SE－B層）

84（土器No.1－床面）

87（SW－床面）

85（土器No.2－床面）

86（NE－床面）

82（土器No.3－床面）

83（SW－床面）

0 1：3 10㎝

0 1：2 5㎝
（87 のみ）
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第 43 図　RA10 竪穴建物跡出土遺物

81（SE－B層）

84（土器No.1－床面）

87（SW－床面）

85（土器No.2－床面）

86（NE－床面）

82（土器No.3－床面）

83（SW－床面）

0 1：3 10㎝

0 1：2 5㎝
（87 のみ）

第 44 図　RA11 竪穴建物跡出土遺物

88（土器No.6－K 層）

89（土器No.8－K 層）

90（土器No.5－K 層）

91（土器No.4－床面 K層）

92（土器No.1－床面）

0 1：3 10㎝
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第 45 図　RA12・RE01 竪穴建物跡，RD10 土坑，検出面　出土遺物

93（RA12－NE－A層）

95（RE01－ベルト②NW－B層）

94（RA12－土器 No.1－K層）

96（RE01－SE－B層）

98（RD10－A層）

99（RX-122 , RY+388－検出面）

97（RE01－NE－B層）

0 1：3 10㎝ 0 1：2 5㎝
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第㸲❶ 科学分ᯒ・保存ฎ理
ͤ第㸲❶୰の(遺ᵓ␒号)は，調査᫬の遺ᵓ␒号。

㸯 ᨺᑕᛶⅣ⣲ᖺ௦ ᐃ

࣎ࣛ・࢜ࣞࣃ AMS 年代測ᐃࣝࢢーࣉ

ఀ藤 ⱱ・బ藤ṇ教・ᘅ田ṇ史・山ᙧ⚽ᶞ・Zaur Lomtatidze・㯮沼保Ꮚ

（㸯）はࡵࡌに

盛岡市のⲨ屋遺跡第 5 次調査で出土したⅣ化ᮦについてࠊຍ㏿ჾ㉁㔞分ᯒἲ（AMS ἲ）によるᨺᑕ性Ⅳ素

年代測ᐃを行った。なࠊ࠾同じヨ料を⏝いてᶞ✀同ᐃも行われている（ᶞ✀同ᐃの項参↷）。

（㸰）ヨᩱと᪉ἲ

ヨ料はࠊRA04(RA01)❿✰ᘓ物跡のᗋ面とࠊRA08(RA05)❿✰ᘓ物跡のᗋ面࠾よࡧᪧ࢝マࢻⅆᗋ面ᩚ地土ࠊ

RA09(RA06)❿✰ᘓ物跡の C ᒙࠊRD15(RD11)土ᆙの B ᒙから出土したⅣ化ᮦྜࠊィ㸳Ⅼである。ヨ料はࠊいず

れも᭱⤊ᙧᡂ年㍯が残存して࠾らずࠊ部఩不明であった。なࠊ࠾調査所見からࠊRA04(RA01)❿✰ᘓ物跡と

RA08(RA05)❿✰ᘓ物跡ࠊRA09(RA06)❿✰ᘓ物跡はዉⰋ᫬代ࠊRD15(RD11)土ᆙはዉⰋ᫬代以㝆と推測されてい

る。測ᐃヨ料の᝟報ࠊ調〇ࢹーࢱは第 10 ⾲のと࠾りである。ヨ料は調〇後ࠊຍ㏿ჾ㉁㔞分ᯒィ（࢜ࣞࣃ・ࣛ

ࢺࢡࣃࣥࢥࠊ࣎ AMS㸸NEC 〇 1.5SDH）を⏝いて測ᐃした。ᚓられた 14C ⃰度について同఩体分別ຠᯝの⿵ṇ

を行った後14ࠊC 年代ᬺࠊ年代を⟬出した。

➨ 10 ⾲  ᐃヨᩱࡧࡼ࠾ฎ⌮

測ᐃ␒号
遺跡ࢹーࢱ

(調査᫬遺ᵓ␒号)
ヨ料ࢹーࢱ 前ฎ理

PLD-41808

遺ᵓ㸸RA04(RA01)❿✰ᘓ物跡

ᒙ఩㸸ᗋ面

資料 No.1

✀㢮㸸Ⅳ化ᮦ（ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇）

ヨ料の性≧㸸᭱⤊ᙧᡂ年㍯以እࠊ部఩不明

≧ែ㸸dry

㉸㡢波Ὑ浄

有ᶵ⁐๣ฎ理㸸ࣥࢺࢭ࢔

㓟・࢝ࣝ࢔リ・㓟Ὑ浄（ሷ㓟㸸1.2 

mol/L,水㓟化 ࢼ リࢺ ࢘ 㸸࣒ 1.0 

mol/L,ሷ㓟㸸1.2 mol/L）

PLD-41809

遺ᵓ㸸RA08(RA05)❿✰ᘓ物跡

ᒙ఩㸸ᗋ面

資料 No.2

✀㢮㸸Ⅳ化ᮦ（ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇）

ヨ料の性≧㸸᭱⤊ᙧᡂ年㍯以እࠊ部఩不明

≧ែ㸸dry

㉸㡢波Ὑ浄

有ᶵ⁐๣ฎ理㸸ࣥࢺࢭ࢔

㓟・࢝ࣝ࢔リ・㓟Ὑ浄（ሷ㓟㸸1.2 

mol/L,水㓟化 ࢼ リࢺ ࢘ 㸸࣒ 1.0 

mol/L,ሷ㓟㸸1.2 mol/L）

PLD-41810

遺ᵓ㸸RA08(RA05)❿✰ᘓ物跡

఩置㸸ᪧ࢝マࢻⅆᗋ面ᩚ地土

ᒙ఩㸸L3 ᒙ

資料 No.3

✀㢮㸸Ⅳ化ᮦ（ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇）

ヨ料の性≧㸸᭱⤊ᙧᡂ年㍯以እࠊ部఩不明

≧ែ㸸dry

㉸㡢波Ὑ浄

有ᶵ⁐๣ฎ理㸸ࣥࢺࢭ࢔

㓟・࢝ࣝ࢔リ・㓟Ὑ浄（ሷ㓟㸸1.2 

mol/L,水㓟化 ࢼ リࢺ ࢘ 㸸࣒ 1.0 

mol/L,ሷ㓟㸸1.2 mol/L）

PLD-41811

遺ᵓ㸸RA09(RA06)❿✰ᘓ物跡

ᒙ఩㸸C ᒙ

資料 No.4

✀㢮㸸Ⅳ化ᮦ（ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇）

ヨ料の性≧㸸᭱⤊ᙧᡂ年㍯以እࠊ部఩不明

≧ែ㸸dry

㉸㡢波Ὑ浄

有ᶵ⁐๣ฎ理㸸ࣥࢺࢭ࢔

㓟・࢝ࣝ࢔リ・㓟Ὑ浄（ሷ㓟㸸1.2 

mol/L,水㓟化 ࢼ リࢺ ࢘ 㸸࣒ 1.0 

mol/L,ሷ㓟㸸1.2 mol/L）

PLD-41812

遺ᵓ㸸RD15(RD11)土ᆙ

ᒙ఩㸸B ᒙ

資料 No.5

✀㢮㸸Ⅳ化ᮦ（ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇）

ヨ料の性≧㸸᭱⤊ᙧᡂ年㍯以እࠊ部఩不明

≧ែ㸸dry

㉸㡢波Ὑ浄

有ᶵ⁐๣ฎ理㸸ࣥࢺࢭ࢔

㓟・࢝ࣝ࢔リ・㓟Ὑ浄（ሷ㓟㸸1.2 

mol/L,水㓟化 ࢼ リࢺ ࢘ 㸸࣒ 1.0 

mol/L,ሷ㓟㸸1.2 mol/L）

第 45 図　RA12・RE01 竪穴建物跡，RD10 土坑，検出面　出土遺物

93（RA12－NE－A層）

95（RE01－ベルト②NW－B層）

94（RA12－土器 No.1－K層）

96（RE01－SE－B層）

98（RD10－A層）

99（RX-122 , RY+388－検出面）

97（RE01－NE－B層）

0 1：3 10㎝ 0 1：2 5㎝
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（㸱）⤖ᯝ

第 11 ⾲にࠊ同఩体分別ຠᯝの⿵ṇに⏝いるⅣ素同఩体ẚ（ț 13C）ࠊ同఩体分別ຠᯝの⿵ṇを行ってᬺ年㍑

ṇに⏝いた年代್と㍑ṇによってᚓられた年代⠊ᅖ័ࠊ ⏝にᚑって年代್とㄗᕪを୸めて⾲示した 14C 年代ࠊ

ᬺ年㍑ṇ結ᯝをࠊ第 46 図にᬺ年㍑ṇ結ᯝをそれࡒれ示す。ᬺ年㍑ṇに⏝いた年代್は下 1 ᱆を୸めていな

い್でありࠊ今後ᬺ年㍑ṇ᭤⥺が᭦᪂された際にこの年代್を⏝いてᬺ年㍑ṇを行うために記載した。

14C 年代は AD1950 年をᇶⅬにしてఱ年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の⟬出には14ࠊC の༙ῶ期

として Libby の༙ῶ期 5568 年を౑⏝した。またࠊ௜記した 14C 年代ㄗᕪ（s1Ȫ）はࠊ測ᐃの⤫ィㄗᕪࠊᶆ‽

೫ᕪ等にᇶ࡙いて⟬出されࠊヨ料の 14C 年代がその 14C 年代ㄗᕪ内にධる☜⋡が 68.27㸣であることを示す。

なᬺࠊ࠾年㍑ṇの詳細は以下のと࠾りである。

ᬺ年㍑ṇとはࠊ大Ẽ୰の 14C ⃰度が一ᐃで༙ῶ期が 5568 年として⟬出された 14C 年代にᑐしࠊ㐣去のᏱᐂ

⥺ᙉ度や地⌫☢場のኚືによる大Ẽ୰の 14C ⃰度のኚື࠾ࠊよ༙ࡧῶ期の㐪い（ 14C の༙ῶ期 5730s40 年）を

㍑ṇしてࠊよりᐇ際の年代್に近いものを⟬出することである。

14C年代のᬺ年㍑ṇにはOxCal4.4（㍑ṇ᭤⥺ࢹーࢱ㸸IntCal20）を౑⏝した。な1ࠊ࠾Ȫᬺ年代⠊ᅖはࠊOxCal

の☜⋡ἲを౑⏝して⟬出された14C年代ㄗᕪに相当する68.27㸣信頼㝈⏺のᬺ年代⠊ᅖでありࠊ同様に2Ȫᬺ年

代⠊ᅖは95.45㸣信頼㝈⏺のᬺ年代⠊ᅖである。ࢥࢵ࢝内の百分⋡の್はࠊその⠊ᅖ内にᬺ年代がධる☜⋡を

ព࿡する。ࣇࣛࢢ୰の⦪㍈上の᭤⥺は14C年代の☜⋡分布を示しࠊ஧㔜᭤⥺はᬺ年㍑ṇ᭤⥺を示す。

➨11⾲ ᨺᑕᛶⅣ⣲ᖺ௦ ᐃᬺࡧࡼ࠾ᖺ㍑ṇの⤖ᯝ

測ᐃ␒号
ț13C

(‰)

ᬺ年㍑ṇ⏝年代

(yrBPs1Ȫ)

14C 年代

(yrBPs1Ȫ)

14C年代をᬺ年代に㍑ṇした年代⠊ᅖ

1Ȫᬺ年代⠊ᅖ 2Ȫᬺ年代⠊ᅖ

PLD-41808

資料No.1
-26.34s0.30 1280s21 1280s20

679-707 cal AD (31.01%) 

725-749 cal AD (24.32%) 

758-768 cal AD (10.61%) 

771-773 cal AD ( 2.32%)

671-774 cal AD (95.45%)

PLD-41809

資料No.2
-28.06s0.22 1361s20 1360s20 651-666 cal AD (68.27%)

643-679 cal AD (93.13%)

751-758 cal AD ( 2.32%)

PLD-41810

資料No.3
-28.14s0.23 1284s20 1285s20

677-706 cal AD (33.04%) 

727-729 cal AD ( 1.76%) 

737-752 cal AD (15.75%) 

757-773 cal AD (17.72%)

671-709 cal AD (39.41%)

711-774 cal AD (56.04%)

PLD-41811

資料No.4
-28.02s0.23 1306s20 1305s20

667-686 cal AD (26.56%) 

742-762 cal AD (29.83%) 

764-772 cal AD (11.88%)

660-706 cal AD (45.74%)

726-773 cal AD (49.71%)

PLD-41812

資料No.5
-28.60s0.23 1489s20 1490s20 568-602 cal AD (68.27%)

550-608 cal AD (85.83%)

621-638 cal AD ( 9.62%)
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（㸲）⪃ᐹ

以下ྛࠊヨ料のᬺ年㍑ṇ結ᯝのうち2ࠊȪᬺ年代⠊ᅖ（☜⋡ 95.45%）に╔目して結ᯝをᩚ理する。

RA04(RA01)❿✰ᘓ物跡のᗋ面から出土したⅣ化ᮦ（資料 No.1㸸PLD-41808）のᬺ年代⠊ᅖは671-774ࠊ cal 

AD (95.45%)であった。これは 7 世紀後༙～8 世紀後༙でࠊ㣕㫽᫬代～ዉⰋ᫬代のᬺ年代である。

RA08(RA05)❿✰ᘓ物跡のᗋ面から出土したⅣ化ᮦ（資料 No.2㸸PLD-41809）のᬺ年代⠊ᅖは643-679ࠊ cal 

AD (93.13%)࠾よࡧ 751-758 cal AD (2.32%)であった。これは 7 世紀୰㡭～8 世紀୰㡭でࠊ㣕㫽᫬代～ዉⰋ

᫬代のᬺ年代である。またࠊᪧ࢝マࢻⅆᗋ面ᩚ地土から出土したⅣ化ᮦ（資料 No.3㸸PLD-41810）のᬺ年代

⠊ᅖは671-709ࠊ cal AD (39.41%)࠾よࡧ 711-774 cal AD (56.04%)であった。これは 7 世紀後༙～8 世紀後

༙でࠊ㣕㫽᫬代～ዉⰋ᫬代のᬺ年代である。

RA09(RA06)❿✰ᘓ物跡の C ᒙから出土したⅣ化ᮦ（資料 No.4㸸PLD-41811）のᬺ年代⠊ᅖは660-706ࠊ cal 

AD (45.74%)࠾よࡧ 726-773 cal AD (49.71%)であった。これは 7 世紀後༙～8 世紀後༙でࠊ㣕㫽᫬代～ዉⰋ

᫬代のᬺ年代である。

RD15(RD11)土ᆙの B ᒙから出土したⅣ化ᮦ（資料 No.5㸸PLD-41812）のᬺ年代⠊ᅖは550-608ࠊ cal AD 

ࡧよ࠾(85.83%) 621-638 cal AD (9.62%)であった。これは 6 世紀୰㡭～7 世紀前༙でྂࠊቡ᫬代後期～㣕㫽

᫬代のᬺ年代である。

RA04(RA01)❿✰ᘓ物跡と RA08(RA05)❿✰ᘓ物跡ࠊRA09(RA06)❿✰ᘓ物跡は調査所見によればዉⰋ᫬代と推

ᐃされて࠾りࠊ今ᅇの年代測ᐃの結ᯝはᩚྜ的であった。一方でࠊRD15(RD11)土ᆙのⅣ化ᮦの年代測ᐃ結ᯝ

はྂቡ᫬代後期～㣕㫽᫬代のᬺ年代でありࠊ推ᐃ᫬期であるዉⰋ᫬代以㝆よりも 70 年以上ྂいᬺ年代を示

した。

なࠊ࠾ᮌᮦは᭱⤊ᙧᡂ年㍯部分を測ᐃするとᯤṚもしくはఆ᥇年代がᚓられるがࠊ内ഃの年㍯を測ᐃする

と内ഃであるほྂ࡝い年代がᚓられる（ྂᮌຠᯝ）。今ᅇ測ᐃを行ったヨ料はࠊいずれも᭱⤊ᙧᡂ年㍯が残存

して࠾らずࠊ残存している᭱እ年㍯のさらにእഃにも年㍯が存在していたはずである。したがってࠊᮌᮦが

ᐇ際にᯤṚもしくはఆ᥇されたのはࠊ測ᐃ結ᯝの年代よりもやや᪂しい᫬期であったと考えられる。

RD15(RD11)土ᆙの資料 No.5（PLD-41812）がྂいᬺ年代を示したのはྂࠊ ᮌຠᯝのᙳ㡪による可能性がある。
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第 46 図　暦年較正結果
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㸰 Ⲩᒇ㑇㊧ฟ土Ⅳ໬ᮦのᶞ✀ྠᐃ

㯮沼保Ꮚ（࣎ࣛ・࢜ࣞࣃ）

（㸯）はࡵࡌに

盛岡市のⲨ屋遺跡第 5 次調査で出土したⅣ化ᮦのᶞ✀同ᐃを行った。なࠊ࠾同じヨ料を⏝いてᨺᑕ性Ⅳ素

年代測ᐃも行われている（ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃの項参↷）。

（㸰）ヨᩱと᪉ἲ

ヨ料はࠊዉⰋ᫬代の❿✰ᘓ物跡である RA04(RA01)❿✰ᘓ物跡ࠊRA08(RA05)❿✰ᘓ物跡ࠊRA09(RA06)❿✰ᘓ

物跡から出土したⅣ化ᮦィ 4 ⅬとࠊዉⰋ᫬代以㝆と推ᐃされている土ᆙ RD15(RD11)から出土したⅣ化ᮦ 1 Ⅼ

のྜࠊ ィ 5 Ⅼである。ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃの結ᯝࠊRA04(RA01)❿✰ᘓ物跡ࠊRA08(RA05)❿✰ᘓ物跡ࠊRA09(RA06)

❿✰ᘓ物跡出土のⅣ化ᮦは㣕㫽～ዉⰋ᫬代ࠊ土ᆙ RD15(RD11)出土のⅣ化ᮦはྂቡ᫬代後期～㣕㫽᫬代のᬺ年

代を示した（ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃの項参↷）。

ᶞ✀同ᐃに先立ちࠊ⫗║ほ察とᐇ体顕ᚤ㙾ほ察によるᙧ≧の☜ㄆとࠊ残存年㍯ᩘ࠾よࡧ残存ᚄのィ測を行

った。その後ࢯ࣑࢝ࠊリまたは手で 3 ᩿面（ᶓ᩿面・᥋⥺᩿面・ᨺᑕ᩿面）を๭り出しࠊヨ料ྎにヨ料を୧

面ࢸーࣉでᅛᐃした。次にࢱࢵࣃࢫࣥ࢜࢖ࠊで㔠ࢥーࢢࣥ࢕ࢸを᪋しࠊ㉮査ᆺ㟁Ꮚ顕ᚤ㙾（KEYENCE 社〇 VHX-

D510）を⏝いてᶞ✀の同ᐃと෗┿᧜ᙳを行った。

（㸱）⤖ᯝ

ᶞ✀同ᐃの結ᯝࠊヨ料はいずれも広ⴥᶞのࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇であった。結ᯝを第 12 ⾲に示す。

➨ 12 ⾲ ᶞ✀ྠᐃ⤖ᯝ

㈨ᩱ

␒ྕ
㑇㊧ 㑇ᵓ ఩⨨

ᖹ㠃

ᅗ㠃␒ྕ
層఩

䝃䜲䝈(mm)

㛗㽢ᖜ㽢ཌ
ᶞ✀ ᮌྲྀ䜚

ᖺ௦ ᐃ

␒ྕ

1 Ⲩᒇ㑇㊧
RA04(RA01)

❿✰ᘓ≀㊧
Ⅳ No.1 ᗋ㠃 24㽢20㽢19 䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷⠇ 䜏䛛䜣๭䜚≧

PLD-

41808

2 Ⲩᒇ㑇㊧
RA08(RA05)

❿✰ᘓ≀㊧
Ⅳ No.3 ᗋ㠃 43㽢18㽢0.9 䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷⠇ ୙᫂

PLD-

41809

3 Ⲩᒇ㑇㊧
RA08(RA05)

❿✰ᘓ≀㊧
旧䜹䝬䝗ⅆᗋ㠃ᩚᆅ土 L3 層 11㽢0.6㽢0.8 䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷⠇ ୙᫂

PLD-

41810

4 Ⲩᒇ㑇㊧
RA09(RA06)

❿✰ᘓ≀㊧
Ⅳ No.2 C 層 39㽢32㽢19 䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷⠇ 䜏䛛䜣๭䜚≧

PLD-

41811

5 Ⲩᒇ㑇㊧ RD15(RD11)土ᆙ B 層 26㽢17㽢0.9 䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷⠇ ୙᫂
PLD-

41812

以下にࠊ同ᐃ᰿ᣐとなったᮌᮦ⤌⧊の特ᚩを記載しࠊ㉮査ᆺ㟁Ꮚ顕ᚤ㙾෗┿を図版に示す。

⠇ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ（1） Quercus sect. Prinus 科ࢼࣈ 図版 1a-1c（No.1）2ࠊa-2c（No.2）3ࠊa-3c（No.3）ࠊ

4a-4c（No.4）5ࠊa-5c（No.5）

大ᆺの道管が年㍯のはじめに 1 ิ⛬度୪ࠊࡧᬌᮦ部ではⷧቨでゅᙇった小道管がⅆ⅖≧に配ิする⎔Ꮝᮦ

である。㍈方ྥᰂ⤌⧊はいࡧつな⥺≧となる。道管の✸Ꮝは༢一である。ᨺᑕ⤌⧊は同性でࠊ༢ิと広ᨺᑕ

⤌⧊の 2 ✀㢮がある。

シ࣡がある。ᮦ࢞ࣛࢼࠊࣛࢼࢥࠊࣛࢼズ࣑シ࣡と࢝ࠊ⠇はᬮᖏから ᖏ下部に分布するⴠⴥ高ᮌでࣛࢼࢥ

は඲体的に㔜◳でࠊຍᕤᅔ㞴である。
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（㸲）⪃ᐹ

今ᅇᶞ✀同ᐃを行った RA04(RA01)❿✰ᘓ物跡と RA08(RA05)❿✰ᘓ物跡ࠊRA09(RA06)❿✰ᘓ物跡から出土

したⅣ化ᮦィ 4 ⅬとࠊRD15(RD11)土ᆙから出土したⅣ化ᮦ 1 Ⅼはࠊいずれもࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇であった。

RA04(RA01)❿✰ᘓ物跡出土の資料 No.1 と RA08(RA05)❿✰ᘓ物跡の資料 No.2ࠊRA09(RA06)❿✰ᘓ物跡出土の

資料 No.4 はᘓ⠏部ᮦࠊRA08(RA05)❿✰ᘓ物跡のᪧ࢝マࢻⅆᗋ面ᩚ地土出土の資料 No.3 は⇞料ᮦと推測され

る。RD15(RD11)土ᆙ出土の資料 No.5 は⏝㏵不明である。

⏝多⏝㏵に利࡝ᘓ⠏部ᮦやჾ具ᮦなࠊによく⏕育する。ᮦは㔜◳で࡝⠇は᪥当たりのⰋい஧次ᯘなࣛࢼࢥ

されるほかࠊ⇞料ᮦとしてはⅆ持ちがⰋい（ఀᮾ・山田編，2012）。

【ᘬ⏝・参考文献】

ᖹ井信஧（1996）ᮌの大百科㸬394p，ᮅ಴書店㸬

ఀᮾ㝯ኵ・山田昌ஂ編（2012）ᮌの考ྂ学㸫出土ᮌ〇ရ⏝ᮦࢹー࣋ࢱーࢫ㸫㸬449p，ᾏ青社㸬

ఀᮾ㝯ኵ・బ野㞝୕・Ᏻ部 ஂ・内ᾏὈᘯ・山ཱྀ和✑（2011）᪥本有⏝ᶞᮌㄅ㸬238p，ᾏ青社㸬
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➨㸰ᅗ∧ Ⅳ໬ᮦの㉮ᰝᆺ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾෗┿

1a-1c㸬ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇（No.1）2ࠊa-2c㸬ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇（No.2）3ࠊa-3c㸬ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇（No.3）ࠊ

4a-4c㸬ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇（No.4）5ࠊa-5c㸬ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ⠇（No.5）

a㸸ᶓ᩿面ࠊb㸸᥋⥺᩿面ࠊc㸸ᨺᑕ᩿面

第２図版　炭化材の走査型電子顕微鏡写真
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㸱 Ⲩᒇ㑇㊧ฟ土㕲〇ရのಖᏑฎ⌮

ᰴᘧ会社࣎ࣛ・࢜ࣞࣃ

（㸯）ಖᏑฎ⌮㑇≀୍ぴ

ฎ理

No
遺物✀㢮 ᮦ㉁

ἲ㔞(cm・g)

ฎ理 現存長 ᭱大ᖜ ᭱大ཌ 㔜㔞

1 ยᏊ 㕲
前 22.00 1.68 0.78 33.30 

後 21.80 1.66 0.97 36.30 

2 ยᏊ 㕲
前 6.58 1.67 0.67 6.40 

後 6.58 1.41 0.67 7.40 

（㸰）㑇≀のᡤぢ

以下にฎ理␒号と遺物␒号をే記してࠊ保存ฎ理㐣⛬でᚓられた所見を記す。

。㸰はยᏊであるࠊ１

１は㗵化しきってⰺ部が✵洞化する。⾲面は土◁がそって㖔物化がすすみࣝࢱ࣓ࠊは残存しない。㸰は」

ᩘの㗵こࡪができࠊⰺ部は✵洞化する。

（㸱）ฎ⌮ᕤ⛬

ᕤ⛬は以下の㡰で行った。

(1)資料☜ㄆཬࡧ記録（෗┿᧜ᙳ）Ѝ(2)X⥺㏱㐣෗┿᧜ᙳЍ(3)ࢡリーࢢࣥࢽ・⬺ሷฎ理Ѝ

(4)ῶᅽ஝⇱Ѝ(5)ࢡ࢔リࣝᶞ⬡ྵᾐЍ(6)ᩚᙧ（᥋ྜ）Ѝ(7)ࢡ࢔リࣝᶞ⬡ሬ布Ѝ

(8)ᩚᙧ（⿵ᙬ・௙上げ）Ѝ(9)ฎ理後෗┿Ѝ(10)ฎ理後記録

（3-1）㈨ᩱ☜ㄆཬࡧグ㘓（෗┿᧜ᙳ）

ฎ理前の遺物の≧ែを記録するためࠊ遺物１Ⅼࡈとに⾲⿬１ࢺࢵ࢝ずつ࢖ࢧࣝࣇࠊズ一║ࣞ࢝ࣝࢱࢪࢹࣇ

࣓ࣛを౑⏝して෗┿᧜ᙳを行った。またࠊฎ理前のἲ㔞を記録した。

（3-2）X⥺㏱㐣෗┿᧜ᙳ

X⥺㏱㐣᳨査⿦置（リࢡ࢞〇ࣛ200ࢫࢡࢵࣞࣇ࢜ࢪEGM2）を౑⏝して遺物の㏱㐣෗┿を᧜ᙳしࠊ⫗║ではุ

別できない遺物の㍯㒌やひࡧ๭れの有無ࠊ密度≧ែを調査した。᧜ᙳ᮲௳は管㟁ᅽ㸸80～100kVࠊ管㟁ὶ㸸5mAࠊ

↷ᑕ᫬間㸸30⛊間ࠊ↷ᑕ㊥㞳㸸0.75mである。᧜ᙳ፹体には࣓࢖ーࣞࣉࢢࣥࢪーࢺ（ᐩኈ࣒ࣝ࢖ࣇ〇ST-VI）

を౑⏝しࠊIPࢼࣕ࢟ࢫー（リࢡ࢞〇CR-1012）で25ȣmࢳࢵࣆで読みྲྀった。

⌮ሷฎ⬺࣭ࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡ（3-3）

௜╔したἾ土と不要な㗵の㝖去を行っࠊをే⏝し࡝な（ーࢱリࣗー）ーࢲࣥ࢖ࣛࢢ⢭密ࠊࣇ࢖ࢼࣥ࢖ࢨࢹ

た。またࣀࢱ࢚ーࣝ・࢟シࣞࣥ・㓑㓟ࣝࢳ࢚を㸰㸸㸰㸸１の๭ྜでΰྜしたὙ浄ᾮで㗵やởれをὙ浄した。

㕲〇ရの⬺ሷฎ理は࢝ࣝ࢔リ水⁐ᾮἲで行った。⣧水に水㓟化リ0.25࣒࢘ࢳ%（0.1mol/L）を⁐かしてࠊpH12

前後に調ᩚした⬺ሷ⁐ᾮを౑⏝した。ᐃ期的に⁐ᾮ஺᥮と⃰ࣥ࢜࢖度測ᐃを行った。⬺ሷฎ理の⤊஢Ⅼはࠊ
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⁐出したሷ化物ࣥ࢜࢖の測ᐃ್が１リࣝࢺࢵあたり10mg（⃰度᥮⟬10ppm）以下を目Ᏻとした*1。ሷ化物࢜࢖

Dionexࠊの測ᐃにはࣥ࢜࢖㓟◲ࠊࣥ Aquion（ࢧーࣔࢵ࢕ࣇシࣕーࢡࢵ࢕ࣇ࢕ࢸ࢚ࣥ࢖ࢧ社〇）を౑⏝した

（PL.１）。

⬺ሷฎ理は672᫬間（28᪥間）行った。᭱⤊的なሷ化物⃰ࣥ࢜࢖度は１リࣝࢺࢵあたり1.74mg/Lࠊ◲㓟࢜࢖

ࣥ⃰度は１リࣝࢺࢵあたり7.47mg/Lである（PL.㸰,㸱）。

⬺ሷฎ理後࢝ࣝ࢔⬺ࠊリฎ理として⣧水を㐺ᐅ஺᥮しながら24᫬間ᾐₕしࠊ⬺水ฎ理としてࣀࢱ࢚ーࣝに

24᫬間ᾐₕした。

PL.1  ᐃ᮲௳

㝜（ࣥ࢜ࢽ࢔）ࣥ࢜࢖測ᐃ

分㞳࣒ࣛ࢝ IonPacAS12A-SC 4mm

ヨ料ὀධ㔞

5mL

5mLࠊーࣛࣉࣥࢧࢺー࢜） ࣝ࢔࢖ࣂ

౑⏝1.5ࠊmL/1 ᅇὀධ）

࣒ࣛ࢝ࢻー࢞ IonPacAG12A-SC 4mm

⁐㞳ᾮ
Ⅳ㓟ࢺࢼリ࣒࢘ 2.7mmol/L

Ⅳ㓟水素ࢺࢼリ࣒࢘ 0.3mmol/L

ࢧࢵࣞࣉࢧ

Dionex ERS 500 ࢧࢵࣞࣉࢧ

ࢧࢵࣞࣉࢧࢺー࢜ࣥ࢜ࢽ࢔

リࣔࣝࢡ࢖ࢧーࢻ

⁐㞳ᾮὶ㔞 1.5mL/min

ヨ料導ධ㔞 25µL

PL.2 ⬺ሷ⁐ᾮの㝜ࣥ࢜࢖⁐ฟ⃰ᗘの⤒㐣(⾲)

測ᐃ

ᅇᩘ

ฎ理

᫬間

(h)

ሷ化物ࣥ࢜࢖

Clͼ

(mg/L)

◲㓟ࣥ࢜࢖

SO΅ tͼ

(mg/L)

開ጞ 0 - -

1 96 2.43 16.51 

2 168 1.72 7.75 

3 264 1.73 8.03 

4 336 1.74 7.26 

5 432 1.67 7.30 

6 504 1.71 6.66 

7 600 1.78 6.51 

8 672 1.74 7.47 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0 96 100 168 200 264 300 336 400 432 500 504 600 672 700

イ
オ
ン
濃
度（

㎎
/L

)

処理時間(h)

PL.3 脱塩溶液の陰イオン溶出濃度の経過（グラフ）

塩化物イオン
Cl⁻ (mg/L)

硫酸イオン
SO₄ ²⁻ (mg/L)

0 100       200      300       400       500      600      700

▼脱塩終了基準値(10.0㎎/L)
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（3-4）ῶᅽ஝⇱

⬺ሷฎ理後はῶᅽ஝⇱を行った。஝⇱後に㝖去可能な㗵をࢡリーࢢࣥࢽした。

ᶞ⬡ྵᾐࣝࣜࢡ࢔（3-5）

㕲〇ရにはࢡ࢔リࣝᶞ⬡ࢻ࢖ࣟࣛࣃNAD-10 30%ࢧࣇࢼࢺࣥ࣋ࣝࢯ⁐ᾮを౑⏝した。ึᅇは0.1mPa以下で㸴

᫬間ῶᅽして18᫬間㟼置しྀྲࠊ り出し後7᪥間㢼஝を行った。㸰ᅇ目・㸱ᅇ目は１᫬間ῶᅽして㸰᫬間㟼置しࠊ

ྲྀり出し後は࢟シࣞࣥでవ分なᶞ⬡を㝖いて60Υ24᫬間のຍ⇕஝⇱を行った。

（3-6）ᩚᙧ（᥋ྜ）

１は࣏࢚࢟シᶞ⬡⣔᥋╔๣を⏝いて᥋ྜした。᥋ྜ部の㝽間やࢡࢵࣛࢡには᥋╔๣に඘ሸᮦࣀ࢙ࣇーࣝマ

。ーࣝをΰ⦎したものを⏝いて⿵ሸしたࢪ࢚ࣟーࣥやࣝࣂࣟࢡ࢖

ᶞ⬡ሬᕸࣝࣜࢡ࢔（3-7）

⾲面保護をᙉᅛにするためࠊῶᅽྵᾐに౑⏝した⁐ᾮを㸱～㸴ಸᕼ㔘して㸱度ሬ布ྵᾐした。１ᅇሬ布ࡈ

とに㢼஝を行った。

（3-8）ᩚᙧ（⿵ᙬ࣭௙ୖࡆ）

ᶞ⬡部分はᡂᙧ後ࢡ࢔ࠊリࣝࢵ࢞シࣗで࿘ᅖと㐪和感のない⛬度に⿵ᙬした。ᶞ⬡の光ἑが目立つ遺物に

はࠊ⾲面につやᾘしのࢡ࢔リࣝᶞ⬡ࣞࣉࢫーを１～㸰度ᄇ㟝した。᭱後に60Υ24᫬間のຍ⇕஝⇱を行ってฎ

理᏶஢とした。

（3-9）ฎ⌮ᚋ෗┿

ฎ理前の遺物の≧ែを記録するためࠊ遺物１Ⅼࡈとに⾲⿬１ࢺࢵ࢝ずつ࢖ࢧࣝࣇࠊズ一║ࣞ࢝ࣝࢱࢪࢹࣇ

࣓ࣛを౑⏝して෗┿᧜ᙳを行った。

（3-10）ฎ⌮ᚋグ㘓

ฎ理後のἲ㔞を記録した。

*1）ᯇ井ᩄஓ 2009 年「出土㕲〇ရの保存とᑐ応」同ᡂ社
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（㸲）ྛᕤ⛬に౑⏝ࡓࡋ⸆๣と౑⏝᮲௳

౑⏝ᕤ⛬ ✀㢮 ရ名 ౑⏝᮲௳

ࢢࣥࢽリーࢡ

⁐๣
ーࣝࣀࢱ࢚

(和光⣧⸆ᕤᴗ)
ࢳ࢚シࣞࣥ・㓑㓟࢟・ーࣝࣀࢱ࢚

ࣝを㸰㸸㸰㸸１の๭ྜでΰྜした

Ὑ浄ᾮで㗵やởれをὙ浄した。

⁐๣
シࣞࣥ࢟

(和光⣧⸆ᕤᴗ)

⁐๣
㓑㓟ࣝࢳ࢚

(和光⣧⸆ᕤᴗ)

⬡リࣝᶞࢡ࢔
ࢻ࢖ࣟࣛࣃ B-72

(Rohm&Haas)
にࣥࢺࢭ࢔ 10%⃰度で⁐かしたも

のをࠊひࡧ๭れの保護のためにሬ

布。⁐๣
ࣥࢺࢭ࢔

(和光⣧⸆ᕤᴗ)

⬺ሷฎ理・

Ᏻᐃ化ฎ理
リ⸆๣࢝ࣝ࢔

水㓟化リ࣒࢘ࢳ

(和光⣧⸆ᕤᴗ)

㕲〇ရの⬺ሷฎ理に౑⏝。⣧水に

0.25%⃰度（0.1mol/L）で⁐か

しࠊpH12 前後に調ᩚして 38 ᪥間

⬺ሷฎ理に౑⏝。

ᶞ⬡ྵᾐ・ሬ布

⬡リࣝᶞࢡ࢔
ࢻ࢖ࣟࣛࣃ NAD-10

(Rohm&Haas)

にࢧࣇࢼࢺࣥ࣋ࣝࢯ 30%⃰度で⁐

かしたものをྵᾐに౑⏝。ῶᅽ

0.1MPa 以下㸰᫬間ࠊ常ᅽ㸰᫬間

㟼置。ྵᾐᅇᩘ㸰ᅇ。⁐๣
ࢧࣇࢼࢺࣥ࣋ࣝࢯ SN-1

(和光⣧⸆ᕤᴗ)

᥋ྜ・඘ሸ・⿵ᙬ

シ᥋╔๣࣏࢚࢟ ࢻࣥ࣎ (シࢽࢥ)㸳ࢡࢵ࢖ࢡ
遺物の᥋ྜࠊḞᦆ部の඘ሸ・᚟原

に౑⏝。

඘ሸᮦ
ーࣥࣝࣂࣟࢡ࢖ーࣝマࣀ࢙ࣇ

（୕ᜏၟ事）
Ḟᦆ⟠所の⿵ሸに౑⏝。

リࣝ⤮の具ࢡ࢔
シࣗࢵ࢞リࣛࢡ࢔

（ࣥ࢖࣋ࣝ࣍）
⿵ሸ部のྂⰍ௜けに౑⏝。

つやᾘしሬ料

ࣥ࣌ࢫ࢔ ーࣞࣉࢫー࢝ࢵࣛ

つやᾘしࢡリࣖ

（ࣥ࣌ࣄࢧ࢔）

ࢫリࣝᶞ⬡の㏱明・つやᾘしࢡ࢔

ー。⾲面ฎ理として㸰度ᄇ㟝ࣞࣉ

した。
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第３図版　鉄製品保存処理作業工程写真
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第４図版　処理No.1 鉄製品　保存処理前・後写真
（RA08 竪穴建物跡出土　刀子）

ಖᏑฎ⌮๓෗┿

ಖᏑฎ⌮ᚋ෗┿
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第５図版　処理No.2 鉄製品　保存処理前・後写真
（RA07 竪穴建物跡出土　刀子）

ಖᏑฎ⌮๓෗┿

ಖᏑฎ⌮ᚋ෗┿
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第５図版　処理No.2 鉄製品　保存処理前・後写真
（RA07 竪穴建物跡出土　刀子）

ಖᏑฎ⌮๓෗┿

ಖᏑฎ⌮ᚋ෗┿

第６図版　鉄製品　Ｘ線写真
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第㸳❶ 第㸱次調査ᴫ要

㸯 ⤒㐣

ᖹᡂ 10 年㸵᭶ 21 ᪥௜でඹ同住宅ᘓ⠏にకうⓎ᥀ᒆの提出があり，同㸷᭶㸰᪥にヨ᥀調査をᐇ᪋したとこ

ろ，❿✰ᘓ物跡と⁁跡を᳨出し土師ჾᩘⅬの出土があった。協議の結ᯝ，事ᴗ主㈝⏝㈇ᢸによるⓎ᥀調査を

ᐇ᪋することになり，同年 10 ᭶㸳᪥から同 20 ᪥に 1,268 ੍をᑐ㇟に本調査をᐇ᪋した。

この調査の図面や調査所見な࡝の記録は，ᖹᡂ 11 年 12 ᭶の盛岡市文化財調査ᐊⅆ⅏で⨯⅏した。残存資

料をᇶにᴫ要を報告する。出土土ჾは別᪋タに保管されていたため無事であった。෗┿は⨯⅏したが，ᩆ出

された白㯮ࢱ࣒࣋ࣝ࢕ࣇ↝きから᚟元した。第㸳次調査㞄᥋地であり遺跡の理解のためᴫ要を報告する。

㸰 ᡂᯝ（第 47～50 図・第 25 図版）

（㸯）ᴫせ

遺ᵓ᳨出面は⾲土┤下のᬯ〓Ⰽ～〓Ⰽ土ᒙである。❿✰ᘓ物跡㸱Ჷ（RA01～03），土ᆙ㸳ᇶ（RD01～05），

⁁跡㸰᮲（RG01・02），遺物ໟྵᒙ１ࣨ所を᳨出し，土師ჾ，土〇໙⋢，土〇⣳㗽㌴が出土した。調査༊南端

には，遺物ໟྵᒙをᙧᡂするᮾ西にఙࡧる自↛ప地が広がり，遺跡の南端に当たると考えられる。

（㸰）㑇ᵓ（第 47 図・第 25 図版）

ձ ❿✰ᘓ≀㊧（RA01㹼03）

㹐㸿01 は，南北 6.2㹫，ᮾ西⣙ 7.0㹫の方ᙧを࿊する大ᆺの❿✰ᘓ物跡である。࢝マࢻは北㎶につく。Ⅳ

化ᮦが出土していることから，↝ኻしたものと考えられる。南㎶୰ኸ内ഃのࢺࢵࣆから，南の自↛ప地࡬ᘏ

る㹐㹅01ࡧ ⁁跡と᥋続し，᤼水᪋タと考えられる。㹐㸿02 は，南北⣙ 4.0㹫，ᮾ西⣙ 4.5㹫の方ᙧを࿊する

୰ᆺの❿✰ᘓ物跡である。㹐㸿03 は一㎶⣙ 4.5㹫の❿✰ᘓ物跡である。南㎶のみの᳨出で，詳細は不明であ

る。出土遺物や遺ᵓᙧែから，いずれも㸶世紀後༙のものと考えられる。

ղ土ᆙ（RD01㹼05）

㸳ᇶの土ᆙを᳨出した。❿✰ᘓ物跡と同᫬期の㸶世紀後༙のものと考えられるが，詳細は不明。

ճ⁁㊧（RG01㹼02）

㹐㹅01 は，ᖜ 50cm ほ࡝の⁁跡で，඲長 9.5㹫ほ࡝を᳨出した。㹐㸿01 ❿✰ᘓ物跡の南㎶内ഃのࢺࢵࣆか

ら，南の自↛ప地にᘏࡧることから，❿✰ᘓ物跡内部からの᤼水᪋タと考えられる。㹐㸿01 ❿✰ᘓ物跡と同

᫬期の㸶世紀後༙のものと考えられる。

㹐㹅02 はᖜ 80cm 前後，඲長 19㹫ほ࡝を᳨出した。調査༊南部にᮾ西にᘏࡧる。᫬期や⏝㏵は不明である。

մ㑇≀ໟྵᒙ

調査༊南端部にᮾ西にᘏࡧる自↛ప地を᳨出した。遺物ໟྵᒙをᙧᡂしている。遺物は❿✰ᘓ物跡と同じ

㸶世紀後༙代のものである。当ヱ期集ⴠの南端部と推測される。

（㸱）㑇≀（第 13 ⾲・第 48～50 図・第 25 図版）

て土師ჾである。結ᯝ報告文書には，⣳㗽㌴が࡭㸱⟽の出土遺物がある。土ჾはすࢼࢸࣥࢥࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

出土した記載が見えるが，盛岡市文化財調査ᐊのⅆ⅏により⁛ኻしたと考えられる。
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土師ჾᆗは，୸ᗏを主体としつつも，体部እ面のẁが不明░であり，内面にはẁがㄆめられない。ჾ面調

ᩚは，࣑࢟࢞ࣛ࣊，内面㯮Ⰽฎ理が主体である。土師ჾ⏎は，᭱大ᚄがཱྀ⦕部にあり，ཱྀ⦕部は┤立Ẽ࿡に

⦆くእ཯して立ち上がり，ᗏ部内面はᖹᗏ化している。ჾ面調ᩚは，ࢹࢼࣛ࣊を主体に，࣑࢞ࣛ࣊，࣓ࢣࣁ

の調ᩚがㄆめられる。㸶世紀後࣑࢟࢞ࣛ࣊ᙧがみられる。⌫⬗⏎は，体部୰⛬に᭱大ᚄがあり，ჾ面はᩚ࢟

༙の年代が考えられる。

㸱 ࡵとࡲ

本調査༊内から㸱Ჷの❿✰ᘓ物跡，㸳ᇶの土ᆙ，㸰᮲の⁁跡，１ࣨ所の遺物ໟྵᒙを᳨出した。

出土遺物の様相からす࡭て㸶世紀代のものと考えられる。南㎶部がప地にධることから，遺跡の南端に当

たる。࿘㎶地域もྵめた㸶世紀代の❿✰ᘓ物跡の出土≧ἣから，㸱Ჷの❿✰ᘓ物跡のうち，RA01 は㸴㹫を㉸

える大ᆺ，RA02,RA03 は㸱㹫୰ᆺに分㢮される。

RA01 の南㎶部から南࡬⁁跡がప地にྥかってᘏࡧる。調査所見では，ᇙ土の≧ἣから❿✰ᘓ物跡内部の᤼

水のための⁁跡と考えられる。

RA01 と RA02 の出土遺物に᫬期的ᕪ␗はㄆめられないことや，࢝マࢻ方ྥはほぼ同じ方ྥをྥいているこ

とから，同᫬期の存在が᝿ᐃされる。当ヱ᫬期の௚の集ⴠ同様に，大ᆺの❿✰ᘓ物跡１Ჷと୰小ᆺの❿✰ᘓ

物跡が」ᩘで一᫬期の࣒ࣛをᙧᡂしたと考えられる。

➨ 47 ᅗ Ⲩᒇ㑇㊧➨㸱ḟㄪᰝ඲యᅗ

RA03

RA02

RA01

RG02 RG01

RD01

RD04RD03RD02

RD05

低地

低地

0　　     1:300  　    10m

第 46 図　荒屋遺跡第３次調査全体図（S＝1：300）第 47 図　荒屋遺跡 第３次調査全体図
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➨ 13 ⾲ ➨㸱ḟㄪᰝฟ土㑇≀ほᐹ⾲

ဪӭ
׋

༿

ϙჇ

༿׋
ᢡನӸ

Өࠚ

ဪӭ

७࢟ Јם
സ܍

ඥίcmὸݡ ֥᩿ᛦૢ
᩿ࡁ Ẹỉ˂

ғЎ ֥ᆔ ˮፗ ˮޖ ֥᭗ ӝࢲ ࢲ˳ ࢲࡁ ᩿ٳ ϋ᩿

100 48 25

RA01

֥ם 44 ֥ࠖם ׫ SW B ӝ῍ࡁ 7.1 17.2 ἪἻἱỾỿύἪἻἃἌἼ ἪἻἱỾỿύ᱅ᑥϼྸ

101 48 25 ֥ם 2 ֥ࠖם ࿾ ỽἰἛᙱᘨ K ӝ῍˳ 22.0 18.1
ἺἅἜἙύ

ἡἃἳḵἪἻἃἌἼ
ἺἅἜἙύἡἃἳ

102 48 25 ֥ם 3 ֥ࠖם ࿾ ỽἰἛᙱ ࠿ ӝ῍ࡁ 19.9 15.2 13.6 7.4
ἺἅἜἙύ

ἡἃἳḵἪἻἃἌἼ
ἺἅἜἙύ˳ἡἃἳ

103 48 - ֥ם 62 ֥ࠖם ྶᏞ࿾
NE ᨘ

Pit
ನሰם ࡁ῍˳ 15.5 8.2 ἪἻἜἙ ἪἻἜἙ ஙᓶၕ

104 48 25 ֥ם 63 ֥ࠖם
´ῳ΅Ὶ῞

׫
ỽἰἛிᘨ K ˳ 3.9 6.0 5.0 ἪἻἜἙ ἡἃἳ

105 48 25
ᙌԼם

1
ᙌԼם ѷྚ

ỽἰἛி

Pit
ם؈ ࢟ܦ ᧈ 4.0 ࠢ 2.5 ҽ 1.2

106 49 25

RA02

֥ם 33 ֥ࠖם ׫ Pit2 A3 ӝ῍ࡁ 5.4 11.4 ἪἻἱỾỿ ἪἻἱỾỿύ᱅ᑥϼྸ

107 49 25 ֥ם 37 ֥ࠖם ׫ NW B ӝ῍ࡁ 7.1 12.0 ἪἻἜἙḵἪἻἱỾỿ ἪἻἱỾỿύ᱅ᑥϼྸ

108 49 - ֥ם 1 ֥ࠖם ࿾ ỽἰἛᙱᘨ K1 ӝ῍˳ 22.4 18.3 ἺἅἜἙύἪἻἜἙ ἺἅἜἙύἡἃἳ

109 49 25 ֥ם 7 ֥ࠖם ࿾ ࠿ ӝ῍ࡁ 21.0 17.0 14.2 8.1 ἺἅἜἙύἡἃἳ ἺἅἜἙύἡἃἳ ஙᓶၕ

110 49 25 ֥ם 6 ֥ࠖם ࿾ ỽἰἛி ࠿ ӝ῍ࡁ 28.1 19.2 17.3 8.6
ἺἅἜἙύἪἻἃἌἼḵἪἻ

ἱỾỿ
ἺἅἜἙύἡἃἳ ஙᓶၕ

111 49 25 ֥ם 47 ֥ࠖם ࿾ B ӝ῍˳ 17.8 20.1 ἺἅἜἙύἪἻἜἙ ἺἅἜἙύἪἻἜἙ

112 50 - ֥ם 9 ֥ࠖם ࿾ NE ࠿ ࡁ῍˳ 13.9 7.0 ἪἻἜἙύἪἻἃἌἼ ἪἻἜἙ

113 50 - ֥ם 25 ֥ࠖם ࿾ NE J ࡁ῍˳ 20.2 10.0 ἪἻἃἌἼ ἪἻἜἙύἪἻἃἌἼ ஙᓶၕ

114 50 25 ჽ֥ 18 ֥ࠖם ྶᏞ࿾
ỽἰἛிῒ

᩿࠿້
J ӝ῍˳ 18.4 28.8

ἺἅἜἙύἪἻἜἙύ

ᫀᢿආዴ
ἺἅἜἙύἪἻἜἙ

115 50 25 ֥ם 51 ֥ࠖם ྶᏞ࿾ B ӝ῍ࡁ 30.9 18.8 32.6 9.7
ἺἅἜἙύ

ἪἻἜἙḵἪἻἱỾỿ
ἺἅἜἙύἪἻἜἙ

ἪἻἜἙ,

ἪἻἃἌἼ,ቡၕ

➨ 48 ᅗ RA01 ❿✰ᘓ≀㊧ ฟ土㑇≀第 48 図　RA01 竪穴建物跡出土遺物

100（RA01－SW－B層）

102（RA01－カマド西－床面） 104（RA01－東ソデ－K層） 105（RA01－カマド東 pit）

101（RA01 カマド西袖－K層）

103（RA01－NE pit－構築面）

0 1：3 10㎝
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第 49 図　RA02 竪穴建物跡出土遺物 ⑴

106（pit②－A3 層）
107（NW－B層）

108（カマド西ソデ－K1層）       

109（床面）

110（カマド東－床面）

111（B層）

0 1：3 10㎝
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第 50 図　RA02 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

112（NE－床面）

114（カマド火床面東側－J層）

115（B層）

113（NE－J 層）

0 1：3 10㎝
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第㸴❶ ⥲ᣓ

㸯 ㄪᰝのࡲとࡵ

（1）ㄪᰝᡂᯝのᴫせ

第㸳次調査༊では，12 Ჷのྂ代の❿✰ᘓ物跡（RA04～13，RE01・02），ྂ代以㝆の土ᆙ 11 ᇶ（RD06～16），

⁁跡㸰᮲（RG01・02）を᳨出した。以下特筆事項をᴫほする。

ձ❿✰ᘓ≀㊧

❿✰ᘓ物跡のうち，RA04～13 は࢝マࢻが有り，RE01・02 は࢝マࢻが無い。

RE02 は調査༊እにᘏࡧるため඲ᐜཬ࢝ࡧマࢻの存在は不明であるが，北㎶にࣟࢫーࣉ≧の部分を☜ㄆした。

᩿ち๭ったところ，地山ϫᒙシࣝࢺᒙを᥀り残してᵓ⠏されていた。ᇙ土≧ἣや出土遺物から，ྂ代・ዉⰋ

᫬代の❿✰ᘓ物跡と考えられるが，この᫬代の明☜なࣟࢫーࣉがある❿✰ᘓ物跡の㢮౛は管見に࠾いて見つ

けられない。≧ἣから，❿✰ᘓ物の࢝マࢻᵓ⠏㏵୰でᨺᲠされたものか，出ධཱྀ部と考えられる。࿘㎶の❿

✰ᘓ物跡は北㎶に࢝マࢻをタけるものがほとん࡝であること，出土遺物㔞がᑡないこと，ࣟࢫーࣉの⬥のᗋ

面から࢝マࢻⰺᮦに౑えそうな長さ 30cm と 15cm ほ࡝の川原▼㸰Ⅼが出土したことから，࢝マࢻᵓ⠏㏵୰に

ᨺᲠされた❿✰ᘓ物跡の可能性をᣦ᦬したい。

このほか࢝マࢻのある❿✰ᘓ物跡については後㏙する。

ղ土ᆙ

RD06・07・09・13・14 は，᳨出やᇙ土の≧ἣ，㔜」関係から，ྂ代以㝆の物と考えられる。

RD09 は一見すると❿✰ᘓ物跡のようなᖹ面ᙧだが，ᗏ面やᇙ土の≧ἣから⪔స等にకう土ᆙと推察される。

RD08・10・11・12・15・16 は，᳨出やᇙ土，㔜」≧ἣ，出土遺物からྂ代・ዉⰋ᫬代の物である。

RD15 は，↝土がሁ✚したᇙ土の≧ἣから，⧞り㏉しⅆを↏かれた土ᆙと考えられる。㸿ᒙから土師ჾ⏎◚

∦が出土している，また，㹀ᒙ↝土ᒙ内出土Ⅳ化ᮦのᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃでは，ྂᮌຠᯝのᙳ㡪もᣦ᦬され

るが，㸴世紀༙ば～㸵世紀前༙の年代がᚓられている。ᇙ土୰から土ჾの出土がᑡないことから土ჾ↝ᡂ遺

ᵓの可能性はపいが，ᶞ✀同ᐃからࣛࢼࢥᮦを⸄にఱらかのⅆを↏いた土ᆙと考えられる。

RD16 は RA13 ❿✰ᘓ物跡のᇙ土を᥀り㎸んでᵓ⠏されている。ᗫᲠされᇙἐが進ࡴ㐣⛬のพ地となった❿

✰ᘓ物跡を᥀り㎸んだと考えられる。同様の事౛は，近㞄の高ᷳ㸿遺跡では୰ᆺ～小ᆺの❿✰ᘓ物跡のいく

つかにみられる。⚍♭൤♩⩦俗άືの可能性がᣦ᦬されているが，ᗫᲠ土ᆙの可能性もᣦ᦬できよう。

ճ⁁㊧

RG03・04 ⁁跡㸰᮲は，⾲土Ϩᒙ┤下から᥀り㎸まれて࠾り，ྂ代の❿✰ᘓ物跡や土ᆙと㔜」し᪂しい。こ

のことから，詳細な᫬期は不明だが，⪔సにకう水㊰や地ቃな࡝の⁁跡だろう。

第 50 図　RA02 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

112（NE－床面）

114（カマド火床面東側－J層）

115（B層）

113（NE－J 層）

0 1：3 10㎝
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（2）❿✰ᘓ≀㊧の≉ᚩ 㸫㧗ᷳ㸿㑇㊧とのẚ㍑

本遺跡の⣙ 200㹫北ᮾに近᥋する高ᷳ㸿遺跡報

告に࠾いて，࢝マࢻが☜ㄆされた❿✰ᘓ物跡 31 Ჷ

の࢝マࢻ方ྥ，ᗋ面✚のẚ㍑᳨ウを行っている。Ⲩ

屋遺跡の第㸳次ཬࡧ第㸱次調査で調査した࢝マࢻ

のある❿✰ᘓ物跡 13 Ჷについても，高ᷳ㸿遺跡と

ẚ㍑᳨ウを行った。

ձつᶍ（➨ 14 ⾲）

❿✰ᘓ物跡面✚のᖹᆒは，Ⲩ屋遺跡が 16.08 ੍，

高ᷳ㸿遺跡は 22.6 ੍であり，Ⲩ屋遺跡の方が小ࡪ

りである。この面✚ᖹᆒとつᶍのᩓ布図から，Ⲩ屋

遺跡は高ᷳ㸿遺跡よりも，୰～小ᆺが多く，つᶍが

ᆒ㉁化している。

ղࢻ࣐࢝᪉఩（➨ 15࣭16 ⾲）

の方఩は，Ⲩ屋遺跡は，北㸰Ჷ（15㸣），北西ࢻマ࢝ 10 Ჷ（77㸣），北ᮾ１Ჷ（8㸣）である。高ᷳ㸿遺跡

は，北 13 Ჷ（42㸣），北西 16 Ჷ（52㸣），西南１Ჷ（3㸣），南ᮾ１Ჷ（3㸣）である。

Ⲩ屋遺跡は北西に集୰して࠾り，高ᷳ㸿遺跡は北から北西に広く分布している。Ⲩ屋遺跡の方が，北西の

ഴྥがᙉい。

また，RA12 ❿✰ᘓ物跡の࢝マࢻは，ᮾ㎶の୰ኸでは無くᕥに寄せてᵓ⠏されて࠾り，௚の❿✰ᘓ物跡とは

様相が␗なる。盛岡࿘㎶・ྂ代志波郡内の❿✰ᘓ物跡のうち，࢝マࢻ方ྥがᮾ～南ྥで，㎶の୰ኸでは無く

ᕥྑ࡝ちらかに寄せて࢝マࢻがᵓ⠏されたものは，㸷世紀以㝆のᖹᏳ᫬代の❿✰ᘓ物跡の特ᚩとされる。RA12

❿✰ᘓ物跡は出土遺物がᑡなく，遺物から᫬期を明☜にはできない。高ᷳ㸿遺跡に࠾いても，࢝マࢻが☜ㄆ

された 31 Ჷの❿✰ᘓ物跡のうち，南ᮾྥき，南西ྥきが１Ჷずつ☜ㄆされている。高ᷳ㸿遺跡のこの㸰Ჷ

は，土ჾから明☜な᫬期ᕪは見られないことから，小᫬期ᕪや集ⴠ内の࢕ࢸ࢚ࣛࣂーの一✀の可能性がᣦ᦬

されている。RA12 ❿✰ᘓ物跡も同様のᣦ᦬ができよう。土ჾの特ᚩについては後㏙する。

ճࢻ࣐࢝ᵓ⠏の≉ᚩ（第㸵図版）

RA08・11 ❿✰ᘓ物跡に࠾いて，࢝マࢻ⿇ᵓ⠏土内のⰺᮦに土師ჾ⏎を伏せ，⦪に㸰ಶ୪࡭て౑⏝している。

ྂ代志波郡内の❿✰ᘓ物跡には，川原▼を౑う事౛とඹに，まれに見られる事౛である。

この࢝マࢻᵓ⠏ⰺᮦとして౑われた土師ჾ⏎には，ཱྀ⦕部先端をព図的にᡴちḞいた⑞跡がみられるもの

がある。RA11 ❿✰ᘓ物跡出土のものには，ཱྀ⦕の୰ᚰにᑐするᑐ称Ⅼの㸰࢝所をᡴちḞいたようにみえるも

のもある（第㸵図版 89）。

遺物Ὑ浄後のᩚ理సᴗ᫬にⓎ見したため，調査現場記録෗┿でもこのᡴちḞきの఩置関係は不明である。

ⰺᮦとࢻマ࢝てᤣえる఩置の目༳としたのか，⏎としてのᶵ能を⤊え࡭ᵓ⠏ⰺᮦとして⦪に㸰ಶ体୪ࢻマ࢝

して౑うという൤♩的な行Ⅽなのかは不明である（቎࡬供える際に⏎のᗏ部の✰をᡴちḞいて✰を開ける事

౛）。௚の出土事౛とのẚ㍑᳨ウがᚲ要だ。
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➨㸵ᅗ∧ RA11 ❿✰ᘓ≀㊧ ᵓ⠏土ෆฟ土土ᖌჾ⏎のཱྀ⦕㒊ࢻ࣐࢝

➨ 15 ⾲ Ⲩᒇ㑇㊧࣭㧗ᷳ㸿㑇㊧ ❿✰ᘓ≀㊧ࢻ࣐࢝᪉఩の๭ྜ

➨ 16 ⾲ Ⲩᒇ㑇㊧࣭㧗ᷳ㸿㑇㊧ ❿✰ᘓ≀㊧ࢻ࣐࢝᪉఩のศᕸ

Ⲩᒇ㑇㊧ ❿✰ᘓ≀㊧ࢻ࣐࢝᪉఩

RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09
RA11 RA13 RA05
RA08(新) RA07 RA12

㧗ᷳ㸿㑇㊧ ❿✰ᘓ≀㊧ࢻ࣐࢝᪉఩

RA020 RA007 RA001 RA021
RA008 RA010 RA033 RA009
RA022 RA003 RA015 RA006
RA027 RA012 RA005 RA030
RA028 RA014 RA011 RA026
RA002 RA018 RA024 RA004
RA025 RA019 RA023 RA029
RA013 RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09 RA11
RA13 RA05 RA08(新) RA07
RA12

北

西 東

南

         北

西                   東

南

90　RA11 カマド K層出土89　RA11 カマド K層出土32　RA08 カマド K層出土

a

b

a
b

第 ７ 図版　RA11 竪穴建物跡　カマド構築土内出土土師器甕の口縁部

Ⲩᒇ㑇跡 竪穴建物跡ࢻ࣐࢝᪉఩

RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09
RA11 RA13 RA05
RA08(新) RA07 RA12

㧗ᷳ㸿㑇跡 竪穴建物跡ࢻ࣐࢝᪉఩

RA020 RA007 RA001 RA021
RA008 RA010 RA033 RA009
RA022 RA003 RA015 RA006
RA027 RA012 RA005 RA030
RA028 RA014 RA011 RA026
RA002 RA018 RA024 RA004
RA025 RA019 RA023 RA029
RA013 RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09 RA11
RA13 RA05 RA08(新) RA07
RA12

北

西 東

南

  北

西         東

南

94 95



（3）土ჾの≉ᚩ

Ⲩ屋遺跡の第㸳次ཬࡧ第㸱次調査では，ࣟࣟࢡ(ᅇ㌿ྎ)不౑⏝の土師ჾのみが出土して࠾り，ࣟࣟࢡを౑

⏝した土ჾ（㡲恵ჾ，あかやき土ჾ）は出土していない。ჾ✀は，ᆗ・高ᆗ・⏎・⌫⬗⏎・⏋である。これ

はዉⰋ᫬代・㸶世紀代の集ⴠ出土土ჾ⩌のᶆ‽的なࢺࢵࢭ関係といえる。

ჾᙧの特ᚩࡈとに分㢮した（第 17 ⾲）。❿✰ᘓ物跡ࡈとの出土は，第 18 ⾲のと࠾りである。

ᆗは体部እ面のẁや⥺があり，ᗏ部እ面は୸ᗏとᖹ୸ᗏが大༙を༨める。ᖹᗏのᆗで特筆す࡭きは，RA09

出土のものがᣲげられる（第 39 図，第 19 図版 55）。ჾᙧはࣟࣟࢡᡂᙧᆗのようにも見えるが，ࣟࣟࢡ㠀౑

⏝で，内面㯮Ⰽฎ理࣑࢟࢞が᪋され，ᗏ面にࣛ࣊でࣟࣟࢡ⣒切り⑞跡をᶍしたかのような調ᩚが見られる。

⏎は，᭱大ᚄがཱྀ⦕部にあり，㢕部እ面にẁがあるものも一ᐃ㔞ྵࡴが，ỿ⥺のみやẁや⥺が無いものも

ྵまれる。内ᗏ面は୸ᗏよりもᖹ୸ᗏが多く，ᖹᗏも一ᐃ㔞ྵまれる。እ面調ᩚは࣓ࢣࣁ，࣑࢟࢞ࣛ࣊，ᙉ

いࢹࢼࣛ࣊調ᩚが多く，ࢣࣛ࣊ズリはᑡない。ཱྀ⦕を面ྲྀりするものは RA09 ❿✰ᘓ物跡出土に㝈られる。

また，⌫⬗⏎は，RA07 ❿✰ᘓ物跡出土のものは୰ኸやや下部に᭱大ᚄをも有する下⭾れなჾᙧで，RA08 ❿

✰ᘓ物跡と第㸱次調査 RA02 ❿✰ᘓ物跡出土のものは୰ኸ上部に᭱大ᚄを有する。

この土ჾの細分と出土❿✰ᘓ物跡の関係を第 18 ⾲から᳨ウの結ᯝ，Ⲩ屋遺跡も高ᷳ㸿遺跡報告にもある

ように，❿✰ᘓ物跡の分㢮と土ჾの分㢮に，特ᚩ的な関係性は見いだせない。

ただし，RA09 ❿✰ᘓ物跡は㹁ᒙに᏶ᙧの⏎がまとまって出土するな࡝，土ჾの出土㔞が௚の遺ᵓよりも多

い（第 39～42 図，第 51 図）。出土≧ἣから㹁ᒙ上面以下出土の土ჾは，❿✰ᘓ物跡がᶵ能していた᭱⤊ẁ㝵

の遺物で，それ以上のᒙ出土土ჾはᇙ

まりかかっている᫬Ⅼでὶධした遺

物と考えるのが一般的だろう。この土

ჾ⩌をほ察すると，ᗋ面ཬࡧᗋ面┤上

出土のᆗには有ẁ୸ᗏ（a1）がྵまれ

るが，㹀㺃㹁ᒙには有ẁまたはỿ⥺の

ᖹ୸ᗏのᆗ（a2,b2）のみが出土し有ẁ

୸ᗏ（a1）はྵまれていない。さらに，

ᗋ面ཬࡧ┤上出土の⏎の内ᗏ面は୸

ᗏまたはᖹ୸ᗏであるが，㹁ᒙ上面以

➨ 17 ⾲ ฟ土土ჾのศ㢮

ᆗのศ㢮

分類 య㒊እ面 ⣽分 ᗏ㒊እ面

䠽 有ẁ

1 ୸ᗏ

2 ᖹᗏ㢼୸ᗏ

3 ᖹᗏ

䠾 ỿ⥺

1 ୸ᗏ

2 ᖹᗏ㢼୸ᗏ

3 ᖹᗏ

䠿 無ẁ，無⥺

1 ୸ᗏ

2 ᖹᗏ㢼୸ᗏ

3 ᖹᗏ

⏎のศ㢮

分類 ᭱኱ᚄ ⣽分
㢕㒊

ẁ
⣽分

ᗏ㒊

ෆ面

䠽 体部下༙

1 有ẁ 䡭 ୸ᗏ

2 ỿ⥺ 䡮 ᖹ୸ᗏ

3 無 䡯 ᖹᗏ

䠾 体部上༙

1 有ẁ 䡭 ୸ᗏ

2 ỿ⥺ 䡮 ᖹ୸ᗏ

3 無 䡯 ᖹᗏ

䠿 ཱྀ⦕部

1 有ẁ 䡭 ୸ᗏ

2 ỿ⥺ 䡮 ᖹ୸ᗏ

3 無 䡯 ᖹᗏ

➨ 51 ᅗ RA09 ❿✰ᘓ≀㊧ฟ土土ჾᆶ┤఩⨨第 51 図　RA09 竪穴建物跡出土土器垂直位置
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➨ 18 ⾲ Ⲩᒇ㑇㊧࣭㧗ᷳ㸿㑇㊧ ❿✰ᘓ≀㊧ศ㢮

分㢮は高ᷳ㸿遺跡報告の分㢮にೌった。（盛岡市教育委員会 2009）

㸿㸸北࢝マࢻ N8.0ºE～12.0ºW，㹀㸸北࢝マࢻ N18.0|～22.0ºW，㹁㸸北西࢝マࢻ N26.5|～36.0|，

㹂㸸北西࢝マࢻ N42.0|～47.0ºW，㹃㸸南西࢝マࢻ，㹄㸸南ᮾ࢝マࢻ，㹅㸸ᮾ北࢝マࢻ

Ⲩᒇ㑇㊧

分

類
遺構名 カマド方向

長軸

(ｍ )

短軸

(ｍ )

面積

(㎡)

規模

分類
周溝

仕切

溝

土坑

重複

袖

芯材
坏 分類 甕 分類

To-

a

B
RA02 N20ºW 北 4.6 4 18.4 中 c1,c2 c1 ｱ,c1 ｲ

RA01 N23ºW 北 6.8 6 40.8 大 ○ ○ b1 c3 ｱ

C

RA06 N25ºW 北西 3.2 2.9 9.28 小 b1 ―

RA10 N29ºW 北西 4.1 4 16.4 小 b2,c2 Ａ層

RA04 N32ºW 北西 3.2 3 9.6 小 c2 ｳ ―

RA09 N34ºW 北西 3.9 3.8 14.82 小
a1･2,b1･2,

c1･2･3

c1 ｱ･ｳ,

c2 ｳ,c3 ｲ

Ａ１

層

RA11 N37ºW 北西 3.8 0.9 14.44 小 土器・礫 c1 ｱ･ｲ,c3 ｳ ―

RA13 N39ºW 北西 2.9 2.7 7.83 小 ○ ―

D

RA05 N42ºW 北西 4 3.3 13.2 小 a1,b2,c1 Ａ層

RA08(新) N45ºW 北西 5.8 4 33.64 大 ○ ○ 土器 a1,c1 c1 ｲ,c3 ｲ･ｳ, Ｂ層

RA08(旧) N45ºW 北西 ― ― 大

RA07 W39ºN 北西 3.8 3.7 14.06 小 a1,c1 Ａ層

G RA12 E44ºN 東北 3.4 3 10.2 小 c1 ―

RA03 － － 3.8 0.5 14.44 中

RE01 － － 2.8 2.6 7.28 小 Ａ層

RE02 － － 3.9 2.7 15.21 小 Ａ層

㧗ᷳ㸿㑇㊧

分

類
遺構名 カマド方向

長軸

(ｍ )

短軸

(ｍ )

面積

(㎡)

規模

分類
周溝

仕切

溝

土坑

重複

袖

芯材
坏 分類 甕 分類

A

RA020 N8ºE 北 6.55 5.1 51.09 大 ○ ○ a2,b2,c1･2 b1 ｲ,c1 ｳ

RA007 N3ºW 北 4.01 4.17 16.72 中 ○ c2

RA001 N5ºW 北 4.36 4.2 18.31 中 c1 ｲ

RA021 N8ºW 北 4 4.1 16.4 中 ○ ○ a1･2,c1 c3 ｳ

RA008 N12ºW 北 4.39 5.07 22.26 中 ○ c1 ｲ･ｳ

RA010 N12ºW 北 4.16 4.41 18.35 中 ○ a1

RA033 N14ºW 北 2.35 2.4 5.64 小 a1,c3 b1-

B

RA009 N18ºW 北 4.66 4.75 22.14 中 a1･b2

RA022 N19ºW 北 3 4.95

RA003 N20ºW 北 4.46 4.55 20.29 中 ○ a2 c1 ｱ･ｳ，c3 ｱ･ｲ

RA016 N20ºW 北 4.02 4.26 17.13 中 b2,c1 c3 ｲ

RA015 N21ºW 北 5.34 5.99 31.99 大 ○ 土器 b1･2･3 b2 ｱ,c1-

RA006 N22ºW 北 5.67 5.91 33.51 大 ○

C

RA027 N26.5ºW 北西 3.2 3.55 11.36 小 ○

RA012 N27ºW 北西 5.83 6.56 38.24 大 ○ ○ a1,b3

RA005 N28ºW 北西 5.05 5.55 28.03 大 ○ 土器 a1,c2 b2 ｳ,c3 ｲ

RA030 N28.5ºW 北西 6.4 6 38.4 大 ○ ○ 土器 c1 c1-

RA028 N29ºW 北西 3.85 4.3 16.56 中 礫

RA014 N30ºW 北西 3.48 3.5 12.18 小 ○

RA011 N32ºW 北西 4.26 3.54 15.08 中

RA026 N33.5ºW 北西 6.95 6.8 47.61 大 ○ ○ 土器 ｃ1 c1 ｲ,ｃ2 ｳ

RA002 N36ºW 北西 4.66 4.88 22.74 中 ○ a1 c3 ｳ

RA018 N36ºW 北西 5.32 5.96 31.71 大 ○ ｃ1,ｃ3 c3-

RA024 N36ºW 北西 6.8 7.1 48.28 大

RA034 N36ºW 北西 3.3 2.8 8.96 小

D

RA004 N42ºW 北西 4.83 5.2 25.12 大 c3 c2 ｲ

RA025 N43ºW 北西 3.1 3 9.3 小 ○

RA019 N47ºW 北西 3.57 3.54 12.64 小 c3 ｲ

RA029 W37ºN 北西 4.35 4.84 21.05 中 ｃ1 ｲ

E RA023 W27ºS 西南 3 2.95 8.85 小 ○ ｃ1 ｳ

F RA013 S23ºE 南東 2.91 3.07 8.93 小
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上から出土した⏎の内ᗏ面はᖹ୸ᗏとᖹᗏで，୸ᗏがྵまれない。⏎の体部እ面調ᩚは，㹁ᒙ上面以上出土

の⏎にはࢣࣛ࣊ズリ調ᩚが見られる。これらのことから，ᗋ面ཬࡧᗋ面┤上出土の土ჾ⩌と㹁ᒙ上面以上出

土土ჾ⩌とでは，後者がഹかに᪂しい様相を持っているとゝえる。一方，⏎のཱྀ⦕の面ྲྀりが᪋されている

ものがྵまれるな࡝，ඹ通する様相を持った土ჾも存在することから，その᫬間ᕪは小さいだろう。

また，㹁ᒙ上面以上の土ჾの出土≧ἣは，❿✰ᘓ物跡の南ᮾに集୰して࠾り，ᅛ体ࡈとの◚∦がᩓ஘せず

その場で๭れたように出土したことから，南ᮾഃからᢞげ㎸まれた可能性がᣦ᦬できる。南に㞄᥋する RA08

❿✰ᘓ物跡は⣙༙分の⠊ᅖが調査༊እにᘏࡧるが，第㸳次調査༊内では᭱大つᶍの❿✰ᘓ物跡であり，၏一

をసり᭰えていることから，௚の❿✰ᘓ物跡より長期間存続した集ⴠのᣐⅬ的な❿✰ᘓ物だったとゝࢻマ࢝

える。しかし出土遺物㔞は多くはない。᝿像を㏾しくすれば，RA08 ❿✰ᘓ物跡の住人が࢝マࢻの᪂調に当た

り，ᪧ࢝マࢻ᫬の不要な土ჾを㞄᥋する❑地の RA09 ❿✰ᘓ物跡࡬ᗫᲠしたとは考えられないだろうか。

（4）土〇ရ

ձᡭ࡙ࡡࡃᆗ（第 30 図 4，第 20 図版 4），ᑠᆺ∦ཱྀ≧土ჾ（第 37 図 46，第 21 図版 46）

RA04 ❿✰ᘓ物跡の㹀ᒙから手࡙くࡡのᆗ，RA08 ❿✰ᘓ物跡の↮道㹈ᒙから小ᆺ∦ཱྀ≧土ჾが出土した。

RA04 ❿✰ᘓ物跡出土ᆗは，⢒㞧なసりであり⏝㏵等は不明。RA08 ❿✰ᘓ物跡出土小ᆺ∦ཱྀは，࢝マࢻ↮道

ධཱྀ௜近から出土した。እ面は࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚ，内面はࢹࢼࣛ࣊調ᩚが᪋され，内面にࢫࢫが௜╔して࠾り，

Ἔ≧の物がධっていたか。ⅉ明─の⏝㏵も考えられるが，詳細は不明である。

な࠾，第㸱次調査 RA01 ❿✰ᘓ物跡から小ᆺのᆗ≧土ჾが出土している（第 48 図 104，第 25 図版 104）。

ղ土〇⣳㗽㌴（第 43 図 87，第 23 図版 87）

RA10 ❿✰ᘓ物跡のᗋ面から１Ⅼ出土した。᩿面ᙧは長方ᙧに近いྎᙧを࿊する。上面や下面は୰ኸでพま

ず，ẁも無く，ほぼ୰ኸに✸Ꮝされている。ഃ面は࣑࢟࢞ࣛ࣊，上面下面はࢹࢼࣛ࣊調ᩚが᪋される。

な࠾，高ᷳ㸿遺跡からは 14 Ⅼ出土している。᭱も多い RA08 ❿✰ᘓ物跡からは㸱ಶ体出土し，ひとつのྂ

代集ⴠでは✺出した出土㔞といえる。高ᷳ㸿遺跡出土の⣳㗽㌴は，ഃ面が୸みをᖏࡧる物，上面がพࡴ物，

᩿面の上面と下面のᕪが大きいྎᙧの物が多く，⾲面調ᩚも඲面࣑࢟࢞ࣛ࣊が多い。

このことから，本遺跡 RA10 ❿✰ᘓ物跡出土の土〇⣳㗽㌴の方が，高ᷳ㸿遺跡出土の物よりⱝᖸ᪂しい特ᚩ

を持っている。

ճ土〇୸⋢㸪土〇໙⋢

土⋢や໙⋢の出土は RA06 と RA08 に㝈られる。な࠾第㸱次調査の RA01 ❿✰ᘓ物跡からも໙⋢が出土して

いる（第 48 図 105，第 25 図版 105）。

୸い⢓土⋢に✸Ꮝされていない土〇୸⋢が RA06 ❿✰ᘓ物跡から１Ⅼ（第 32 図 21，第 20 図版 21）出土し

た。୸い⢓土⋢の୰ኸ部を✸Ꮝした土〇୸⋢が，RA08 ❿✰ᘓ物跡から㸰Ⅼ（第 38 図 47・48，第 21 図版 47・

48）出土した。また໙⋢は，RA06 ❿✰ᘓ物跡から１Ⅼ（第 32 図 22，第 20 図版 22），RA08 ❿✰ᘓ物跡から１

Ⅼ（第 38 図 49，第 21 図版 49）出土した。໙⋢はいずれも✸Ꮝ部分より上部が◚ᦆしている。
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մ୙᫂土〇ရ

⢓土ሢを細長く手でこࡡて，↝ᡂしたものが㸰Ⅼ出土した。

RA05 ❿✰ᘓ物跡㹀ᒙ出土の物は，Წ≧を࿊する（第 31 図 16，第 20 図版 16）。⏝㏵等不明。RA09 ❿✰ᘓ物

跡࢝マࢻ J ᒙから出土の物は，細長いᲬ≧を࿊し，一端は別の土ჾ等に᥋╔していたようにも見え，また一

端はᖹたくᡂᙧされている（第 42 図 80，第 23 図版 80）。ఱかの⬮部が๤㞳した可能性が考えられる。

（5）㕲〇ရ（第 33 図 29，第 38 図 50，第㸲・㸳・24 図版）

RA07 ❿✰ᘓ物跡の↮道ᇙ土 J ᒙと RA08 ❿✰ᘓ物跡のᗋ面から，ยᏊが１Ⅼずつ出土した。RA07 のものは

ล部の一部のみ残存して࠾り㗵化が⃭しい。RA08 のものは切先とⱼが◚ᦆしている。（第㸲❶㸱参↷）

（6）▼〇ရ㸪▼ᮦ（第 31 図 15，第 38 図 51・52，第 20・21・24 図版）

RA05 ❿✰ᘓ物跡からὶ⣠岩の◒▼，RA08 ❿✰ᘓ物跡から㍍▼の◒▼㸰Ⅼが出土した。それࡒれ౑⏝⑞跡が

ㄆめられる。

また RA08 ❿✰ᘓ物跡ᇙ土㹁ᒙから，࿘㎶の川原▼では見られないᮦ㉁の┤ᚄ㸱cm ⛬の自↛▼の小▼が㸰

Ⅼ出土した（第 24 図版 200・201）。盛岡࿘㎶では見られないものであり，⛅田から青森にかけての᪥本ᾏἢ

岸，出⩚ᅜ方面等との஺᫆ရの可能性も考えられる。事౛⵳✚とᮦ㉁の分ᯒがᚲ要だ。

㸰 Ⲩᒇ㑇㊧のྂ௦㞟ⴠに࡚࠸ࡘ

以上の調査ᡂᯝから，本遺跡のྂ代集ⴠの歴史的⫼ᬒや᫬期ついて考察する。

まず盛岡࿘㎶地域の㸶世紀から㸷世紀ึ頭の≧ἣをᴫほする。本地域の㸶世紀は，ᚊ௧ᨻᗓの在地⼎ዀ（࢚

の㌷事行ືにᘬき࡬の✚ᴟ的なᨻ⟇がとられていた᫬期である。ᨻᗓは㸶世紀代の岩手県南部࡬シ）社会࣑

続き，㸷世紀ึ頭に地域支配と⤒営ᣐⅬとしてᇛᰙ（⫹ἑᇛ（802 年・ዟᕞ市水ἑ），志波ᇛ（803 年・市内

下ኴ田），ᚨ୹ᇛ（811 年㡭・▮ᕵ町西ᚨ田））を㐀営した。

集ⴠでは，㸷世紀ึ頭のᇛᰙタ置以㝆，土ჾ⤌ᡂに㡲恵ჾやあかやき土ჾといった「官」的様相が見られ

るようになる。在地⣔の土師ჾは，ࣟࣟࢡᡂᙧをྲྀりධれながらも，伝⤫的な内面に࣑࢟࢞ࣛ࣊と㯮Ⰽฎ理

を᪋し続ける。ᇛᰙタ置以㝆，官から在地࡬ᢏ⾡⛣㌿があり，土ჾ様相がኚ化していったことがうかがえる。

㸶世紀以㝆はそれまで集ⴠが無かった場所に集ⴠがⓎ⏕し，❿✰ᘓ物の⥲ᩘもቑຍする。これらの集ⴠは，

それ以前から存続する集ⴠ同様に大ᆺ❿✰ᘓ物跡１Ჷと」ᩘの୰・小ᆺの❿✰ᘓ物跡が⾨ᫍのように分布し

一᫬期の集ⴠをᙧᡂする。⤊末期ྂቡもసられ続け，家∗長ไの⼎ዀ社会が᝿ᐃされる。この⫼ᬒには，Ẽ

ೃ ᬮ化や㕲〇ရᬑཬによる㎰ᴗ⏕⏘力ྥ上にకい，地域社会のᏳᐃ化による人ཱྀቑຍが推測される。ᇛᰙ

が㐀営されᨻᗓ⤫治下にධった㸷世紀以㝆は，❿✰ᘓ物跡のつᶍや❿✰ᘓ物跡の出土遺物の㉁や㔞がᆒ㉁化

するഴྥは見られ，࢝マࢻ方఩がᮾ～南ྥきでቨの୰ኸでは無くᕥྑ࡝ちらかに寄ってసられるようになる。

それでもな࠾，⤊末期ྂቡは継続することからⴿ㏦൤♩の大きなኚ化は見られない。ᇛᰙタ置以㝆も在地⼎

ዀ社会は前代の様相を保持し，ᇛᰙタ置によって地域社会がᛴ⃭にኚ化したとはゝえない。

これらを㋃まえ，本遺跡の集ⴠ様相と᫬期を推察する。

本遺跡今次調査出土土ჾには，㡲恵ჾやあかやき土ჾ，ࣟࣟࢡᡂᙧ土師ჾのような「官」的な要素は見て
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ྲྀれず，それ以前から続く在地土ჾ様相の⠊␪に࠾さまる。❿✰ᘓ物跡の࢝マࢻ方ྥはᴟめて北西に集୰し，

はቨ୰ኸにᵓ⠏される。これは㸶世紀代の特ᚩだが，❿✰ᘓ物跡のつᶍは୰～小ᆺにᆒ㉁化してきてࢻマ࢝

。り，これは㸷世紀以㝆の᪂しい集ⴠの特ᚩでもある࠾

ᨺᑕ性Ⅳ素年代測ᐃの結ᯝは，RA04・08・09 ❿✰ᘓ物跡出土Ⅳ化ᮦの年代にあまりᕪ␗は無く，ྂᮌຠᯝ

のᣦ᦬௜で㸵世紀༙ばから㸶世紀後༙の年代が示されている。

ྛ❿✰ᘓ物跡相互の前後関係は，土ჾや࢝マࢻ方఩の特ᚩからの細かい᫬期༊分はᅔ㞴である。ᙉいてᣲ

げれば⅊白Ⰽⅆ山⅊（༑和田㹟ⅆ山⅊・915 年㝆下）のሁ✚≧ἣがᇙ土の上఩と୰఩で᫬間ᕪを᝿ᐃできる

が，❿✰ᘓ物跡つᶍによるᇙἐ㏿度の㐪いが᝿ᐃされ，明☜な᫬間ᕪは見いだせない。

近᥋の高ᷳ㸿遺跡では，出土土師ჾの様相は本遺跡と大きくኚわらないものの，ഹかにࣟࣟࢡ౑⏝のあか

やき土ჾᆗや㡲恵ჾᆗが出土し，㸶世紀末から㸷世紀ึ頭（第１四༙期）の年代を᝿ᐃしている。

また，ᯇࣀᮌ遺跡（市内上ኴ田）の RA026 ❿✰ᘓ物跡は，西ቨ୰ኸに࢝マࢻがᵓ⠏され，ࣟࣟࢡ不౑⏝で

内እ面࣑࢟࢞ࣛ࣊調ᩚを᪋した土師ჾᆗ，㢕部にẁやỿ⥺がない土師ჾ⏎，内ᗏ面がᖹᗏの土師ჾ⏎ととも

に，ᗏᚄが大きいࣛ࣊切りの㡲恵ჾᆗがඹకして出土し，㸶世紀末から㸷世紀ึ頭の年代ほが提示されてい

る。ᯇࣀᮌ遺跡の౛は，㡲恵ჾの存在を㝖けば本遺出土土師ჾとよくఝた様相である。しかし，ᯇࣀᮌ遺跡

の事౛は，RA026 ❿✰ᘓ物跡がもっともྂい❿✰ᘓ物跡であり，この᫬期に集ⴠがⓎ⏕したと考えられてい

る。ేせて志波ᇛから１km ほ࡝の㊥㞳と近᥋して࠾り，官的なᙳ㡪をཷけつつⓎ⏕した集ⴠと考えられる。

以上のことや先行研究ᡂᯝから，本遺跡ྂ代集ⴠは志波ᇛ㐀営前後にもᨻᗓからのᙳ㡪をあまりཷけずに

存在した在地⼎ዀの集ⴠであり，存続᫬期は㸶世紀第㸱四༙期から㸷世紀第１四༙期と᝿ᐃされる。

（今野公顕）
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㸱 「ちょうえんぼう」に࡚࠸ࡘ

ᪧ地権者ཬྂࡧくから住ࡴ࿘㎶住民のヰでは，第㸳次調査༊の場所は「ちょうえんぼう」，「ちょうえんぼ

うの畑」と࿧ばれ，「᫇，南ഃに‪き水があり，ちょうえんぼうという࠾坊さんがいた。」と伝わっている。

また「ちょうえんぼうは北から᮶た。」というヰもあるという。今のところ，本遺跡ཬࡧその近㞄のⓎ᥀調査

で，寺院跡や僧坊跡，仏具等は見つかっていない。この「ちょうえんぼう」について，文献史料等から推測

できることを以下にまとめる。

（㸯）ඵᡞᕷの地ྡ

で「ちょうえんぼう」と᳨⣴すると，青森県ඵᡞ市Ἑ原ᮌ大Ꮠ「長円坊ᇼ（ちょうえんぼࢺࢵࢿーࢱࣥ࢖

うぼり）」という地名がࢺࢵࣄする。ඵᡞ市立図書館によれば，地名の由᮶は不明で近くの祠を管理した修験

者の名の可能性がある，とのことであった。

（㸰）「ちょうえんぼう」とは

神田よりᏊ著『ᮾ北地方に࠾ける修験者と権現⯙』，青森県立図書館『多⪺院文書』には，「⁽水村 長円

坊」，「32 五ᡞ神明別当 長円坊」と見える。

また，『内史畧(1)前භ』「ዟ南ᪧ記ᢤ⋡巻அ୕ 寺社修験本末支配அ記」には，「༑୐自光坊」内に「田名

部自光坊末ὶ 一 長円坊 長後村」，「஧ࠐᑑᯇ院」内に「ᑑᯇ院末ὶ 一 長円坊 ⭡ᖏ村」，「一 長円

坊 和井内村」，「஧一西⚟院」内に「西⚟院末ὶ御ᇛ下住ᒃ 一 長円坊 山伏小㊰」と，長円坊がᩓ見さ

れる。これらのことから「ちょうえんぼう」は，修験関係にしばしば見られる名称のひとつといえる。

（㸱）土地の⾜ᨻ༊ศ

第㸳次調査༊の地␒は，盛岡市永井 25 地๭であり，ᪧᏐ名はⲨ屋，近世期はྥ୰野通永井村にᒓしてい

た。本遺跡南㞄᥋地の地␒は，西見前 19 地๭であり，ᪧᏐ名は菖蒲田(あやめだ)，近世期は見前通西見前村

にᒓしていた。また第㸳次調査༊西㞄民家の現住所は，᫇からの地⦕があることから，㣕ࡧ地の西見前 19 地

๭である。第㸳次調査༊ᪧ地権者は西見前在住でもあり，土地の歴史を考える上では永井よりも西見前との

関係性が深いといえる。な࠾明治 22 年の町村ไにより，飯岡村永井，見前村西見前となる。᫛和 30 年には

எ部村とඹに㸱村ྜేし都南村となり，ᖹᡂ㸲年に盛岡市に編ධྜేし現在に⮳る。

（㸲）໭㔝⚄♫ูᙜᐑᓮᐙ

都南歴史民俗資料館に残る᫛和 63 年の都南村文化財調査員調査報告に，次の記録がある。

吉田長一郎氏は都南村文化財調査員をົめ，村内ྛ地の歴史を調査し記録した。上記報告には現地෗┿が

ῧえられ，本遺跡第㸱・㸳次調査༊࿘㎶が෗っている。宮崎家の修験道場があったと記されているがその᰿

ᣐ等は，吉田氏の記録に無く不明である。

宮崎家は，西見前の北野神社の別当職（⤫ᣓ者）を代々ົめた家⣔である。

北野神社は，西見前第 17 地๭୕百ส田地内に所在し，明治᫬代から⤊ᡓ前まで社᱁は村社であった。はっ

きりとした由緒は不明だが，都南歴史民俗資料館の『神社佛閣由緒世代書上帖 志和郡年行ྖ自光坊同行 頼

光院』な࡝の資料によれば，永ṇ㸰(1502)年にஸくなった頼光院の創ᘓと伝わる。慶長 12(1607)年㖭のある

ᠱ仏や，ᩘᯛの堂Ᏹ෌ᘓᲷᮐが残るという。ᠱ仏には「北野大明神ዟᕞ南部志和郡見前村別当教学院 㗪物師

৉˶ౙ*Ѫَ̼+࡯ùਯÙĚĝĜ  ޘො෕ٲ ܻʤ ڏ іਲ৉ʤු
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ⱱᖹ治స ᪋主郷୰ 慶長༑஧୎ᮍṓ五᭶஧༑୕」（下⥺筆者ຍ筆）の㖭がある。ᠱ仏㖭に見える教学院は，『神

社佛閣由緒世代書上帖』によれば第五世教学院ᕠ┤である。また第ඵ世教学院ᕠ永は，元⚘ 11(1699)年に自

光坊භ世⚽山のᘵᏊとなり南ぬ坊を名乗り，その後教学院となる。ṇᚨ元(1709)年に自光坊⚽山から代々⦖

ᙇりとしてきた見前村・永井村を霞場（かすみば・修験道信者をまとめる⦖ᙇり）とするド文をཷけた。

自光坊は代々同名をく名し，Ụᡞ᫬代୰㡭には盛岡・志和・田名部・㮵ゅに霞場を有し，53 の末院（末ὴ

修験）を᧦し，盛岡藩筆頭年行事（頭ᙺ）をົめた。元⚘㸰(1689)年からは，藩内の本山ὴも⩚㯮ὴもྵめ

た修験᭱高㈐任者の修験᝷録をົめ，明治期の神仏分㞳まで藩内修験道の᭱高権力者だった。

修験道は自↛ᓫᣏ・山ᓅ信௮をᇶ┙とし，仏教(密教)な࡝が⼥ྜし，ᖹᏳ᫬代後期に宗教ᙧែになったと

ゝわれる。୰世末から近世ึ期にかけて，修験者は村や町にᐃ╔し霞や檀㑣場と࿧ばれる⦖ᙇりをもった。

盛岡藩領には༓人以上の修験者が࠾り，ᗢ民が有力な信ᚐだったという。盛岡藩の社堂を⥙⨶した『御領分

社堂』（ᐆᬺ 10(1760)年㡭ᡂ立）によれば，Ụᡞ᫬代୰期の領内社堂の⣙㸶๭が修験持ちや俗別当（神仏⩦

ྜから明治⥔᪂まで，村の社堂を管理する有力者の別当を，百姓身分でົめた者。）持ちである。俗別当の多

くは修験者のὶれをくみ，堂Ᏺとなり，♳⚏やまじないな࡝をするᗢ民に身近な宗教者だった。当᫬の社会

に࠾いて，修験は相当のᙳ㡪力を持っていたことがうかがえる。

Ụᡞ᫬代の北野神社別当宮崎家は，自光坊配下として永井村と見前村を霞場とした地域有力者だった。明

治元年の神仏分㞳，同㸳年の修験道ᗫṆにより神職になった第 15 世宮崎求馬が，北野神社のほか永井の多賀

神社な࡝ 15 ほ࡝の神職をව職したことからもうかがえる。しかし，『神社佛閣由緒世代書上帖』等資料には，

ちょうえんぼうの名は見られない。記録に無い඗ᘵや関係者，࿧ࡧ寄せた修験者にちょうえんぼうがいた可

能性もあるが，☜ㄆできない。

（５）この土地に伝わる「ちょうえんぼう」とは

この土地に伝わるちょうえんぼうには，北野神社別当宮崎家関係もྵめ，いくつかの可能性が考えられる。

本遺跡から⣙ 250㹫北の永井第 24 地๭地内に，「多賀神社」がある。多賀神社はỤᡞ᫬代にはྥ୰野通永

井村に఩置し，明治᫬代から⤊ᡓ前までᪧ飯岡村村社であった。由᮶ははっきりしないが盛岡藩ኈ㜿部ර部

ᕥ⾨門の創♭と伝わり，永井村の⏘土神としてᑛ信を集めたという。『御領分社堂』によれば，清஑郎が代々

俗別当をົめた。代々の清஑郎に，ちょうえんぼうを名乗る修験者がいたかは不明だ。（後㏙の菖蒲田家㸰代

清助の四⏨清஑郎がᮾ見前▼田に分家している。以㝆⣔図は不明で多賀神社との関係性も不明。）

本遺跡から⣙ 600m 南の西見前第 17 地๭地内に，曹洞宗の「ᮅ前山 清水寺」がある。『御領分社堂』に清

水寺の寺院持ち社堂として「白山大権現」がみえる。清水寺は別当寺であるため，寺院領内に修験僧坊が存

在した可能性がある。寺社領はቃ内近くだけでなく，㞳れて所在する場ྜもある。『清水寺史』によれば，慶

応元(1865)年『␜宗門ᨵ書上帳』の西見前村・ᮾ見前村の筆頭に「清水寺 曹洞宗 清助」の名前が見える。

都南歴史民俗資料館蔵『飯岡村圖面』(明治ึ期)の「第㈒ᣠ五地๭ ᏐⲨ屋」には，第㸳次調査༊や࿘㎶，௚

図ⴥな࡝の広⠊ᅖに「藤川清助」の名前が見える。都南歴史民俗資料館の『菖蒲田家⣔図（෗）』によれば，

屋号菖蒲田の藤川家は஧代から஑代まで清助をく名し，භ代は元治元(1864)年ἐ，୐代は慶応㸲(1868)年ἐ，

ඵ代は大ṇ㸱(1914)年ἐである。藤川家は広い土地を持つ有職者と考えられることから，慶応元(1865)年「␜

宗門ᨵ書上帳」の清助（ᜍらく୐代）と『飯岡村圖面』の藤川清助（ᜍらくඵ代）は，代᭰わりした清助の

可能性が高い。五代清助の項には，「南部利敬公…見前ࢽ今宮神社ࣤᘓ立シ…今宮神社ࣁࢽ藤川氏祠官௮௜ࣛ

南部利敬公ࣚリᣏ領せり」の記載がある。『都南村ㄅ』によれば，今宮ࢺ藤川ᑞ馬ᨻᘅࢸ᫬ጞ࣓ࣀリ。Ṉࢱࣞ

神社はᮾ見前にあったが明治㸱年に北野神社に迎社し，明治 35 年に北野神社㣕地のᮾ見前（現在地）に⛣㌿
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したとある。今宮神社祠官藤川家と北野神社別当宮崎家の関係の深さがうかがえる。五代清助の項には「清

水寺に田を寄進。宮崎頼光院に宅地続畑一切寄進」の記載も見える。広く土地を持っていた藤川清助が，清

水寺や宮崎家に土地を提供したことがわかる。これらのことから，藤川清助が清水寺檀家内で力を持ち，自

分の土地に清水寺白山大権現や祠官である今宮神社，宮崎家関係の修験者を住まわせた可能性がある。

森毅によれば，「俗別当とは，通常は百姓身分の俗人でありながら，自村のみじかな(原文ママ)社堂を管理す

る…社堂の草創に際しては近在の修験者を遷宮導師に迎えることが多かった。ここに修験者と俗別当との緊

密な相互関係が結ばれた素地があり…」（森毅 1989・PP518）とあることかも上記の推測ができる。

また，「浄念坊」という隠し念仏の導師が和賀方面にいたが，西見前や永井には見られない。

以上のことから，本遺跡の「ちょうえんぼう」について，次のようなことが推測できる。

・ちょうえんぼう（長円坊）は，近世期の修験関係の一般的な名称のひとつである。

・近世期の見前村と永井村は北野神社別当宮崎家の霞場だったため，宮崎家関係の修験者の可能性が高い。

・明治期の地主は屋号菖蒲田の藤川家だった。藤川家は広く土地を持ち，慶応年間の清水寺檀家筆頭だった

可能性があり，南部利敬の際には今宮神社の祠官に任じられた。清水寺や宮崎家に土地を寄進している。

・北野神社，清水寺白山大権現，多賀神社，今宮神社，いずれかの修験者が宮崎家と藤川家によって招聘さ

れ，藤川家の土地に僧坊を営み，長円坊を名乗っていた，もしくは置かれた僧坊名だった可能性がある。

以上のことが伝承として，伝わっていると推察できる。ほかの名では無く長円坊の名前だけが残っている

ことから，特に人々の記憶に残る修験者だったのかも知れない。具体的な人物像等は不明だが，今後の資

料調査により分かることも出てくる可能性があろう。

このような小さな地域伝承は，記録が無いことから一度忘れ去られると無かった物と同様になってしまう。

ちょうえんぼうの詳細は明らかにすることはできなかったが，本報告書に記録することで，地域の歴史の一

端として保存継承できればと願う。

本稿執筆にあたり，誉田慶信氏（盛岡市文化財保護審議会会長，岩手県立大学），大沼信忠氏（元盛岡市教

育委員会），そして特に都南歴史民俗資料館の藤川里恵氏から多大なる御教示を賜った。末筆ながら記して感

謝申し上げる。                                  （今野公顕）
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第８図版　第５次調査区　全景写真（1）

調査区㐲景（東ୖ✵から）

調査区全景　ᆶ┤෗┿（ࢯࣝ࢜⏬ീ・1�500）
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第８図版　第５次調査区　全景写真（1）

調査区㐲景（東ୖ✵から）

調査区全景　ᆶ┤෗┿（ࢯࣝ࢜⏬ീ・1�500）

第９図版　第５次調査区　全景写真（2）

調査区㐲景（北東ୖ✵から）

調査区㐲景（北ୖ✵から）
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第 10 図版　第５次調査区　全景写真（3）

調査区㐲景（南すୖ✵から）

調査区㐲景（南ୖ✵から）
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第 10 図版　第５次調査区　全景写真（3）

調査区㐲景（南すୖ✵から）

調査区㐲景（南ୖ✵から）

RA07 竪穴建物跡土器 1R�2・3(33 ᅗ 2�) ฟ土≧ἣ（南から）RA07 竪穴建物跡　断面（東から）

RA07 竪穴建物跡　全景（南から）RA06 竪穴建物跡　全景（南から）

第 11 図版　第５次調査　遺構 (1)　RA04 ～ 07

RA05 竪穴建物跡　土器 1R�3（31 ᅗ �）ฟ土≧ἣRA05 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA04 竪穴建物跡　断面（南から）RA04 竪穴建物跡　全景（南から）
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RA0� 竪穴建物跡 ↮㐨 土器 (37 ᅗ 46) ฟ土≧ἣRA0� 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（ୖから）

RA0� 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（すから）RA0� 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝

第 12 図版　第５次調査　遺構 (2)　RA08

RA0� 竪穴建物跡　断面RA0� 竪穴建物跡　断面

RA0� 竪穴建物跡　全景（すから）RA0� 竪穴建物跡　全景（南から）
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RA0� 竪穴建物跡 ↮㐨 土器 (37 ᅗ 46) ฟ土≧ἣRA0� 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（ୖから）

RA0� 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（すから）RA0� 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝

第 12 図版　第５次調査　遺構 (2)　RA08

RA0� 竪穴建物跡　断面RA0� 竪穴建物跡　断面

RA0� 竪穴建物跡　全景（すから）RA0� 竪穴建物跡　全景（南から）

RA09 竪穴建物跡　土器 12��㺃9 ฟ土≧ἣ
(39 ᅗ 53�39 ᅗ 63)

RA09 竪穴建物跡 土器 12�1 㹼 6 ฟ土≧ἣ
(41 ᅗ 72�42 ᅗ 79�41 ᅗ 70�41 ᅗ 74�41 ᅗ 71�39 ᅗ 55)

RA09 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（東から）RA09 竪穴建物跡　全景（南から）

RA0� 竪穴建物跡　ᪧࢻ࣐࢝⢭査RA0� 竪穴建物跡　ᪧࢻ࣐࢝⢭査

RA0� 竪穴建物跡　᏶᥀　全景（東から）RA0� 竪穴建物跡　᪂ࢻ࣐࢝᏶᥀（すから）

第 13 図版　第５次調査　遺構 (3)　RA08 ～ 09

1R�1

1R�6

1R�5

1R�4

1R�3

1R�2

1R��

1R�9

Ⅳ໬ᮦ

Ⅳ໬ᮦ

▼

Ⅳ໬ᮦ
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RA10 竪穴建物跡　全景（東から）RA10 竪穴建物跡　全景（南から）

RA09 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（東から）RA09 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（すから）

第 14 図版　第５次調査　遺構 (4)　RA09 ～ 10

RA09 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（南から）RA09 竪穴建物跡　㑇物ฟ土≧ἣ（㹀ᒙୖ面）

RA09 竪穴建物跡　ሁ✚土断面（東から）RA09 竪穴建物跡　ሁ✚土断面（南から）
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RA10 竪穴建物跡　全景（東から）RA10 竪穴建物跡　全景（南から）

RA09 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（東から）RA09 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（すから）

第 14 図版　第５次調査　遺構 (4)　RA09 ～ 10

RA09 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝⢭査（南から）RA09 竪穴建物跡　㑇物ฟ土≧ἣ（㹀ᒙୖ面）

RA09 竪穴建物跡　ሁ✚土断面（東から）RA09 竪穴建物跡　ሁ✚土断面（南から）

RA11 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝ᵓ⠏≧ἣ（東から）RA11 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝ᵓ⠏≧ἣ（すから）

RA11 竪穴建物跡　土器 1R�1 ฟ土≧ἣRA11 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝全景（南から）

第 15 図版　第５次調査　遺構 (5)　RA10 ～ 11

RA11 竪穴建物跡　全景（すから）RA11 竪穴建物跡　全景（東から）

RA10 竪穴建物跡　㑇物ฟ土≧ἣ (土器㸪土製⣳㗽㌴ )RA10 竪穴建物跡　ࢻ࣐࢝（南から）
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R(02 竪穴建物跡 全景（東から）R(01 竪穴建物跡　断面（すから）

R(01 竪穴建物跡　ⅆᒣ⅊᳨ฟ≧ἣR(01 竪穴建物跡　全景（南から）

第 16 図版　第５次調査　遺構 (6)　RA12･13，RE01･02

RA13 竪穴建物跡・R'16 土ᆙ　断面・㑇物ฟ土≧ἣRA13 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA12 竪穴建物跡　断面（南すから）RA12 竪穴建物跡　全景（南すから）
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R(02 竪穴建物跡 全景（東から）R(01 竪穴建物跡　断面（すから）

R(01 竪穴建物跡　ⅆᒣ⅊᳨ฟ≧ἣR(01 竪穴建物跡　全景（南から）

第 16 図版　第５次調査　遺構 (6)　RA12･13，RE01･02

RA13 竪穴建物跡・R'16 土ᆙ　断面・㑇物ฟ土≧ἣRA13 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA12 竪穴建物跡　断面（南すから）RA12 竪穴建物跡　全景（南すから）

R'0� 土ᆙ（北から）R'07 土ᆙ（南から）

R'06 土ᆙ（南東から）R(02 竪穴建物跡　ࣉ࣮ࣟࢫ㒊断面

第 17 図版　第５次調査　遺構 (7)　RE02，RD06 ～ 08

R(02 竪穴建物跡　ࣉ࣮ࣟࢫ㒊断面R(02 竪穴建物跡　断面

R(02 竪穴建物跡　断面（東から）R(02 竪穴建物跡　全景（南から）
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R*03・04　&�&̓断面R*03　D�D̓断面

R'11・12・14・15 土ᆙ　全景（南東から）R'13 土ᆙ　全景（北から）

第 18 図版　第５次調査　遺構 (8)　RD09 ～ 15，RG03･04

R'12 土ᆙ　全景（南東から）R'11 土ᆙ　全景（南東から）

R'10 土ᆙ　全景（南から）R'09 土ᆙ　全景（東から）

RD11

R'15

R'14

᧠஘

RD12

RG04

RD11

R'15

R'14

᧠஘

RD12

RG04
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R*03・04　&�&̓断面R*03　D�D̓断面

R'11・12・14・15 土ᆙ　全景（南東から）R'13 土ᆙ　全景（北から）

第 18 図版　第５次調査　遺構 (8)　RD09 ～ 15，RG03･04

R'12 土ᆙ　全景（南東から）R'11 土ᆙ　全景（南東から）

R'10 土ᆙ　全景（南から）R'09 土ᆙ　全景（東から）

RD11

R'15

R'14

᧠஘

RD12

RG04

RD11

R'15

R'14

᧠஘

RD12

RG04

第 19 図版　第５次調査　遺構 (9)　トレンチ，作業風景，現地説明会

⌧ᆅㄝ᫂఍⌧ᆅㄝ᫂఍సᴗ㢼景　㑇物ྲྀࡆୖࡾ

సᴗ㢼景సᴗ㢼景　ᐇ సᴗసᴗ㢼景　ᐇ సᴗ

సᴗ㢼景　ᐇ సᴗసᴗ㢼景సᴗ㢼景

సᴗ㢼景సᴗ㢼景⾲土㝖ཤసᴗ㢼景

㒊　全景（北から）ࢳࣥࣞࢺ断面（東から）ࢳࣥࣞࢺ
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ᗏ面

第 20 図版　第５次調査　出土遺物 (1)　RA04 ～ 07

24　土師器　坏　RA0723 土師器　坏　RA07

22　土製品　勾玉　RA06

21 土製品　玉　RA0620 土師器　坏　RA06

19 土師器　甕　RA0618 土師器　甕　RA0617 土師器　坏　RA06

16 土製品　୙᫂　RA0515 ▼製品　◒▼　RA05

 10 土師器　坏　RA058 土師器　坏　RA05

4 土製品　࢔ࣗࢳࢽ࣑坏　RA04

3 土師器　甕　RA042 土師器　甕　RA041 土師器　甕　RA04

ഃ面

ୖ面
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ᗏ面

第 20 図版　第５次調査　出土遺物 (1)　RA04 ～ 07

24　土師器　坏　RA0723 土師器　坏　RA07

22　土製品　勾玉　RA06

21 土製品　玉　RA0620 土師器　坏　RA06

19 土師器　甕　RA0618 土師器　甕　RA0617 土師器　坏　RA06

16 土製品　୙᫂　RA0515 ▼製品　◒▼　RA05

 10 土師器　坏　RA058 土師器　坏　RA05

4 土製品　࢔ࣗࢳࢽ࣑坏　RA04

3 土師器　甕　RA042 土師器　甕　RA041 土師器　甕　RA04

ഃ面

ୖ面

第 21 図版　第５次調査　出土遺物 (2)　RA07 ～ 08

52 ▼器　◒▼　RA0�51 ▼器　◒▼　RA0�49 土製品　勾玉　RA0�

47・4�　土製品　土玉　RA0�46 土製品　ﾐﾆﾁｭｱ∦ཱྀ　RA0�45 土師器　球胴甕　RA0�

41 土師器　甕　RA0�40 土師器　甕　RA0�3� 土師器　甕　RA0�

37 土師器　甕　RA0�36 土師器　甕　RA0�35 土師器　甕　RA0�

34 土師器　甕　RA0�33 土師器　甕　RA0�32 土師器　甕　RA0�

2� 土師器　球胴甕　RA0727 土師器　甕　RA0725 土師器　甕　RA07

ᗏ面　　　　　　ୖ面　　　　　　　ഃ面

47　　　　　　4�
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第 22 図版　第５次調査　出土遺物 (3)　RA09

73 土師器　甕　RA0972 土師器　甕　RA0970 土師器　甕　RA09

69 土師器　⏋　RA0968 土師器　甕　RA09

66 土師器　甕　RA0965 土師器　甕　RA0964 土師器　㖊　RA09

63 土師器　㖊　RA0960 土師器　坏　RA0959 土師器　坏　RA09

58 土師器　坏　RA0957 土師器　坏　RA0956 土師器　坏　RA09

55 土師器　坏　RA0954 土師器　坏　RA0953 土師器　坏　RA09

ഃ面　　　　　　　　　ᗏ面

ഃ面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ᗏ面
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第 22 図版　第５次調査　出土遺物 (3)　RA09

73 土師器　甕　RA0972 土師器　甕　RA0970 土師器　甕　RA09

69 土師器　⏋　RA0968 土師器　甕　RA09

66 土師器　甕　RA0965 土師器　甕　RA0964 土師器　㖊　RA09

63 土師器　㖊　RA0960 土師器　坏　RA0959 土師器　坏　RA09

58 土師器　坏　RA0957 土師器　坏　RA0956 土師器　坏　RA09

55 土師器　坏　RA0954 土師器　坏　RA0953 土師器　坏　RA09

ഃ面　　　　　　　　　ᗏ面

ഃ面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ᗏ面

第 23 図版　第５次調査　出土遺物 (4)　RA09 ～ 11

�9 土師器　甕　RA1188 土師器　甕　RA1187 土製品　⣳㗽㌴　RA10

86 土師器　坏　RA1085 土師器　甕　RA1084 土師器　甕　RA10

83 土師器　㧗坏　RA1082 土師器　坏　RA10�1 土師器　坏　RA10

79 土師器　⏋　RA09

�0 土製品　୙᫂　RA0978 土師器　球胴甕　RA0977 土師器　甕　RA09

76 土師器　甕　RA0975 土師器　甕　RA0974 土師器　甕　RA09

ෆ面　　　　　　　　　　ഃ面　　　　　　　　　　　　　　ᗏ面　　　　　　　　　　ഃ面㹼ᗏ面

ഃ面　　　　　　　　　ᗏ面
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第 24 図版　第５次調査　出土遺物 (5)　RA11･12，RE01，RD10，鉄製品，ほか

201 ▼ᮦ　୙᫂　RA0�　& ᒙ200 ▼ᮦ　୙᫂　RA0�　& ᒙ　99 ▼器　▼㙨　᳨ฟ面

9� 土師器　坏　R'10

97 土師器　⏋　R(0196 土師器　甕　R(01

95 土師器　坏　R(0194 土師器　甕　RA1293 土師器　坏　RA12

92 土師器　甕　RA1191 土師器　甕　RA1190 土師器　甕　RA11

29 㕲製品　ยᏊ　RA07　- ᒙ

50 㕲製品　ยᏊ　RA0�　ᗋ面
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第 24 図版　第５次調査　出土遺物 (5)　RA11･12，RE01，RD10，鉄製品，ほか

201 ▼ᮦ　୙᫂　RA0�　& ᒙ200 ▼ᮦ　୙᫂　RA0�　& ᒙ　99 ▼器　▼㙨　᳨ฟ面

9� 土師器　坏　R'10

97 土師器　⏋　R(0196 土師器　甕　R(01

95 土師器　坏　R(0194 土師器　甕　RA1293 土師器　坏　RA12

92 土師器　甕　RA1191 土師器　甕　RA1190 土師器　甕　RA11

29 㕲製品　ยᏊ　RA07　- ᒙ

50 㕲製品　ยᏊ　RA0�　ᗋ面

115 土師器　球胴甕　RA02114 土師器　球胴甕　RA02111 土師器　甕　RA02

110 土師器　甕　RA02109 土師器　甕　RA02107 土師器　坏　RA02

106 土師器　坏　RA02105 土製品　勾玉　RA01104 土師器　ﾐﾆﾁｭｱ坏　RA01

102 土師器　甕　RA01101 土師器　甕　RA01100 土師器　坏　RA01

第 25 図版　第３次調査　遺構，遺物 RA01・02

RA03 竪穴建物跡　全景 (南東から )・断面RA02 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA01 竪穴建物跡　全景（南から）

第３次調査区　全景（北から）
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Ⲩ屋遺跡は，これまでの調査に࠾いて，ዉⰋ᫬代の❿✰ᘓ物跡なྂ࡝代の集ⴠ跡が☜ㄆされ

ている。

本調査では，ዉⰋ᫬代～ᖹᏳ᫬代ึ頭の❿✰ᘓ物跡や土ᆙを☜ㄆし，ྂ代の地域様相の一端

が解明された。出土土ჾから㸶世紀後༙～㸷世紀ึ頭と考えられる。

また，本調査地Ⅼ࿘㎶では「᫇，“ちょうえんぼう”という僧౶がいた。」という伝承があり，

調査地Ⅼは「“ちょうえんぼう”の畑」と࿧ばれてきた。文献調査の結ᯝ，調査地Ⅼ近㞄に近世

期の修験僧坊があった可能性がᣦ᦬できる。
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